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第一章










鬼弁護士の裏の顔




「五十嵐いがらし、昨日頼んだ不動産登記の取り寄せはしたか？」

『朝あさ日ひ法律事務所』で事務員をしている、私、五十嵐美み咲さきにギロリと鋭い視線を向けるのは、上司で弁護士の九く条じょう蒼そう介すけ、三十三歳。

　私たち事務員のいるフロアの横にずらっと並んだ弁護士用の個室から出てきた彼は、難関国立大学の法学部出身で、在学中に予備試験に合格し、司法試験を一回でパスしたという超が付くエリートだ。

　賢いだけではなく見た目もかなりレベルが高い。黒目が大きな切れ長の目にスッと通った高い鼻。一つひとつのパーツが計算されてつくられたようにちょうどいいサイズで、しかるべきところに収まっているという感じ。非の打ちどころのない、いい男。

　おまけに身長は私より二〇センチも高く、一八〇センチを超えていて、分けてほしいと思うほどの長い足を持っている。弁護士でなくても、モデルで需要がありそうなほどスタイルも抜群。

「あぁっ、地番は調べたのですが、やることがいっぱいで……」

　頼まれていたのは、不動産の所有権者や抵当権などが記された書類で、今抱えている事件に必要なものだ。

　これを取り寄せるには、土地に割り振られた〝地番〟という符号を調べる必要があり、そこまではやったんだけど、電話対応や他の書類を片付けているうちにすっかり頭から飛んでいた。

「言い訳は聞いてない」

「すみません……」

　またやっちゃった。

　頑張っているものの、私は特に法律を勉強したわけでもないただの事務員。専門的なことは必死に覚えている最中で失敗続きだ。

　大学を出てすぐに朝日法律事務所に就職して一年半。入社して一年は、何人かの弁護士の下で雑用業務をしていたんだけど、その後は九条さんの専属秘書となり約半年が過ぎた。

　どうせ専属になるのなら、東京事務所所属の二十三人いる弁護士のうち、四十代半ばで物腰柔らかな青あお田た先生あたりがよかったな。と思ったとは決して言えない。

　私と九条さんの相性がいいとはとても思えない。だって、毎日叱られているんだもの。




　――九条さんの専任秘書に決まった半年前。春風が心地いい三月下旬のその日は、新たな第一歩を踏み出すことにワクワクしていた。それなのに、彼の部屋に呼ばれて挨拶もそこそこに、いきなり必要な書類のリストを渡され思考が固まったのだった。
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　普通、「これからよろしく」とか「頑張って」とかひと言あるもんじゃないの？

　パートナーとして交流を深めようとする行為はいっさいなく、いきなり業務を開始した九条さんは、それら書類の申請業務に丸一日かかった私をギロッとにらんだ。

「研修したんじゃないのか？」

　そして冷たいひと言。

「し、しました」

　でも、扱う書類の種類が多すぎて、まだどこに申請すべきものなのかを即座に判断できない。

「この量なら半日で申請できる。いや、しろ」

　命令口調で吐き捨てた彼は、小さなため息をついた。

　なんなのよ！

　駆け出し事務員なんだから、ベテランの事務職の人たちと比べたら作業が遅いに決まってるでしょ？

　自分のデスクに戻り、反発を胸にしまって歯を食いしばる。

　出産を機に退職した九条さんの前秘書は、たしかに優秀な人だった。七年ほどこの道ひと筋だった彼女は私とは違い経験も豊富で、しかも〝パラリーガル〟だった。

　パラリーガルというのは、私たちと同じように一般的な事務もこなすけれど、法律そのものや法律事務手続に関する知識を要求される職業で、朝日法律事務所にも多数在籍している。

　だけど私は一般事務としての採用なので、法律の知識は求められない電話対応やスケジュール管理、お茶くみなど、いわば後方支援のようなことが主な仕事だったはず。〝パラリーガル〟として雇われている人たちとは違うのに。

　冷たすぎる対応に沸々と怒りも湧いてきたけれど、ここは踏ん張りどころかもしれない。研修期間を終えたんだから、もう一人前の事務員として活躍すべきだし……次は「よくやった」と言わせてみせる。

　ちょっと負けず嫌いな私は、怒りを仕事へのエネルギーに変えることにした。

　そんなふうに意気込みだけは十分なのに、現実は散々だった。

「五十嵐！　何度言われたらわかる。記入漏れが多すぎる」

「すみません」

　それからも平謝りの毎日。

　これでも努力しているつもりなんだけど、〝つもり〟で許されるほど甘くはない。完璧に仕上げなければ、裁判所にも受け付けてもらえない。

「もういい。自分でやる」

　九条さんは表情をなくしてボソッとつぶやく。

　すごーく怒ってる……。

　だけど、ひるんでいる場合じゃない。このままで終わりたくない。

「いえ、もう一度やらせてください」

　頭を下げると、「一時間だけ待ってやる」と数枚の書類を返された。

　それから一時間の集中力は、自分でも驚くほどだった。返された書類はもちろん完璧に書き直し、他に頼まれていた申請書の間違いもすべて訂正した。

「できました」

　再び書類を持って九条さんの部屋に向かうと、判例を読んでいた彼は視線を合わせることもなく書類を手にする。

　一枚、二枚とめくられていく間、緊張のあまり冷や汗が止まらない。

　最後の書類をチェックし終えた彼は、やっと私に視線を向けた。

「五十嵐は甘えがあるんじゃないか。新人だから間違えても仕方ないと思ってるからミスが出る。クライアントは信頼して任せてくれるんだ。お前が新人かどうかなんて関係ない」

　まったくその通り。パラリーガルじゃないんだし、そこそこできればあとは弁護士の先生たちがフォローしてくれると思っていた。その結果、さっきのような集中力を発揮することもなく、書類の山が減っていくだけで満足していた。

　これまでついた先生たちはそれでＯＫで、記入漏れは付け足してくれていたし。

　それに甘えてきたから、緊張感もなくだらだらと仕事をしているだけだったんだと目が覚めた。

「おっしゃる通りです。申し訳ありません」

　涙目になりながら頭を下げる。すると彼が立ち上がったので緊張が走った。

「俺たちの仕事は、時にクライアントの人生を左右する。それを肝に銘じておけ」

「はい」

　直立不動で返事をすると、「今日は合格だ」と私の肩をポンと叩たたいて、部屋を出ていった。

　私はこの日を境に、〝新人〟という意識を捨て去った――。
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　鬼の九条さんとタッグを組んで半年があっという間に過ぎた。

　どこからかキンモクセイの花の香りが漂ってくる九月下旬。

　相変わらず失敗をゼロにすることはできず、叱られている。ただ、半年前に比べるとその回数も減っているし、必死に食らいついているおかげか『甘えがある』とは言われなくなった。それに、新しく任せられる仕事も増えてきたように思う。

　全力で仕事に取り組んでいるつもりだけど、まだまだ力不足なのはいなめない。いつになったら余裕ができるんだろう。

「不動産登記の手続きは何度目だ。そんなに時間もいらないだろ」

　そんなこと言ったって、仕事はそれだけじゃないんだもの。

　最近になってますます仕事の量を増やしてきた彼に心の中で反論しつつ、口には出せなかった。

「すみません。あっ、収入印紙が足りません。郵便局に行ってきます」

　法務局に提出する申請書につけなければならない収入印紙が不足している。

　こんなときに限って……。午前中に大量に使用したので、足りなくなってしまった。

　慌ててバッグを持ち立ち上がると、九条さんが呆あきれ顔でため息をつく。

　また叱られる……。そう覚悟してうつむいていると、彼はなぜか私のイスに座る。

「お前はいつも郵送しているようだけど、不動産登記はオンラインで申請できると教えたぞ。手数料の納付はネットバンキングで大丈夫だ」

　そういえば以前、そう教わった気もする。もちろんその都度メモを取ってはいるけれど、なにせ日々あれこれと大量に教わるので、教わったかどうかもわからなくなっている。

　法務省のシステムにアクセスした彼は、あっという間に申請を済ませた。

「次はない」

　うわー、こわっ。

　私を見上げるその顔は、おそらく女子ならキュンと胸をときめかせるほどいい男なのに、視線が鋭く尖とがっていて痛くてたまらない。

「申し訳ありません」

　私は深く頭を下げた。

　それにしても絶対に仕事が多すぎる。書類の山はどんどん高くなるばかりで、やってもやっても減る気配がない。それもこれも、なにか疑問があるとすぐに事務所を飛び出し、自分の目で確かめに行く九条さんのフットワークのよさのせい。そのたびに私も一緒についていくので事務処理をする時間がなくなる。

　といっても、そのフットワークのよさは尊敬しているんだけど。

　ただ、そのしわ寄せが私にきていることに気がついてほしい。

「まあ、午前中はよくやれていた」

「へっ？」

　変な声が出たのは珍しく褒められたから。彼が褒めるなんて槍やりでも降るに違いない。

「午後もその調子でな。でも印紙は必要だ。今すぐ買ってこい」

「は、はいっ」

　低い声で突き刺され、震え上がりながら事務所を飛び出した。




　大急ぎで収入印紙を購入して戻ると、デスクの上の書類が増えている気がして顔が引きつる。

「もー、無理でしょ、こんな量……」

　ぶつくさつぶやきながらイスに座り、書類を確認し始めた。

　次は戸籍謄とう本ほんを取り寄せて……。あっ、文献のコピーも必要だった。図書館行かなくちゃ。

　頼まれている仕事がわんさかあって、プチパニックだ。

　頭を抱えていると、九条さんが「戻ってきたか」と再び私のデスクにやってきて、書類を手に取りだした。

「五十嵐は要領が悪すぎる。まずは締め切りの期限別に分けろ。どの仕事を優先すべきか筋道を立てるんだ」

「九条、手伝ってやりなよ」

　私たちの様子を見て口を挟んだのは、他の秘書と話をしていたいつも笑顔の青田先生だった。

　神様なの？

「やらせないといつまで経っても覚えないですから。五十嵐のためですよ」

　私のためって……。その通りかもしれないけど、この仕事量、他の事務員の何倍もあるんだよ？　無理なときは、他の先生たちは手伝ってるよ？

　まあ、彼の下についてからわかるようになった手続きやら書類の書き方やらはたくさんあるのは事実だけど。

「だってさ。五十嵐、頑張って」

　同情の目を向ける青田先生に、『引かないで、もっと言ってくださいよ』と心の中で叫んだ。

　とはいえ九条さんの指摘は的確で、書類があっという間に三つに分けられた。今日中に提出が必要なもの。そして明日。あとは期限に余裕がある書類の三つ。

　今まで依頼された順にこなしていた私は、スッと肩の力が抜けた。今日中のものはさほど多くなかったからだ。

　これまで書類が山になっているのを見ただけでアタフタしてしまい、その結果ミスが出てやり直しとなることも多かった。焦る必要がないのにひとりで空回りしていたのかもしれない。優先順位をつけてみて、自分の要領の悪さがはっきりとわかった。

　いつも無理難題を言っているわけじゃないんだ。いや、言われてるか。

「九条さん、さすがです。これならできそうです」

　感じた通りの賞賛を口にしたものの、彼はニコリともせず呆れ顔。

　弁護士の多くはデスクの上の書類が雪崩なだれを起こしそうになっているというのに、九条さんはいつもきっちり片付いている。彼にしてみれば当然か……。

「少しは頭を使え。お前、なにから手をつけていいかわからなくて勉強ができなかったタイプだろ」

　はいっ？　私は褒めたのよ？　その返事がこれ？

　デスクが整理されていると賢いってこと？　でも、あの難関司法試験をクリアしてきた人たちも、散らかってるよ？

　だけど私のことに関しては図星なので、反論できない。

　罵られて悔しいけれど、少しでも追いつけるように頑張るしかない。

　返事をすることなく今日中に片付けなければならない書類に手を伸ばすと、九条さんは離れていった。

　それから一時間。黙々とデスクワークをこなしていると、再び九条さんに呼ばれた。

「五十嵐、コーヒー」

「……はい」

『自分でどうぞ』と言いたいのはやまやまだけど、一旦仕事の手を止め給湯室に向かう。するとそこには外回りから帰ってきた先輩パラリーガルの松まつ下したさんがいた。

　肩下十五センチほどで緩くパーマがかかっている私とは違い、肩のあたりで切りそろえられたストレートの髪が印象的で知的な雰囲気が漂っている彼女は、三つ年上。法学部を卒業していて、弁護士を目指して勉強中だ。

「松下さん、お疲れさまです。私、淹いれますよ？」

「ありがと。でも手伝うわ」

　コーヒー豆を棚から出しながら、彼女は口を開く。

「毎日毎日、絞られてるわね」

「もー、鬼ですよ、九条さん」

　大げさに肩をすくめてみせると、ケラケラ笑われる。

　彼女がついているのは五十代のベテラン弁護士で、九条さんの師匠的な存在の迫さこ田た先生だ。迫田先生は、ここ東京事務所の重鎮。彼に憧れてこの事務所に来たという弁護士も多数いる。おそらく九条さんもそのひとり。

　九条さんは『九条先生』と呼ばれるのが嫌いらしく、私を含めて皆『九条さん』と呼んでいるけど、迫田先生は対外的に呼び捨てするときも緊張するほどで、圧倒的な存在感がある。

「九条さん、五十嵐さんをパラリーガルに育てようと思ってるように見えるけど」

「そんな希望は出してないんですけどね」

　私は法学を学んだわけでもなく、弁護士を目指しているわけでもない。そりゃあ知識を身につけたら武器にはなるけど、松下さんのように勉強したことがないんだから、てんてこまいだ。

「覚えて損はないわよ。九条さん、厳しいけどやることに無駄はないもん。勉強するには最適だと思う」

「そうですけど……」

　そうは言っても、毎日罵声を浴びていたらイヤにもなるわよ。

　私はコーヒーをセットしたあと、カップを出しながらため息をついた。

「五十嵐さんって、食らいついてくるタイプじゃない」

「えっ？」

　意外な指摘をされてキョトンとする。

「ハードルが高ければ高いほど燃えるタイプよ。九条さん、それがわかっててわざと無理難題を言っている気がするなぁ」

「えー、そうでしょうか？」

　そんなことを考えているとは思えないんだけど。

「うん。だって彼、迫田先生の下で研修していたときは、すごく物腰柔らかだったらしいよ。五十嵐さんの前に付いてたパラリーガルも、そんなに叱られてなかったし」

「そうじゃないですよ。私を見ているとできなさすぎてイライラするんだと思います。頑張って見返します」

「ほら。『辞めます』じゃなくて『頑張って見返します』でしょ？　やっぱりいいコンビだと思うな」

　彼女はクスクス笑いながら、ドリップされるコーヒーを見つめている。

「でも九条さん、どうして大きい刑事事件はやらなくなったんだろ」

「どうしてでしょう……」

　松下さんのつぶやきにハッとした。たしかに彼が扱うのは会社間紛争、破産事件、交通事故などの民事事件か、刑事事件の中でも罰金刑で済みそうなちょっとしたケンカや、不起訴の可能性が高い器物損壊などの案件ばかり。

　弁護士にも得意不得意があって、特定の分野の民事しかやらないという人も多い。どこかの会社の顧問弁護士専門という人もいる。

　けれども九条さんは、かつては迫田先生と一緒に、実刑か執行猶予かを争うような重大な刑事事件を多数担当していたと聞いている。しかも、完璧な弁護ばかりだったとか。

　そのため、九条さんはここ、朝日法律事務所の中でも一目置かれているような弁護士で、いずれは事務所を背負うような存在になると噂うわさされている。だけど今は、刑事事件には積極的に関わろうとしない。しかも、依頼されれば好き嫌い言わずなんでも引き受けるのに、実刑になる可能性があるような刑事事件だけは決して受けない。

　優秀な彼が、そうした事件から身を引いたのはどうしてだろう。合わなかった？

「コーヒー入りました。どうぞ」

　松下さんと迫田先生の分を差し出すと「ありがとう。ま、頑張って」と彼女は出ていった。

　コーヒーブレイク……なる時間はなく、デスクに戻って書類の山と格闘し始める。

　すると、コーヒーカップ片手に余裕の様子で、九条さんがやってきた。

「あと三十分で出る」

「えっ、無理です」

「誰が意見を主張していいと言った？」

　誰にも言われてないけど、無理なものは無理でしょ？

　顔を引きつらせていると、彼は私のデスクから書類を数枚抜いていく。

「今日だけだ」

　あれっ、手伝ってくれるの？

　なんだか今日は妙に親切だ。

「わー、九条さん優しい！」

「日本語わかる？　『今日だけ』って意味、理解できた？」

　これ見よがしにごまをすったものの、通用しないらしい。

　九条さんは冷たい表情でつぶやき、部屋に戻っていった。

　周りの事務員たちにクスッと笑われる中、仏頂面で仕事を続ける。

　担当弁護士変えてくれないかな。優しく丁寧に指導してくれればいいのに。

　そんなことを考えていると、デスクの上の電話が鳴った。

「はい。朝日法律事務所です」

　この電話対応が一番苦手。裁判所からかかってくることも多く、絶対に聞き漏らしがあってはならないからだ。

『東京簡易裁判所、鈴すず村むらと申します。平成三十年（ハ）第百二十一号事件につきまして、お話がございます。九条先生はいらっしゃいますでしょうか？』

　電話を片手に素早くメモを取り、復唱する。

「平成三十年（ハ）第百二十一号事件ですね。少々お待ちくださいませ」

（ハ）というのは、事件の種類を区別するための記号で、民事訴訟で、簡易裁判所の第一審訴訟事件を表している。初めて耳にしたときは〝ハ〟って？と疑問符だらけになり、専門用語の多さと難しさを痛感した。

　まだ慣れない頃は何度も聞き直していたけれど、最近は一度で聞き取れるようになってきた。

　九条さんに取り次ぐと、すぐにまた次の電話。

「はい。朝日法律事務所です」

『私、三み田たと申します。先日弁護士さんにお送りした書類のことで相談が……。取り次いでいただけますか？』

　ずいぶん曖昧な電話で、首を傾げる。

「失礼ですが、どの弁護士が担当しておりますでしょうか？」

『えーっと、お名前を忘れてしまって。どなたでもわかると思いますので、弁護士さんを……』

　そんなのムチャクチャだ。そりゃあ、一般的な回答ならどの弁護士でもできるだろうけど、担当外の返答を勝手にはできない。しかもこの電話、かなりアヤシイ。

「すぐにお調べしますが、どのような書類ですか？」

　だから私は思いきって尋ねた。

『交通事故の……』

「事故についてのなんの書類でしょう？　いろいろございまして」

『あっ、いや、もういいです』

　畳みかけると、電話はガシャンと切れた。

「五十嵐さん、どうしたの？」

　すると、向かいの席の松下さんが気にかけてくれる。

「多分迷惑電話です。細かなことをお尋ねしたら切られました」

　こうして弁護士を電話口に出させて、不動産の購入を勧めてくるなんてことがある。以前わからずに九条さんに取り次いでしまい、大目玉を食らった。弁護士は収入が多い人も数知れず、狙われているのだ。

「そう。よくあるのよね。取り次がなくて正解よ。それにしても、やっぱり五十嵐さんのスキル、上がってるじゃない」

　彼女は前回雷が落ちたときもバッチリ目撃していたので、そう言うんだろう。

「あはは。そうでしょうか」

　松下さんに褒められるのはうれしいものの、それ以上の勢いで九条さんから叱られるので、ダメージが大きい。

　アメとムチを使い分けてくれればいいんだけど、九条さんはほとんどムチだし。

「賢いけど、人の使い方は間違ってるわ……」

　次の書類に手を伸ばしながらボソッとつぶやくと「なんか言ったか？」とうしろから声をかけられて固まる。九条さんの声だったからだ。

　足音立てて近づいてきてよ！

「なにも……」

　冷や汗たらたらで返事をすると、彼はバッグをドンと私のデスクに置いた。

「出かける時間だが？」

「あと三分ください」

　あとひと息というところで余計な電話に出ていたので、まだ終わっていない。

「社会人たるもの、時間に遅れるとは……」

「だって迷惑電話が！」

「そういう事態があっても、遅れないように余裕をもって仕事をするべきだろ」

　あぁ、さっきの電話のせいよ！

「申し訳ありません。あとは印を押して郵便局に出しに行けば……」

「は？　郵便局に寄れと？」

　だって、すぐそこじゃない。

　郵便局はありがたいことに徒歩五分ほどの場所にある。

「お願いします」

　頭を下げると「仕方ない」と不機嫌全開で返された。

「図書館に行ってきます。直帰しますのでお願いします」

　九条さんは他の事務員にそう伝えている。

　図書館に行くのか……。

　といっても、一般的な図書館とは違い弁護士のための施設で、担当している事件に必要な文献を探しに行くのだ。

　私は慌ててデスクから入館カードを取り出してバッグに入れながら、ドキッとしていた。急ぎではないものの、文献のコピーも頼まれていたから。

　長い足を動かし、さっさと事務所を出ていく彼を小走りに追いかける。

「九条さん、あの……」

「なんだ？」

　エレベーターホールでやっと止まった彼に話しかけると、視線を合わせることなくつぶやく。

「文献、遅かったですか？」

　恐る恐る尋ねると、やっとこちらを向いてくれた。

「来週までだと言っておいたはずだ」

　はー、よかった。怒ってないみたい。

「でも、図書館に行かれるというのは……」

「他にも調べ物ができた。ついでに頼んでおいた文献も自分で調べるからもういいぞ」

　そのとき、エレベーターが事務所のある三十階に到着したので、乗り込んだ。

　朝日法律事務所が入居しているのは『Laラ merメール TOKYOトーキョー』という地下三階地上五十五階の大型商業ビル。上層階の四十二から五十一階は一泊百万もするというスイートルームを持つ超一流ホテル。そして五十三と五十四階には高級レストランやバーが並び、十一から四十一階までのオフィスフロアには他にも有名企業が入居している。

　オフィスはまだ新しく、『おしゃれなところで働いてるね』なんて友人からよく言われるものの、実際は髪を振り乱して叱られる毎日だ。おしゃれどころか、それとはまったく無縁の日々で華やかさのかけらもない。

　九条さんは地下三階の駐車場まで行き、彼所有の高級車に乗せてくれる。

「で、郵便局はすぐ終わるのか？」

「はい。ポストに入れるだけです」

　そう答えると、車はすぐに発進した。

　ハンドルを握る姿はとても様になっていて、黙っていれば極上の男。いや、クライアントと接しているときなどは毅き然ぜんとしていて凜り々りしく、どんな質問にもすらすらと答える姿は尊敬の対象でしかない。

　他の事務員やパラリーガルを叱っている姿なんて見たことがないし、嫌われているのかしら、私。

「すぐに行ってきます」

「あぁ」

　郵便局で車を停めた九条さんにそう言い残し、ポストへ一直線。

　無事に書類を投とう函かんして再び車に戻ろうとしたとき「あれ？　美咲？」と聞いたことのある声で呼び止められた。

「あっ……」

　振り返るとそこには、半年ほど前まで交際していた、野の口ぐち彰あき人とが立っていた。

　背が一七七センチで肩幅広めのガッシリ体型の彼は、同級生だけどひとつ年上。大学時代から三年近く付き合っていたものの、ちょっと金銭面でだらしないところがあって、私から別れを告げた。

　優しい彼氏でそれ以外の不満はなく、本当は別れたくなんてなかったけれど、あのまま付き合っていたら金づるになりそうで彼にとってもよくないと思ったのだ。

「彰人……久しぶり」

「うん。仕事中？」

　そう尋ねてくる彼もスーツ姿だった。

「そう。上司を車に待たせてて……」

「上司って、弁護士？」

「うん」

　彰人は大手商社『三みつ谷たに商事』に勤めている。私が弁護士事務所に就職することが決まったとき、『金持ちは性格悪いぞ』なんて散々言っていたけれど、皆いい人ばかりだった。九条さんを除いては。

「それじゃあ、行くね」

　特に話すこともない。私は身をひるがえして車の方に足を進めた。すると、「待った」という声と共に、腕をつかまれる。

「なに？」

「電話番号とかメッセージのＩＤ変わってない？」

「……うん」

　それがなんだと言うんだろう。

「今度連絡する」

「えっ、なんで？」

「お互いの近況報告とかしようぜ。俺、結構頑張ってるんだぞ」

　どうして別れた彼氏とそんなことをしなくちゃいけないの？

　とはいえ、彼のその後が少し気になっていたのは否定できない。

「うーん。忙しくて。それじゃ」

　きっぱり断るのも悪いかと思って時間がないとほのめかしてみたけれど、わかってくれたかな。

　九条さんをこれ以上待たせるわけにはいかず、彰人の前から立ち去った。

「お待たせしました」

　助手席に乗り込むと、九条さんは私に視線を送る。

「あの男、知り合い？」

「はい。大学時代の……。久しぶりだったので、挨拶を。お待たせしてすみません」

　元彼ということは黙っておいた。もう関係ないし、わざわざ教える必要もない。

「そう。それじゃ行くか」

　彼は聞いたくせして興味もなさそうだ。クールな表情を崩すことなく、アクセルを踏み込んだ。




　図書館に着くと、いくつかの文献のコピーを頼まれてその作業に入った。一方九条さんは別の気になる文献に目を通している。

　その真剣な眼まな差ざしはドキッとするほどかっこよく、あの罵声も忘れそうになる。

「九条さん、コピーできました」

「あぁ。それじゃあ、あとはこれを読んでおけ」

　差し出された厚い本は、文献かと思いきや法律事務に関する書籍だった。目次を開くと、各書類の申請方法や専門用語の解説などがびっしりと並んでいる。

　勉強の時間をくれるんだ……。

　意外な配慮に驚いて目をパチクリしていると、彼はふと顔を上げる。

「なんだ？」

「い、いえっ。ありがとうございます」

　お礼を伝えると、九条さんは私の目をじっと見つめたまま口を開く。

「無理をさせているのは自覚している。ただ、できないと思っているならやらせない」

　ん？

　一瞬なにを言われたのか理解できずに首を傾げたけれど、つまり……。私には与えられた仕事をこなすだけの能力があると認めている。ということ？

「えぇっ！」

「声が大きい」

　苦々しい顔をする彼は、一瞬のうちにいつもの冷たい上司の顔に戻っている。でも、俄が然ぜんやる気が湧いてきた。

「私、頑張ります」

　小声で伝えると、彼は文献に視線を落としたまま口元を緩めた。

　それから真剣に書籍を読んでメモを取っていたら「五十嵐」と声をかけられ顔を上げる。

「そろそろ閉館だ」

「あっ、もうそんな時間……」

　図書館は十七時四十五分で閉まる。ここに来てから二時間が経過していた。

「お前の集中力はすごいな」

「そうですか？」

　こうして集中できるようになったのは、最初にガツンと雷を落とされたおかげかな。

「それだけ集中してるのに、できないのが信じられない」

　あれ、褒めてるんじゃなかったの？　いちいち落とさないで！

「九条さんみたいに賢くなくてすみません。精進します」

　不ふ貞て腐れて返すと、頬を緩めている。

「お前のそのへこたれないところ、長所だと思うぞ」

「はぁ……」

　けなされたり褒められたり、忙しい。

　図書館を出ると、西の空が茜あかね色に染まっていて美しく、心が洗われる。

「あっ、とんぼ」

　目の前を横切ったとんぼに気づき声を上げると、九条さんは「久しぶりに見たな」と優しい笑みを浮かべている。

　鬼のくせして、時々こういう顔をするなんて反則だ。無駄にドキッとするでしょ。

「今日は直帰する」

　いつもより早い時間だけど、彼も忙しくしているのでたまには休息も必要だろう。

「はい。それでは私は電車で帰宅します。お疲れさまでした」

　頭を下げたのに、九条さんは一歩も動こうとしない。

　あれ、もしかして私は仕事が残ってる？

「お前、このあと時間ある？」

「はい……」

　やっぱり。なにを言いつけられるのやらと覚悟した。

「飯、食いに行くぞ」

「今なんて？」

「だから、飯！　フレンチを予約してある」

　彼の眉間にしわが寄る。だけど私はポカーンと口を開けていた。

　九条さんとクライアントのところに行った帰りにランチを共にしたり、夜遅くまで事務所で仕事をしていて、帰り際にふたりで居酒屋に寄ったことはあるけれど、レストランを予約してあるなんて。こんなふうに誘われたのは初めてで、驚きを隠せない。

「予約って、どういうことですか？」

　女性を誘うつもりだったのに、キャンセルされたとか？

「お前のために予約したんだ」

　呆れ気味に言われ、ハッとした。

「あっ、もしかして、誕生日……」

「今日、何枚書類を作成したんだ。何度も日付を入れただろ。自分の誕生日まで忘れたか？」

　忘れてなんてない。朝一番で作成した書類に九月二十八日と記したとき、誕生日だと気づいた。でも、彰人と別れてから彼もいないし友達と会う予定もないので、いたって普通の一日だった。だから、すっかり頭から飛んでいた。

「まさか九条さんが祝ってくださるなんて思ってもいなかったんです！」

　意外すぎて声も大きくなる。

「声がでかい。で？　行くのか行かないのか？」

「もちろん行きます！」

　興奮気味に返事をすると、彼は車へと足を進める。

　どんなレストランに連れていってくれるのかとウキウキしていると、海の近くにある高級ホテルの駐車場に入っていく。

「あれ、『アルカンシエル』？」

「そう。うちのビルに入っているホテルの本館だな」

　同じビルで働いているとはいえ、アルカンシエルは高たか嶺ねの花。宿泊料が高く、気軽に宿泊できるところじゃない。だけど接客も施設も超一流と言われるだけのことはあるらしく、一度は泊まってみたいと思っているホテルだ。

　そんなホテル内のレストランって……。緊張する。

「今日は楽しめ」

「はい。ありがとうございます」

　それからの九条さんは普段とは違った。いつもならスタスタと先を歩いていくのに、もたもたする私を待ち、しかもなぜか手を取って自分の腕につかまらせる。

　まるで恋人のような振る舞いに目が点になったが、なにも言えずに素直に従った。

　エレベーターに乗り込むときも私の背中を優しく押して先に乗せるし、緊張のあまり段差に足を取られると、「大丈夫か？」なんて甘い声で尋ねてくれる。

　私を大切に扱う彼は、仕事のときとはまったく違った。だけどこれが上流階級での女性に対するマナーなのかなと感心する。

　仕事中のあの厳しい態度はなんなんだろうと思わなくはないけれど。

　そして、大きな窓から海を見下ろせる席に着いたあとは、「なに飲む？」と柔らかな声色で質問された。

「九条さん、お車ですよね。アルコールじゃないほうが……」

「大丈夫。気にするな」

　といっても、メニューを見てもなにがなんだかわからない。ここは無難に、九条さんに選んでもらおう。

「お、お任せします。私はなんでも大丈夫です」

「じゃあ、一杯目はシャンパンにしよう。食べ物で苦手なものは？」

「えっと……あの……」

　ダメだ。豪華なシャンデリアと、ふかふかの絨じゅう毯たん。周りはドレスアップしているような人ばかりで、緊張のあまりうまく息が吸えない。

「はははっ。五十嵐、裁判所に行くときよりも表情が硬いぞ」

「そ、そんなことは……」

『ない』とは言えない。裁判のときはもちろん緊張するけど、九条さんの能力を信じているので、たしかにここまでカチコチにはならないかも。

「今日は楽しむために来たんだ。余計な緊張はいらない。それで？」

「はい。私、お魚のタラがちょっとダメで。アレルギーがあるのか手がしびれることがあって」

「了解」

　彼はそれからすぐにウェーターにそれを伝え、注文を済ませた。

「すみません。こんな素敵なレストランには来たことがないので、慣れなくて……」

「慣れていないのは仕方ない。それならまた来て経験を積めばいい」

『また来て』って？　私のお給料では無理だ。

「いえっ。九条さんはいつも来られるでしょうけど、私は……」

「俺がまた連れてきてやる。他にもうまいイタリアンレストランを知ってるぞ」

　九条さんが私を？　どうして？

　疑問に思いながらも、こんなにゆっくり向き合うのは初めてなので、きちんと謝っておこうと口を開いた。

「あの……いつものろくてすみません」

　頑張っているつもりだし、指摘された直後は、必死にやってるのに！と反発心が出てしまうけど、やっぱりそれは私が未熟だからで、反省すべきところだ。

　松下さんのように指示がなくても先回りして仕事ができるパラリーガルになれたらいいんだけど、そもそも法律に関する基礎知識がないため簡単じゃない。

「まあ、のろいな」

　自分で言い出したとはいえ、胸を切り裂くような発言にへこむ。

「でも、五十嵐が全力でぶつかっているのはわかっているつもりだ」

「えっ……」

　思わぬ返事が返ってきて、声が漏れる。

「そもそも法学の知識のないお前が、必死に学んで俺の依頼をこなし続ける姿には感心している。のろいかもしれないけど、それでいい。誰でも最初は時間がかかる。五十嵐の情熱があれば、すぐに一人前になれる」

　あれっ、今目の前にいるのは九条さんだよね。中に青田先生入ってないよね？

　そんなバカげたことを考えたのは、優しい言葉の数々があまりにも意外だったから。

「それに、根性は一流だ」

　彼はニヤリと笑って付け足す。

　もしかして、松下さんの言っていた通り、私が『ハードルが高ければ高いほど燃えるタイプ』だと感じていて、『わざと無理難題を言っている』ってこと？

　今の意味深なニヤリはそれを示しているような気がしてならないけれど、聞き返す勇気もない。だって、『これからもそうしてやる』と言われそうだし。

　たしかに、私は乗り越える山が高いと頑張るタイプなのかもしれないけれど、優しくしてもらえるほうが断然いい。でもそれでは、山を登るのが遅くなるのかな……。

　そんなことをひとりで悶もん々もんと考えていると、九条さんはクスッと笑う。

　こんなに笑顔を見せてくれるのは初めてじゃないだろうか。

「なに考えてる？」

「いえっ、なにも……」

「五十嵐はいじめ甲斐があって、毎日楽しいよ」

「いじめ反対！」

　ムキになって言い返すと彼は白い歯を見せる。

　もちろん、『いじめ』ではなく『叱しっ咤た激励』なんだろう。わかっているけど、『激励』だけにしてくれてもいいのよ？

　そんな言葉を呑のみ込みふくれていると、また彼は口元をほころばせた。

　こんなに優しく笑う人なんだ。クライアントと話をしているときに場を和ませるように微笑むところは何度も見てきたけれど、そのつくった笑顔とは違う。

　内面から湧き出てくるというような自然の笑みに、緊張も緩んでいく。

　そこにシャンパンが運ばれてきて、彼はグラスを持った。

「誕生日おめでとう。乾杯」

「ありがとうございます」

　コクのあるシャンパンをひと口含むと、幸せな気分になれる。

　誕生日を祝ってもらえるなんて、うれしくて心が跳ねっぱなしだ。

「飲める？」

「はい、おいしいです。飲みすぎちゃいそうです」

「かまわないぞ。今日は好きなだけ飲め」

　明日は土曜で仕事は休み。多少二日酔いしても大丈夫かな。

　それからエビやサーモンをメインとした前菜が運ばれてきて、舌鼓を打つ。食べるのがもったいないほど素敵に盛り付けられていたそれは、私の舌をうならせる。

「おいしい」

　心の底から声が出た。するとフォークを持つ手を止めた彼は、微笑しながらうなずいている。

「日頃頑張っているからうまいんだぞ？」

「頑張っているから？」

「そう。適当に日々を過ごしていても、料金さえ払えばこの食事を楽しめる。だけど、それだけでは満たされない」

　どういうこと？

　首を傾げていると九条さんは続ける。

「自分が必死になった結果この食事を口にできたという満足感が、おいしさを加速させる。五十嵐がおいしく感じるのは、毎日限界まで挑戦できているからだ」

　なんだか彼の言葉がスーッと胸に入ってくる。

「九条さんにそう言っていただけるとは思ってもいませんでした」

　本音をこぼすと彼は表情を緩ませる。

「俺よりずっと、まっすぐに進めているよ」

「『まっすぐ』、ですか？」

　どういう意味なのか理解できないものの、褒めてもらえていることはわかる。

「まあいい。ほら、食べるぞ」

「はい」

　それから途中で赤ワインに変え、オレンジ風味の濃厚なソースを絡めた鴨肉のローストもいただいた。

　料理はどれもこれも美しく上品な見た目。かつ幸せを感じるような優しい味で大満足。九条さんの理論からいくと、そう感じられるのは、頑張っている証なんだろうな。

　叱られながらも踏ん張ってよかった。こんなにおいしい食事が楽しめるなら、また頑張ろう。

　味だけでなく、ボリュームもしっかりとしたフルコースのディナーだったけど、デザートまでペロリと食べてしまった。満たされた気分で食後のコーヒーを口に運んでいると、九条さんがテーブルの上にリボンのかかった箱を置く。

「プレゼントだ」

「えっ、嘘うそ……」

　レストランの予約だけでなく、プレゼントまで？

　感激で気持ちが高揚する。

「ありがとうございます。開けてもいいですか？」

「あぁ」

　コーヒーを飲む彼の前で箱を開けると、深いネイビーの万年筆が出てきた。しかも、ネームまで入っている。何日も前から準備してくれていたってこと？

「素敵！　ありがとうございます。大切に使わせていただきます」

「うん」

　満足げに微笑む九条さんを前に、私も顔がほころんだ。

　思いがけないサプライズで、二十四歳の誕生日は忘れられないものになった。




　居酒屋に行ってもいつもはあまりお酒を口にしない私がそこそこ飲めるとわかった九条さんは、レストランを出てからホテル内のバーにも誘ってくれた。

「甘い酒が好きなんだな」

「だっておいしいじゃないですか」

　そこでカクテルを三杯。甘くて口当たりのいいそれが、私の肌を火照らせる。

「お前、顔真っ赤だぞ？」

「んふふ」

　はぁ、いい気分。

　彰人と別れてから男性とお酒を楽しむ機会もなかったし、ガムシャラに仕事に没頭してきたので、久々の休息という感じ。しかも、あの鬼の九条さんに優しくエスコートしてもらえるなんて、これは夢かもしれない。

「五十嵐、大丈夫か？」

「ん？」

　まぶたがくっついてきて、曖昧な返事しかできない。

　そのあと、九条さんが店員さんとなにやら話しているのはわかったけれど聞き取れず、ぶつりと記憶が途絶えた。




「あれ？」

　閉じていた目をゆっくり開くと部屋が暗い。

　私、昨日どうしたんだっけ……。

　そんなことを考えていると、隣で九条さんが寝息を立てていたので驚きのあまり飛び起きた。

「なななな、なんで？」

　しかも！　腕枕までされている。

「起きた？」

　ち、ちょっ……。なに、これ。

　慌てて自分の姿を確認してみると、ブラウスは着ているもののスカートが思いきりまくれ上がっている。

　嘘。まさか私、酔った勢いで彼と……？　いや、着ているから大丈夫？

　テンパる私とは対照的にゆっくり起き上がった九条さんは、バスローブ姿。はだけた胸元に視線が釘付けになり、すぐに目を逸らした。

「あっ、ああああのっ……」

「心配するな。ヤッてない」

　その言葉を聞きホッとした。とはいえ上司と同じベッドで寝るなんて、想定外も想定外。

「バーで酔って寝ちまったから仕方なく部屋を取った。けど、今日はあいにく国際的な催しものが近くであるらしくて部屋がほぼ満室で、ダブルしか空いてなかったんだ」

　それにしたって、腕枕まで！

「五十嵐って、結構かわいいんだな」

　慌てて背を向けると、これまた想定外のひと言が降ってくる。

「はっ、なに言って……キャッ」

　突然腕を伸ばしてきた彼に、なぜかうしろから抱きしめられた。

　途端に速まりだした鼓動をどうすることもできない。

「寂しいから抱きしめてって、ねだったじゃないか」

　耳元で甘く囁かれ、思考が停止する。

　私がそんなことを言ったの？

「希望通り抱きしめてやると、安心したようにすーっと眠った」

　だ、抱きしめて？　まずい、まったく覚えてない。

「そ、それは酔っぱらって……」

「覚えてないのか？　でも残念。俺が覚えてる」

　耳に彼の吐息がかかり、ゾクゾクする。

「す、すみませんでした。私、帰ります」

　視界に入った時計は八時半を示している。遮光カーテンのせいで暗いだけらしい。

「いいから、少し休憩しろ。走りすぎてヘトヘトなんだろ？」

　彼はそう言いながら手の力を緩めた。……と思ったら、私をくるっと回して、再び腕の中に閉じ込める。

「九条さん？」

「いいから黙って」

　優しく私の髪を撫なでる彼は、事務所での鬼の姿は鳴りを潜めている。最初こそ抵抗したものの、彼の胸が温かくて、そして居心地がよくて体を預けていた。

　たしかに、ヘトヘトだった。だけど努力というものは上限がなく、まだ走れると歯を食いしばっているうちに今日まできた。どこで休んだらいいのかわからなくなっていたんだ。

　トクトクと規則正しく響いてくる彼の心音が、私の心を穏やかにしていく。

　鬼上司に抱きしめられているというとんでもない状態なのに、気持ちが安らぐなんて不思議だった。

　それからしばらくして、九条さんが突然うしろに倒れたので、私もそのまま引きずられて再びベッドに倒れ込んだ。その瞬間、はだけた彼の胸元に唇が当たって焦る。だって、私からキスしたみたいだったから。

「誘ってる？」

「ち、違いますっ！」

　とんでもない発言に目が飛び出しそうになる。すぐに離れようとしたのに、強く抱きしめられて動けない。

　どうしよう。彼の素肌に触れた唇が熱くてたまらない。

「こういうことは彼女としてください」

「彼女なんていないぞ。お前がなるか？」

　九条さんはそう口にしながら、背中に回した手に力を込めてくる。

　突然なにを言い出すの？　冗談はやめて。

「わ、私では力不足ですから」

「力不足って……。あはは」

　おかしそうに肩を震わせる彼は、ひとしきり笑ったあと私を横に寝かせて今度は顔を覗のぞき込んでくる。

　いったいなにがしたいの？　目的はなに？

「恋愛に力不足なんて言葉はないんだぞ。よく覚えておけ」

　そう言ったときの視線が妙に艶っぽくて、ドキドキが止まらない。

「はい……」

「まだ寝足りない。今度はお前が俺の抱き枕になれ」

「はいっ？」

　彼はわけのわからない言葉を残し、私を抱きしめたまま目を閉じた。

「抱き枕って……」

　目の前で静かに寝息を立てる九条さんを、このまま見つめていろと？

　すっかり目が冴えているのに、動けなくなった。

　それにしても、男のくせして長いまつげだ。あっ、耳の下に小さなほくろ発見。

　怖いとしか思っていなかった彼が、昨日の夜から今朝までの間にぐんと近い存在になった。

　まさか私の努力を評価しているなんて意外だったし、誕生日を祝ってくれたのも驚きのひと言だった。プレゼントまであったし。いやそれより、こうして同じベッドで抱きしめられているのが一番びっくりなんだけど。

　少し時間が経ったところでそっと離れようとしたのに、強く抱きしめられたままで抜け出せない。

　私は仕方なく目を閉じた。すると、もう眠れないと思っていたのに、ちょっと飲みすぎて体調も万全ではないせいか、いつの間にか意識が遠のいていた。




　次に目覚めたときにはカーテンが開いていて、窓から光が差し込んでいた。焦って時間を確認したら、九時半を過ぎたところだった。

　隣に寝ていた九条さんの姿がない。どうやらシャワーを浴びているらしい。

　さっきはよく観察しなかったけれど、この部屋、すごく広い。ダブルのベッドの他に、アンティーク調のおしゃれなソファとテーブルが置かれている。

　ベッドから抜け出して窓から外を覗くと一面海で、揺れる水面に太陽の光がキラキラ反射していて美しい。

　圧倒されていると、カチャッとドアが開く音がして九条さんが顔を出した。

「体調はどうだ？」

「大丈夫です……けど、なにか着てください！」

　髪から水滴を滴らせ、なぜか上半身裸で出てきたので背を向ける。

「あぁ、悪い」

　九条さんが謝りながら近寄ってきたので振り向こうとすると、ふわっとうしろから抱きしめられてガチガチに体が固まった。

「なにしてるんですか？」

「お前、抱き心地最高だなと思って。今日から俺の抱き枕にならない？」

「な、なりません！」

　びっくりしすぎて声が裏返る。なに言ってるんだか。

「残念だな。ぐっすり眠れるのに」

　彼はそう言ったあと、ようやく解放してくれた。

「五十嵐もシャワー浴びる？　ここ、いい化粧品を置いてるらしいから、困らないぞ。『ドゥシャイン』の最高級ラインで、このホテルオリジナルの香りだったか……。女子がそれを目当てに泊まりに来ることもあるらしい」

「ドゥシャイン？　私、使ってます」

　ドゥシャインは、品質のよさと機能性の高さに加えて、女心をくすぐるような洗練されたパッケージに至るまで定評があり、最近人気がうなぎのぼりの国内の化粧品ブランド。うちの事務所があるビルにも支店が入っているはず。

　九条さんとふたりきりだし、シャワーなんて浴びられないと思っていたのに、つい興奮してしまう。

「へぇ、やっぱり有名なんだ」

「どうして化粧品のことなんて知ってるんですか？　あっ、彼女に聞いたんですね」

　突っ込むと首を振っている。

「いないって言ってるだろ」

「それじゃあ、つまみ食いですか？」

　弁護士の上に非の打ちどころのない容姿。女性を落とすのも簡単そうだ。

「お前なぁ」

「痛たた……」

　いきなり頬をつままれ、声が出る。

「俺がそんな男だと思ってるのか？　ひと晩だけの女なんて興味ない。興味があるのはひとりだけだ」

　そう言う彼は、なぜか熱い視線を送ってくる。

　まさか、私……なわけないよね。その燃えるような視線は、怒り、だよね。

　だけど、結構硬派な人なんだ。知らなかった。

「アルカンシエルの社長秘書と友達なんだよ。だからそいつから聞いただけだ。早く浴びてこい」

　やっと頬から手を離した彼は、肩をすくめた。

　私は化粧品使いたさに、シャワールームへと向かった。

　ボディソープからシャンプーそして美容液に至るまで、大好きなブランドの商品が並んでいて、テンションが上がる。

　基礎化粧品がフルラインナップでそろっているホテルなんて初めて宿泊した。これはたしかに、女子にはうれしいサービスかも。

　すっかり気分をよくしてバスルームから出ていくと、九条さんがソファで昨日コピーした文献を読みあさっている。

「お仕事ですか？」

「まあ、な」

　尋ねると、彼はすぐに書類をテーブルに置いた。

「すみません、お邪魔しました。帰りますね。昨日は本当にありがとうございました」

　頭を下げて部屋を出ていこうとしたのに、腕を引かれて隣に座らされる。

「いい香りだ」

　そしてなぜか私の髪をひと束すくって香りをかぐので、目が点になる。

　反射的に体をのけぞらせると、腰まで抱かれてがっちりホールド。

「く、九条さんもシャンプーお使いになりませんでした？」

　動揺しすぎて声が上ずる。

「使ったよ。けど、五十嵐のほうがいい匂いだ」

　彼は私の耳元で色気たっぷりに囁く。

　なんなの、この状況。

「ふっ、あはは。お前、彼氏いたんじゃないのか？　男慣れしてないな」

　完全に固まり声をなくしていると、大笑いされた。からかわれたんだ。

「大きなお世話です！」

　仏頂面でそう告げると、九条さんは真顔に戻って口を開いた。

「そういえば、なんで別れたんだ？　浮気でもされた？」

　実は一カ月ほど前に居酒屋に行ったときに別れたことを話した。でもそのときは『ふーん』のひと言で興味なさげだったのに、今になってそんな質問をされるのがちょっと意外。

「いえ、お金の使い方が荒くて」

「金か……。もしかして貢がされた？」

　その質問に黙ったので、図星だとバレてしまった。

「借用書は……あるわけないか。お前、お人好しだし」

　お人好しかどうかはわからないけれど、彼氏にお金を貸すのにいちいち借用書なんて書かせないでしょう？

「で、いくら？」

「多分……トータルすると百万くらい。三十万くらいは返してもらいました」

　長年にわたり少しずつだったので最初は気にならなかったけど、別れてから計算してみたらそれくらいはあって唖あ然ぜんとした。

「はー」

　九条さんは大きなため息をついている。バカだと思われてるわ、これは。

「痛い勉強代だったな」

「そうですね」

　借用書がなくても返済義務は生じるし、裁判を起こすこともできる。でもその場合、貸した側が貸した事実や返済する約束があったことを証明しなければならない。それは簡単ではないので、一般的にも貸した側が泣き寝入りすることが多いのが現実だ。

「けど、それくらいお前は一途だったってことだろ？」

　思いも寄らない発言に、あんぐりと口を開ける。

「い、一途っていうか……。そんな軽い気持ちで付き合ったりできないですし」

　彰人の告白から始まった交際で、優しい彼にどんどん惹ひかれていった。だけど、あとで考え直してみると、最初から金づるだったような気がしなくもない。

　学生のうちはバイト代から少しずつ貸していたけれど、就職してからはその額が増えた。それでも断りきれなかったのは、彰人のことが好きだったからだ。

「それで最後は？」

「ある日、留学したいから五十万貸してくれって言われて。なんだかそのときに、頭の中でプツンと糸の切れる音がしたんですよね。それまでは、お母さんが入院して大変だとか、仕事でミスをして弁償しないといけなくなったとか……。それも嘘だってわかってたんですけど……」

　バレバレの嘘すぎて笑ってしまいそうだったけど、それでも私は貸した。

「なるほど。彼氏も調子に乗ったわけだ。困ってるから貸してくれじゃなく、好きなことをしたいから、つべこべ言わず貢げってことか」

　たったそれだけ話しただけなのに、九条さんは私の気持ちを察したらしい。

「その通りです。あぁ、どんな理由でも貸かし付つけしてくれるＡＴＭなんだわって一気に冷めて」

「別れて正解だな」

「そうですね」

　彰人のことなんてすっかり忘れていたのに、昨日再会してからその後どうしているのか気になっているのは、お人好しということなんだろうか。

　もう今は、好きという感情はいっさいない。だけど、せめて私と別れたことで反省して真面目に生きてほしい。一度は本気で好きになった人だから。

　九条さんがこんな話をするから、センチメンタルな気分になっちゃったでしょ？

「もう、いいですか？　帰ります」

　立ち上がろうとしたのに止められて、もう一度隣に座らされた。

「彼氏もいないんだし暇だろ？」

「失礼ですよ、それ」

　彼氏がいなくたってやることはたくさん……ないか。帰って、仕事に関する勉強をするくらいだし。

「ルームサービスを頼んである。もうすぐ昼になるんだから腹減ってるだろ？　食ってから送ってく」

　そういえば昨晩は車で来たにもかかわらず、『大丈夫。気にするな』と彼もたっぷりアルコールを飲んでいた。まさか、泊まるつもりで予約してあったんじゃ……。

　彰人のことがあってから、すっかり男の人を信用できなくなっている。仕事では別だけど。

「九条さん、車だったのにかなり飲まれてましたよね。最初から部屋を取ってあったとか……」

　今さらだけどそんな質問をすると、顔をしかめている。

「あのなぁ。世の中には代行というシステムもあるし、なんならタクシーで帰ってあとで取りに来たっていい。それに、女と過ごしたくて部屋を用意しておくんだったら、もっといい部屋を予約するぞ」

　なんて察しがいいんだろう。考えていたことが全部バレてる。

「この部屋、十分広いじゃないですか」

　おそらく普通のダブルじゃない。

「俺、お前のこと抱いたか？」

「い、いえっ……」

　たしかに。無理やり抱き枕にされただけで、襲われた記憶はない。

「五十嵐がバリアを張る気持ちはわからなくもないけど、その元彼みたいな男ばかりじゃないぞ」

　そういえば『ひと晩だけの女なんて興味ない』と言っていたっけ。『興味があるのはひとりだけ』とも。その〝ひとり〟はどんな女性だろう。

　そこまで堂々と宣言してくれる九条さんと付き合える人は幸せだろうな。

　怖い人というか、おそらく仕事に対してはストイックで妥協を許さない真面目な人だし、昨日行動を共にして、自然と他ひ人とを気遣える人だとわかった。

「そう、ですね。すみません」

　反省しなくちゃ。彰人にいいように利用されていたんだと気がついてから、男性の好意を疑うようになっている。

　昨日、プレゼントをもらったときは、飛び上がるほどうれしかったくせして。

「お前、もう恋しないつもり？」

「えっ？」

　そんなふうに考えたことはなかったけれど、恋をしたいとも思えない。

「もったいないぞ。俺が幸せな恋を教えてやろうか？」

　九条さんが？　どうやって？

　彼は真剣な眼差しを送り、私の頬に触れる。その驚くほど優しい触れ方に、心臓が暴走を始める。

　――ピンポーン。

　そのとき、部屋のチャイムが鳴った。

「ルームサービスだな」

　彼は平然とした顔で私から離れていく。

　こんな九条さん知らない。昨日から、仕事のときとは違う顔ばかり見せられて混乱中だ。

　それからふたりでちょっぴり豪華な朝食を楽しみ、車で家まで送ってもらった。

「いろいろすみませんでした。楽しかったです」

　結局支払いも全部してもらったし。

「楽しかったならよかった。それじゃ」

　マンションの部屋に入ると、温かな気持ちで満たされているのに気がついた。

　誕生日を祝ってもらい、抱き枕にされるというまさかの連続でドキドキもしたけれど、とても幸せなひとときだった。

「いい人じゃない……」

　ちょっと彼のことを誤解していたのかも。

　厳しくするのは期待の表れだとわかった今、もっと頑張ろうという気持ちが湧いてくる。

「よし」

　私はすがすがしい気分で、昨日図書館で借りてきた法律事務に関する本を開いた。










間違った優しさ




　秋風が心地よく、弾んだ気持ちで出社した月曜の朝。

　裁判所に行く予定があり、準備を整えて席を立った。

　九条さんの部屋をノックするとすぐに返事がある。

「そろそろお時間です」

「わかった」

　今日は、自己破産の〝破産審しん尋じん〟がある。自己破産は借金が帳消しになる制度だけど、貸していた側にとってはダメージになる。したがって、簡単に認められるものではなく、借りた側が反省しているかとか、今後立て直していく気持ちは強いかなどの審査が裁判所で行われる。

　破産申告をしたあと、破産者の代理人として九条さんがその審尋に挑むことになっている。といっても十分程度で終わる。




　いつもの通り滞りなく審尋を終え、裁判所をあとにした。

「これでほぼ決定ですね」

　おそらく免責許可が出るのは間違いない。

　あとは〝免責審尋〟という、破産者本人が出席しなければならない審尋はあるものの、ここで再びあれこれ突っ込んで聞かれることは少なく、自己破産はほぼ決定した。

　ただ、お金を貸す側の立場だった私にしてみれば、チャラになることは簡単には受け入れがたい。

　自己破産には、カード会社のブラックリストに載るなどのリスクも伴うが、借金取りに追われる生活が終わるというメリットを上回るようなデメリットはあまりない。

「ま、お前にしてみれば複雑だな」

　九条さんは私にチラッと視線を送り、つぶやく。

「そうですね。この制度、借りた者勝ちみたいな感じがして、好きじゃないです」

　法律に関わっている者が言ってはいけない言葉かもしれないけれど、それが本音だ。

「そうだな。不動産や家を持っていない限り、自己破産してもたいしたダメージがない。今後七年間自己破産はできないといっても、真面目に生きている人間からしたら当然だ」

　まさかそんなことを言うとは思っていなかった。

「ヤミ金はもちろん違法だけど、借りるほうも借りるほうだ。この仕事を始めてやむを得ない理由で借金を重ねていたというクライアントにはまだ出会ったことがない」

　彼は毅然とした口調で話す。

　弁護士は依頼人の味方ではあるものの、身勝手な自己破産のように首を傾げるような案件がないわけじゃない。

「これから誠実に生きていってくださることを願うしかないですね」

「そうだな」

　私がため息をつくと、彼は頭をポンと叩いた。




　事務所に戻って再び書類の山と格闘していると、あっという間に定時の五時半を過ぎていた。九条さんに指摘されて書類を期限別に分類したおかげで、今日の分はすっかり終わり、心にゆとりができている。

　もう少し仕事をしてから帰ろうと明日の分の書類に手を伸ばすと、バッグの中のスマホが震えた気がしたので取り出した。彰人からのメッセージだ。

　まさか本当に連絡してくるとは。なんの用だろう。

　別れて以来連絡はいっさいなく、面倒だったのでメッセージのＩＤも電話番号も変えていなかったけど、変えておくべきだったかも。

　フロアを出て、トイレの個室に入りメッセージを開いてみる。

【美咲、あのでっかいビルの法律事務所にまだいるんだよね。明日の六時くらいに二階のカフェ『プレジール』で待ってるから、ちょっと話さない？】

　彰人とは度々、プレジールで待ち合わせをしたことがある。それを覚えていたんだろう。

「うーん」

　会ったところで話なんてないし……。

【ごめん。忙しくて仕事がいつ終わるかわからないの】

　やんわりと断りのメッセージを送信すると、すぐにまた返信がきた。

【いいよ。何時になってもいいから。待ってる】

　えっ、強引じゃない？

　彰人は昔から自分の意見を通したがるところがあった。彼のことが好きだったのでそれに従ってきたけれど、その名残で私が「ＮＯ」とは言わないと思っているのかも。

　一回会えば気が済むかな。それで、もう今後は会わないと伝えよう。

　そう思い、返事もせずに再び仕事に戻った。

　そして翌日。

　午後四時を過ぎた頃、九条さんに呼ばれた。

「五十嵐、先日話を聞いた財産相続の件で、クライアントが今から会えると言うから、出かけるぞ」

　たしか、遺言書のない財産相続だった。戸籍謄本や印鑑証明などを取り寄せるようにお願いしてあったんだけど、そろったのかな。

　残業は珍しくはないし、こうしてクライアントの都合に合わせるのも日常茶飯事。だけど今日は彰人との約束がある。

　クライアントの家までは、多分車で三十分はかかる。往復で一時間。話を一時間したとして、ギリギリか……。

「どうした？」

「なんでもありません」

　あれこれ考えていたら、返事をするのを忘れていた。

「用があるならいいぞ」

　察しのいい彼はそう言うけれど、首を振る。

　彰人は何時になってもいいと言っていたし、そもそも私が会いたいわけじゃない。

「いえ。すぐに準備してきます」

　私はデスクに戻って必要になりそうな書類一式をバッグに詰めたあと、九条さんにもらった万年筆を手帳に挟んでから事務所をあとにした。




　九条さんが運転する車は、混雑した道を車線変更しながらすいすい進んでいく。

「本当によかったのか？　残業だから無理しなくていいぞ」

「いえ、平気です。あっ、万年筆、すごく書きやすくて。本当にありがとうございました」

『別れて正解だな』と言われた彰人に会うなんてとても言い出せず、話を逸らした。

「気に入ってくれたならよかった。でも、さっきの書類、最初から間違ってたぞ？」

「すみません！　やり直します」

　しっかりしなくちゃ。今日一日、彰人のことが気になって集中力を欠いていたかもしれない。

「心ここにあらずか？」

「とんでもないです。仕事は目いっぱい頑張ります」

　まさにその通りの指摘をされたので焦って即答する。九条さんの洞察力を見くびっていた。

　ダメだ。集中、集中。

　自分に釘を刺し、気持ちを引き締めた。

　クライアントとの話はさほど時間がかからなかった。それも、九条さんの説明がわかりやすいからだ。弁護士だからといって横柄な態度を取ることはもちろんないし、法律を知らない人にもわかるように、例を挙げて丁寧に話すので質問も少ない。

　私もこうしたクライアントとの面談でたくさんの知識を仕入れた。法律に関する書籍は専門用語だらけで読むのも大変なので、知識を増やすのに実務経験がとても役に立つ。




「お疲れさまでした」

　再び車に乗り込みそう言うと、彼はエンジンをかける。

　腕時計にチラリと目をやり、まだ五時二十分だと確認してホッとする。なんとか間に合いそうだ。

「お疲れ。明日、預かった書類の整理をしてくれ」

「わかりました」

「急いでいるなら、その場所まで乗せていくぞ？」

　親切はありがたいけど、彰人との待ち合わせ場所は事務所のあるLa mer TOKYO。

「事務所で大丈夫です」

「そう」

　ハンドルを握りまっすぐ前を見据える彼は、あっさりとした返事をよこした。

　あまり勘ぐられたくないので無関心はありがたい。

　帰りはラッシュの時間にかかり、なかなか車が進まない。何度も腕時計を気にしていると気づかれてしまった。

「約束は何時？　遅れそうなんだろ？」

「……約束なんて、ないです」

　なんと答えようかと迷って一瞬妙な間が空いたものの、それ以上追及されることはなかった。

　それにしても、約束に遅れそうだと焦っていることを見破るなんて、やっぱり洞察力が半端ない。

　結局、六時二十分にビルの駐車場にたどり着き、一旦事務所に戻るという九条さんに帰りの挨拶をして二階のカフェに向かった。

　二十分遅れか。待ってるかな。

　付き合っているときはどちらかというと彰人のほうが遅れてくることが多く、私は『ごめん』のひと言でそれを許していた。今考えると、なんて寛容だったんだろう。それも彼のことが好きだったからなんだけど。

　プレジールに足を踏み入れてキョロキョロ辺りを見回すと、窓際の四人掛けのテーブル席にひとりで座っている彰人を見つけた。

「待ってたんだ……」

　つかつかと歩み寄ると、すぐに気づいた。

「おぉ、来ないかと思ったよ」

「ごめん。急な仕事が入って。コーヒー頼んでくる」

　彼がコーヒーを飲んでいるのを見て、私も注文に向かった。ここはレジカウンターで頼んでおいて持ってきてもらうシステムだ。

　注文を済ませて戻り、向かいに座る。

「この前はびっくりしたな。まさか美咲に会えるなんて」

『会えるなんて』って……。別に会いたかったわけじゃないでしょ？

「偶然だったね。仕事中だったんでしょ？」

「そう。取引先に書類を郵送しに」

　どうやら真面目に働いているみたいで胸を撫で下ろす。

「美咲、ずいぶん忙しそうだね」

「そうね。覚えることがたくさんあって大変かな」

　そういえば、付き合っていた頃は仕事の話なんてほとんどしなかった。守秘義務があるのでうかつなことは言えず、積極的に話さなかったというのもあるけど。

「彰人は？　今はなんの仕事に関わってるの？」

「今は、産業機械事業部ってとこで精密機械の輸入に関わってる。大きな仕事でやりがいもある」

「すごいね」

　精密機械と言われても、どんなものなのかピンとこない。だけど、彼が楽しく働いているならそれでいい。

　あとは、なにを話せばいいの？

　そんなことを考えているとコーヒーが運ばれてきたので、口をつけた。

「俺、美咲と別れてすごく寂しくて……」

　すると彰人は私をじっと見つめ、ボソリと漏らす。

　そんなことを今さら言われても困るでしょ。

「あんなに優しくしてくれたのに。すごくいい女を逃したなって」

　そう思ってくれているのなら、少しは報われる。

　本当は返してもらっていないお金のことを切り出すべきかもしれない。だけど、もしも今、真面目に働いていてあの頃のことを反省しているのなら、もういいかな。

　九条さんの言う通り、貸したことを証明できるものはなにひとつないし。

　でも、どうしてだろう。褒められているのに、胸がざわつく。

「そう、ありがとう。それで、話がなければ私はもう……」

　彰人が元気なことがわかったし、よりを戻すつもりはないのだから、これ以上話すことはない。

　コーヒーを半分残したまま立ち上がろうとすると、「待って」と腕をつかまれた。

「なに？」

「頼む。金を貸してくれないか？」

　そう言われた瞬間、頭が真っ白になる。さっきから感じていた胸騒ぎは、これだったんだ。

「なに言ってるの？　彰人、一流商社で働いているんだから、お給料もたくさんもらってるでしょう？」

　三谷商事は日本最大手の商社で、給料もかなりいいとの噂だ。

「そう、なんだけど……」

『なんだけど』の続きはなに？

「それに、私が前に貸したお金をまだ――」

「美咲に何度も借りて返せてないことは反省してるし、これを機に返済していければと思ってる。でも今は切羽詰まってて……」

　彼は口ごもり、険しい表情でうつむく。

「切羽詰まってって……。もしかして借金取りに追われてるなんてことはないよね？」

　自己破産の審尋に関わったばかりなので、イヤな予感がする。

　付き合っていた頃は、私には借金があったが他にはなかったはずだけど。

「借りて、しまった……」

　それを聞いた瞬間、天井を見上げて大きくため息をついた。

　少しも反省してなかったんだ。

「なんのために？　留学してないじゃない」

　最後の借金の申し入れは留学費用にあてるためだった。だけど彼はここにいる。

「それは……。金が足りなくて、もう少し働いてからにしようと……」

　彰人の目がキョロキョロと動く。

　嘘ばっかり。オーストラリアの大学に行くなんて言っていたけど、英語を勉強しているところを見たことがないし、授業を英語で受けられるほどの力はないと思う。

「そう思って働いていて、どうして借金ができるの？」

　つい声が大きくなる。

「実は妹が国立大学の受験に失敗して、私立に通っているんだ。それで学費が……」

「もう、そういう嘘はいいから。失礼するね」

　ちっとも変わっていなかったと呆れかえり、再び出口を目指そうとすると、今度は追いかけてきて立ちふさがる。

「あぁっ、ごめん。本当のことを言うよ。美咲と別れて寂しくて……。休みの日もひとりがつらくて、ついパチンコに」

　やっぱりギャンブルか。

　彼はずっとギャンブルをしていることを隠していたけれど、部屋で外れ馬券を見たことがあるし、電話をかけたときにパチンコ屋さんのような音がしたこともあった。

　私たちのやり取りを周りの人がちらちら見ている。これ以上目立ちたくなくて、もう少しだけ話を聞こうと、席に戻った。

「ギャンブル依存なんじゃない？」

　九条さんのクライアントでも数人、そんな感じの人がいた。そういう人たちは自己破産を手伝っても、またギャンブルに手を染めることも多いと聞く。

「依存なんてしてない。本当に寂しくて」

「依存してる人は、皆『してない』って言うんだよ？」

　指摘すると、彰人は黙る。

「それで、借金はいくらあるの？」

「二百万」

「は？」

　私と別れて、半年だよ？　半年で二百万も？　頭がくらくらする。

「実は……パチンコ屋で知り合った人に、株を勧められて……」

「株に手を出したの？　知識があったわけじゃないんでしょ？」

　彼はバツの悪そうな顔をしてうなずく。

「最初に買った株が結構もうかって……」

　これはやっぱり依存症だ。勝ったときの喜びが忘れられず、負けても勝てるはずと思い込む。典型的な症状だ。株も同じ。

「ねぇ、病院に行ったほうが……」

「だから、依存症じゃないって」

　彰人は顔をしかめる。

　どうしたらいい？

　私はしばらく黙って考えていた。

　一時は好きだった人がこのまま転がり落ちていくのを見たくない。

「私が、お金を貸したら……。といっても二百万は到底無理だけど」

「貸してくれるのか！」

　目を大きく開いた彼は、前のめりになる。

〝貸す〟というより〝あげる〟なんだと思う。この人に貸しても返ってこない。

「その代わり、病院に行くのが条件よ。ギャンブル依存症を治療すると約束して」

「おぉ、約束する。それでいくら貸してくれる？」

　今まで依存症であることを否定していたくせに、貸すと言ったら態度が豹ひょう変へんした。

　この人、本当にまずいかも。借金のことで頭がいっぱいなのに、原因であるギャンブルをやめられないんだ。

「そうね……」

　いくらなら大丈夫だろう。

　仕事ばかりでどこに遊びに行くわけでもないので、貯金はそれなりにある。だけど、いくら渡せば、彼は立ち直れるの？

　そんなことをあれこれ考えていると、突然隣の席に誰かが座ったので驚いて視線を向けた。すると九条さんだった。

「どうしたんですか？」

　驚きょう愕がくの声を上げたものの、彼は彰人を見つめたまま反応しない。

「弁護士の九条と申します。初めまして」

　九条さんは手慣れた様子で名刺を差し出している。

「弁護士……。美咲のところの？」

「はい。彼女は私の秘書です」

　いつものクールな表情を崩さない九条さんは、淡々と話す。

　どうしてここにいるの？

「すみません。そこでコーヒーを飲んでいましたら、お話が耳に入ってしまいまして。彼女は事務ですのでそれほど給料が高いわけではありません。他ひ人とにお金を貸せるほどでは」

　うわ、聞かれてたんだ。九条さんがいたなんて全然気づかなかった。事務所に戻ると言っていたのに。

「でも、貸してくれると……」

　彰人は必死の形相で食い下がってくる。

「はい。彼女はお人好しですからね。それをあなたもご存じでつけ込んでいる」

　ズバッと指摘され、胸が痛い。私もつけ込まれていることがわかっているからだ。

　黙り込んだ彰人は、唇を噛みしめている。

「彼女が貯金をはたいてあなたに貸そうとしている意味、おわかりですか？」

「意味？」

「はい。あなたに立ち直ってほしいと心から願っているんですよ。このお人好し」

『このお人好し』って、叱られている気分だ。

　彰人は顔をしかめ、なにも反論してこない。

「それで、五十嵐の気持ちもくんで、代わりに私がお貸ししましょう。とりあえず百万ほどでよろしいですか？　利子は法で定められた最高額をいただきます。返済は三カ月でお願いします」

　なに言ってるの？　九条さんが貸す必要なんてどこにもないでしょ？

「あのっ……」

　口を挟もうとすると、九条さんに腕をトンと叩かれ止められた。

「三カ月なんて無理だ……」

　すると、ぼそぼそつぶやく彰人は眉間にしわを寄せる。

「百万って大金ですよね。でもあなた、それに近い額を五十嵐から借りてませんか？」

　そっか。九条さんはお金の価値に気づかせようとしているんだ。

「それは……」

　彰人の顔が青ざめてくる。

「五十嵐。白紙持ってるよな？」

「えっ？　はい」

　突然の申し出に首を傾げながら、バッグの中から白い紙を取り出しテーブルに置く。

「借用書に書くべきことを教えて差し上げて」

　私が唖然としていると、彼は彰人の前のコーヒーカップをずらし、紙を目の前に差し出した。

「書くものが必要ですね」

　九条さんがそうつぶやくので、プレゼントされた万年筆を取り出しテーブルに置こうとしたのに、止められる。

「それ、もらったんだろ？　それをプレゼントした人は、こんなことには使ってほしくないはずだ」

　彼の言葉が心に染みる。その通り。この万年筆をもらったとき、あんなにうれしかったのに、こんな悲しいことに使いたくない。

「はい」

　私が引くと、代わりに彼が自分の万年筆をテーブルに置いた。

「借用書には二種類ありますが、私もあなたもここにいますので、せっかくですから〝金銭消費貸借契約書〟にしましょう」

〝金銭消費貸借契約書〟というのは、借主のみが署名して貸主が保管する〝借用書〟とは異なり、借主と貸主の双方が署名し、一通ずつ保管するもののこと。双方が納得する形で作成される。

「五十嵐、なにを書くべきかお伝えして」

「……はい。双方の氏名と住所、そして印。書類の作成日。契約日と借入した金額。貸付条件。返済する期日と方法。そして利息。あとは、返済が遅れた場合の賠償金について」

「よく覚えてるな。ただ、期限の利益の喪失が足りない」

　そうだった。

「なんですか、それ？」

　彰人が小声で尋ねてくる。

「期限の利益というのは、返済期限までは返さなくていいというあなたにとって有利な権利のことです。ただし、返済日を守らないとか、自己破産をしたなどの場合はその利益を失うということを明示したものになります」

　例えば分割して毎月決められた日に返済していても、ある月の返済日に一日でも遅れると、すぐに全額返済を要求されても文句は言えなくなる。

「はー、ややこしい」

　彰人はため息をついているが、九条さんの視線は鋭い。

「お金の貸し借りは、通常このような細かな取り決めをして初めて成立するものです。気軽に借りていいものではない」

　ピシャリと言い放った九条さんから怒りを感じる。

「元本百万の場合、利息制限法で利息の最高限は年一割五分と決められていますので、それでお願いしますね」

　九条さんは淡々と進めるけれど、彰人は完全に固まった。

「返済できません」

　そして彰人の小さな声を拾ったのは、九条さんだ。

「五十嵐に借りたとき、返済する目処はありましたか？」

　追及すると、彰人は黙り込む。

「なかったのではありませんか？　五十嵐がそれでもなにも言ってこないとわかって、返す前にまた借りてを繰り返していらっしゃいましたよね」

「おっしゃる、通りです」

　彰人が認めると、九条さんは視線を尖らせる。

「それを詐欺と言います」

「九条さん」

　そこまで言わなくてもと、思わず声が出たけれど、法律的にはたしかに詐欺に当たる。返すつもりだったのに返せなくなった場合は詐欺ではないが、返すつもりがないのに借りた場合は詐欺になる。ただ、それを証明することは難しい。

　しかも借用書も存在しないので、彰人を罪に問うことはできないと承知の上で、九条さんは厳しい言葉を並べているんだ。

「詐欺……」

「そうです。犯罪です。ご自分がなさったことを一度よく考えてください。五十嵐。金銭消費貸借契約書の見本を持っているんじゃないか？」

「あっ、持ってます」

　そういえばバッグの中のファイルにある。

　それを取り出すと、九条さんが再び口を開いた。

「それでも借りるとおっしゃるなら、この見本を参考に書類を作成してからご連絡ください。すぐに用立てます。それでは、本日は失礼します。行くぞ」

　九条さんは私を促し席を立つ。

　私はうしろ髪を引かれながら、プレジールをあとにした。




「お人好しにもほどがある」

　エレベーターホールでボタンを押した彼は、私に背を向けたままつぶやく。

　まったくその通りで、返す言葉もない。

　付き合っていた頃も、彰人に返済の意思がないことには薄々気づいていたし、もうあきらめていた。

　今日も、まさかさらに借金を申し込まれるとは思っていなかったし、別れているのに図々しいとも感じた。それでも、彼が更生するのならと思ってしまった。

「すみません」

　こんなふうに九条さんにまで迷惑をかけて申し訳ない。

「危なっかしいんだよ、お前」

「おっしゃる通りです」

　彼の言葉がグサグサ胸に突き刺さる。

　そのとき、エレベーターのドアが開き、彼が先に乗り込んだ。レストランに行ったときは完全にレディファーストだったけど、やっぱり仕事中は違う。……と思ったら、ドアを押さえて待っていてくれる。

「早く乗れ」

「はい」

　エレベーターが高速で動きだしたものの、下に向かってる？　事務所に戻るんじゃないの？

　呆ぼう然ぜんとしていると、地下三階の駐車場に到着。九条さんは私の背中をそっと押し、エレベーターを降りる。

「もう定時は過ぎている。帰るぞ」

「はい」

　車で送ってくれるということかな。

　素直についていき、助手席に乗り込んだ。

「お説教が必要だな」

「……はい」

「飯行くぞ」

「ご飯？」

　家に着くまで延々と叱られるんだろうなと思いきや、腰を据えて本格的に？

　いや、それくらい反省すべきことをした。

　だって、私の代わりに彰人にお金を貸すとまで申し出てくれたんだし。思いきり巻き込んでしまった。

　彼はそのまま車を走らせ、事務所から十五分ほどのところにある、『フルジェンテ』という高級イタリアンレストランに連れていってくれた。

　一歩足を踏み入れると豪華なシャンデリアが目に入る。しかし、とても落ち着いた雰囲気のお店だった。

「今日はアルコールはなしだ。コースでいいよな」

「はい」

　平日だからかそれほど客はいない。

　席に案内されてコース料理を注文したあと、彼は私をまっすぐに見つめる。

「この、バカが」

「すみません」

　改めて指摘されるとへこむ。

　大きなため息をついた九条さんは、ひと口水を喉に送った。

「まあ、お前の気持ちはわからないではない」

「えっ？」

「どうせ、アイツを放っておけなかったんだろうけど、要求に応えるだけが優しさか？　五十嵐はこれを最後に立ち直ってほしいと思ってるんだろうけど、その気持ち、本当に伝わっているのか？」

　図星すぎてうなだれる。

　彰人がこれで心を入れ替えてくれれば……と思い、お金を貸そうとしたけれど、今まで何度も同じようなことがあったのにもかかわらず繰り返しているのだから、難しいと本当はわかっていた。だけど、病院に行って専門の先生の治療を受ければ、ギャンブル依存症を克服できるのでは？と一いち縷るの望みにかけた。

「五十嵐が思っている通り、彼はギャンブル依存症だろう。今まで出会ってきたクライアントとそっくりだ。これは病気だ。本人が治す気がなければどうにもならない。お前が安易に金を貸しても、またギャンブルに使うだけ」

　私はなにも言えなかった。

　自己破産などの事件に関わるようになり、依存症のことも調べたことがある。簡単に治療できるものではないことも、本人の強い気持ちが必要なこともわかっていたはずなのに。

「好き、だったんだな」

　九条さんに指摘され、視界がにじんでくる。

　そうだったのかもしれない。彰人は私にとって初めて付き合った彼で、いつか結婚できたらなんて淡い期待も抱いていた。お金の無心をされるようになり、嘘をつかれていることにも気づいていたのにすぐに別れられなかったのは、お金にだらしないこと以外では優しくていつも私を励まし続けてくれた彰人を本気で好きだったから。

「わかりません。もちろん、最初は好きでした。彼と結婚できたらなんて思っていました。でも別れる間近の頃は、もう心がズタズタで。平然と嘘をつかれるのがつらくてたまりませんでした」

　別れた頃のことを思い出すと、胸が引き裂かれるような痛みがよみがえる。

「でも、つらいことがあってへこんでいると、すぐに気づいて慰めてくれるような優しい人だったんです。私の心の支えだったことは間違いないんです」

「そう、だったのか……」

　九条さんは困った顔をして、私に視線を送り続ける。

「バカだとわかってます。でも一時は大切に想っていた人ですから、彼にも幸せになってほしい。病院に行く約束さえ取りつければ、更生の道が開けるんじゃないかなんて甘いことを考えていました」

　私の代わりに彰人と向き合ってくれた彼に隠し事をすることなんてできなくて、正直に告白した。

「お前はホントに……」

　スッとハンカチを差し出された。ひと粒だけこぼれた涙に気づかれたんだ。

「バカがつくほどのお人好しだ。危なくて放っておけない」

「すみません」

　ハンカチを借り、目頭を押さえる。

「だけど、そういうお前は嫌いじゃない」

「ん？」

「なんでもない」

　そのとき、前菜が運ばれてきた。

「ここはどの料理も外れがない。それにタラは入っていないから安心しろ」

　彼は重くなった空気を一掃するかのように、明るく振る舞う。

　注文するとき、店員さんにさりげなく聞いてくれていたっけ。

「ありがとうございます」

「あとで好きなだけ泣かせてやる。今は腹ごしらえだ。食わないと元気が出ないぞ」

　九条さんが促すので、ナイフとフォークを手にした。

「いただきます」

「うん」

　いつまでも沈んでいては九条さんに失礼だと、私も気持ちを切り替える。

「わー、このお魚。身がプリプリで味付けもメチャクチャ好み」

　前菜のお皿にのっていた魚のマリネは、バルサミコ酢がいい仕事をしている。

「うまいだろ？」

　九条さんは優しい眼差しで私を見つめる。

「はい。とっても」

　彼が叱ってくれたおかげで、元気が出てきた。自分でもダメだと反省するようなことをやったあとは、叱り飛ばしてもらったほうが気持ちが楽になる。

　それからコース料理をすっかり食べ終えるまで、笑顔でいられた。

　九条さんは『お説教』なんて言ったけど、話を聞いてくれただけだった。あのまま家に帰り、ひとりで悶々とするよりずっとよかった。

　もしかしたら、私がそうなるとわかっていて誘ってくれたのかな？

　再び車に乗り込み、今度こそ私のマンションへ向かう。

「度々ご迷惑をおかけしてすみません」

「本当だな。できの悪い秘書を持つと大変だ」

「えー、頑張ってるのに……」

　いつものようにダメ出しを食らい、反射的に反論する。

　するとハンドルを操る彼はふっと笑みをこぼした。

「五十嵐はそうじゃないと。しょげてるなんてらしくない」

「私だってたまにはへこたれますよ」

「ま、なんでも相談に乗ってやる。ただし、仕事はきっちりしろよ。明日提出の書類、朝一で追加出すから」

「えぇっ、追加!?」

　と言いつつも、自然と笑顔になる。いつもの自分が戻ってきた。




　二十分ほどでマンションに到着したので車を降りると、彼も降りてくる。

「ありがとうござました」

「うん。これからどう動くかわからない。ただ、なにがあっても俺がいる。最後の砦とりでになってやる」

「九条さん……」

『最後の砦』という言葉がどれだけうれしかったか。彰人のことは、ひとりで抱えるには重すぎる。巻き込んで申し訳ないけれど、助けてもらおう。

「まだ泣きたいか？」

「いえ。もう平気です」

　結局、ひと粒涙がこぼれただけで済んだ。それはきっと、九条さんが一緒にいてくれたから。

「そうか。泣きたくなったら電話してこい」

　それは慰めてくれるということ？

　仕事で散々私を泣かしてきた人のセリフとは思えないけど、ありがたい。

「それじゃあ、明日の書類ができなくて泣きそうです」

「聞こえないな」

　彼はそう言いながらも口角が上がっている。

「大丈夫だ。俺の知っている五十嵐美咲は、髪振り乱してでもきっちり仕事を仕上げるヤツだからな。それじゃ」

　それを聞き、ポカーンとする。たしかに失敗は数えきれないほどあるけれど、期限に間に合わなかったことはない。

　そんなふうに評価してくれているの？　『髪振り乱してでも』は余計だけど。

　彼は運転席に座ったあと、助手席の窓を開けた。

「ありがとうございました。おやすみなさい」

　もう一度声をかけると、九条さんはなぜか私のことを瞬まばたきもせず見つめる。

「心配するな。五十嵐はまた恋ができる。近いうちにな」

　ドキッとするような温かい言葉と共に向けられたのは、いつものイジワルな顔とは違い、とろけそうなほどの優しい微笑み。

「えっ？」

　彼は私の反応を気にすることなく走り去った。

『近いうち』って……。どうしてそんなことが断言できるの？

　首を傾げつつ部屋に入り、九条さんにもらった万年筆を取り出して眺める。

「これからの未来、かもね」

　彼がこれを彰人に貸すのを止めたのは、あんなに残念な書類を書かせたくなかったというのもあるけれど、これから先ずっと使っていくだろうこの万年筆に、彰人の面影はいらないということだったんじゃないだろうか。

　もう未来だけを見て進めと言われたような。って、考えすぎかな。

「まさか、か」

　私ったら、九条さんのことをあんなに鬼だと思っていたのに、ここ数日ですっかりいい人に昇格している。

　彼のおかげで心が軽くなったこともたしかだし。

　彰人はどうするんだろう。もしかしたらあれだけ言われていても、書類を持って現れるかもしれない。この先借金地獄だとわかっていても。

　それが依存症の怖さ。自分で制御できれば、借金してまで株なんて買わないはずだ。

「目を覚まして……」

　私には彰人の出方を待つことしかできない。彼はギャンブル癖に気づいているのに、止められないんだろう。

　不安でいっぱいだったものの、九条さんに『最後の砦』になると言われたので、落ち着いていられた。

「とにかく頑張ろ」

　明日も仕事がオンされるようだし、彰人の気持ちがどう動くかを考えていたって仕方がない。私は私にできることをするしかない。

　九条さんに返し忘れたハンカチを握りしめながら、気合を入れた。










未来への一歩




「五十嵐、今日中にこれだけそろえておいて」

「ちょっ……。さすがに多すぎでは……」

　翌日、朝一番で九条さんに呼ばれて部屋に行くと、メモを渡された。そこにはそろえるべき書類がびっしり書き込まれている。

「それと、これとこれは書類を作って裁判所に直接提出な」

「は？　今日ですか？」

「もちろん。今日は書類作成で一日事務所から出ないから大丈夫だ」

　つまり、連れ回したりしないってことか……。

「はぁ……。頑張ります」

　九条さんはそもそも絶対にできない量は振ってこないと信じて、デスクに戻った。

「えーっと、まずは戸籍と住民票。あとは固定資産評価証明書の申請もして……」

　九条さんに書類を締め切り別に分けるように指示されてから、仕事の優先順位を考えるようになった。裁判所に提出する書類はいくつもあり、そのうちの一枚でも忘れるともう一度行く羽目になる。そうした二度手間を防ぐためにも見通しを立てるのは大切だと知った。




「五十嵐さん、頑張ってるね」

　しばらくして声をかけてきた松下さんは、テキパキ仕事を済ませて余裕の笑みを浮かべている。一方私は、九条さんが指摘した通り、まさに髪を振り乱している状態だ。

　それでも、ひとまず午前中に作成する予定だった書類はなんとか完成した。

「松下さんみたいに素早く仕事をこなせなくて……」

「うーん。そもそも九条さんが抱えている事件の数が多いのよ。彼、依頼されたら基本断らないでしょう？　他の先生は仕事を選んでるよ」

　たしかに九条さんは、民事、家事の分野ならどんな事件でも引き受ける。そのため、サポートする私も、どの分野も理解できるよう幅広い勉強を要求されている。

「少しは量を考えればいいのに……」

　あまりの忙しさに目が回り、つい本音が出た。

「そうね。九条さんも残業の嵐だもんね。でも、彼なりに信念があるんじゃない？　聞いてみたら？」

「信念、ですか……」

　そんなことを考えたことはない。

「あっ、裁判所に行かなくちゃ」

　ハッと我に返ると、松下さんがクスッと笑う。

「いってらっしゃい」

「いってきます！」

　そろえた書類をすべてバッグに入れ、事務所を飛び出した。

　書類の提出先の東京地裁は、事務所から電車で二十分。さほど遠くはない。だけど、書類によって提出する窓口が異なるので、裁判所内を走り回ることになる。

「えっと、まずは十四階に行って、それから六階と五階……」

　窓口の場所をメモしてある手帳片手に右往左往。なんとか十二時までにすべての申請が終わり、地裁をあとにした。

　そのとき、スマホが震えているのに気づきバッグから取り出すと、九条さんからのメールだった。

【終わったか？　六階の『旬しゅん菜さい和わ膳ぜん』に弁当を頼んでおいた。帰りに買ってこい】

　なんなのよ。雑用も仕事のうちだけど、ランチのお世話まで？

　La mer TOKYOにある和食レストラン旬菜和膳の松しょう花か堂どう弁当は人気が高く、事務所の人たちも時々買ってきてランチにしている。

「私の分も頼んでくれてる？」

　あるよねぇ、そりゃあ。

　期待半分、だけどあの鬼のことだし……と思いながら店に立ち寄ると、ふたつ用意されていた。

　ふたつで四千円。ちょっぴり贅ぜい沢たくなランチだけれど、コンビニで済ませることも多いのでたまにはいいかも。

　いや待てよ？　ふたつあるにはあるけど、そもそもこのお弁当は私の分なの？

「ただいま戻りました」

「おかえり」

　事務所はすっかりランチタイム。外に食べに行っている人もいるし、忙しい人はおにぎりを頬張っている。

　私はすぐにお茶を淹れ、九条さんの部屋に向かった。

「お弁当をお持ちしました」

「サンキュ。お前も食え」

　やっぱり私の分だったんだ。ちょっとうれしい。

　彼は財布から千円札を四枚差し出した。

「あっ、私の分は自分で……」

「俺が勝手に頼んだからかまわない」

　二千円だけ取ろうとしたけれど、握らされる。

「でも、ごちそうになってばかりですから」

「その分働けばいい」

　今、恐ろしいことを言われたような。

「あはは」

　曖昧にごまかして「それでは遠慮なく」とひとつお弁当を持ち出そうとすると、「ここで食え」と止められた。

「は、はい」

　仕事の話があるのかな。いつもは自分のデスクで他の事務員と食べるけど、たまにこういうこともある。

「それじゃ、お茶持ってきます」

　自分のお茶をデスクに置いてきたので一旦出ようとすると「メモ帳持ってこいよ」と指示された。

　言われた通りメモ帳と万年筆持参で戻ると、デスクの上に書類が並んでいる。

「食いながら話す」

　やっぱり仕事の話だ。彼も忙しいので時間が取れないんだろう。

　お弁当のふたを開けると、見た目も美しい松花堂弁当が空腹を加速させる。

「今日頼んである戸籍や住民票は、相続人調査に使用する。相関図を作らないといけないんだけど、やってみる？」

「はいっ！」

　この仕事はやったことがない。

　一度経験するとその後も任せられるので、仕事が増えることはわかっている。でも、ひとつできることが増えると思えば、ムクムクとやる気が湧いてくる。

「難しくはない。まずは亡くなった人の戸籍謄本や住民票を元に、被相続人の名前、出生と死亡の年月日――」

　それから細かく書き方を教えてくれたので、お弁当は横に置いてメモを取りながら聞き入っていた。

「作業は難しくないけど、相続人が多いと面倒な作業だな」

　もしかして、それで私にやらせようと？　この松花堂弁当で買収された？

　仕事なんだからやれと言われればやるけど……。新しいスキルが身につくことを喜んでいる私の性格を知っている九条さんに、うまく乗せられた気分だ。

　だって、スキルというほど難解なことはなかったもの。

「食っていいぞ」

「いただきます」

　早速お弁当に手をつけると、彼も食べ始めた。

「おいしーい。この煮物、ちょっと甘めで私の好みです」

「お前はいつもうまそうに食うな」

「食いしん坊なので、すみません」

　仕事が忙しいとランチはつかの間の休息になる。しかも、この豪華なお弁当ならテンションも上がる。

「いや。いいんじゃないか？　俺たちもクライアントの笑顔を見るために仕事をしている。多分これを作った料理人も同じ」

　不意にそんなことを言われ、箸が止まる。

　そっか。この相関図も必要な人がいて、その人が笑顔になるためのアイテムのひとつなんだ。

　裁判当日のみならず、その訴訟に勝つために念入りな調査をして莫大な書類を用意するのが弁護士の仕事。彼はその調査が丁寧で、すぐに事務所を飛び出していくわけだけど、それもこれもクライアントの笑顔のため。

　そしてそれを手伝う私も、その一端を担えているのかな。

　面倒なことを押し付けて！なんて思っていたけれど、素敵なことじゃない。

　って、手のひらで転がされている気がしなくもないけど。

「それじゃあ、遠慮なくパクパクいきます」

「おぉ」

　彼はクスッと笑みをこぼす。仕事中に笑う姿は貴重だ。

「そういえば、五十嵐が出ている間に電話が入って、離婚調停を引き受けたから」

「え……。スケジュール、パツパツなのに!?」

　もうすでに、これ以上は無理というところまで押し込んでいることを知ってるでしょ？

「それを調整するのも、お前の仕事。よろしくな」

　もう、ため息しか出ない。

「九条さん、仕事を受けすぎじゃないですか？　他の先生は厳選されているみたいですけど」

　午前中に松下さんと話していたことを口にすると、彼はお茶をごくりと飲んでから口を開く。

「十万の訴訟でも一千万の訴訟でも、困っている人がいる。傍はたから見ればそこまで悩まなくてもと思うようなことでも、それぞれに事情があるんだ」

　その通りだったので、うなずいた。過去には、十万円の詐欺にあい『もう生きていけない』と途方にくれていたおばあさんもいた。

「だから、俺たち弁護士が仕事を選ぶべきじゃない。困っている人がいるのなら、なんとかしたい」

　それが九条さんの信念なんだ。熱い想いを知り、共感した。

「そうですよね。できるなら、どの人も助けてあげたい」

「だな。だからスケジュールなんとかしろ。あ、相関図は明日までな」

「えっ、明日？」

　どうしたって顔が険しくなる。

　今朝、仕事をたっぷり追加したくせに。やっぱり鬼だわ、この人。

　そう思いながらも、おいしいお弁当を食べて大満足。

　再びデスクに戻ってまずはスケジュールの調整を始めた。すると向かいの席の松下さんが口を開く。

「九条さん、また仕事を受けたらしいね。迫田先生が働きすぎだって心配してたわよ。断るように説得するのも事務の仕事かも」

　九条さんが倒れては、すべての案件がストップしてしまう。もうすでに期日が決まっている事件も多数あって彼がいないと困るのに。

「そうですよね……」

　と言いつつ、『困っている人がいるのなら、なんとかしたい』と聞いたばかりなので、休むように勧めることもできない。どうしたものか。

「とにかく、もう受けた仕事はなんとかしないといけないので、私も頑張ります」

　相関図を任せられたように、彼じゃなくてもできる仕事を少しでも引き受けて、乗り越えるしかない。

「さすがね。そのガッツ、私も見習わないと」

「迫田先生は刑事事件をひとつ受けられたとか」

「うん。傷害事件をね。本当は九条さんに手伝ってもらいたいみたいだけど、難しそうね」

　スケジュール的にも難しいけど、そういえばどうして民事や家事は内容を選ばず引き受けるのに、重大な刑事事件だけは受けないんだろう。

　迫田先生からの手伝いのオファーは以前にもあったけど、断った記憶がある。

「そうですね……。もう入りません」

　私は曖昧にごまかしておいた。これも機会があれば聞いてみよう。




　その日は午後六時頃になって、ようやく書類が片付いた。

　明日のスケジュールは……朝は郵便局に行って、銀行で通帳記入して……。

　頭の中で予行練習していると、九条さんがやってきた。

「五十嵐、この書類追加。明日の十二時までな」

「えっ、また追加ですか？」

「明日でいいって言ってるだろ。あれ、できないのか？」

　彼はイジワルな笑みを浮かべて私を煽ってくる。

「できます。もちろんやります」

　ムキになって返答すると、彼は涼しい顔をして部屋に戻っていった。

　あぁ、うまく操られているわ、私。

「あはは。九条さん、相変わらず厳しいね。見ている分にはいい男だし、仕事はできるしで、秘書の五十嵐さんがうらやましいけど」

　松下さんがそんなことを言い出すので、思いきり首を振る。

　あの人の冷たさを、いつも見てるでしょう？

「あれだけ絞られたらそうなるか。彼女にもあんな態度なのかなぁ。実はすごく優しかったりしてね」

　松下さんがニヤニヤ笑いながら話しているのを聞き、ふと万年筆に視線がいった。

　仕事を離れるととびきり優しい。九条さんの彼女は幸せだろうなと思ったほど。

　どっちが本当の顔なんだろう。

「それじゃあ、そろそろ私は帰るね」

「お疲れさまでした」

　松下さんはあっさり帰っていった。

　一方私は……。九条さんがまだ働いているので帰りにくい。

「今日やっちゃうか」

　私は頼まれたばかりの書類を手にした。

　すると、お客さまがやってきた。

「九条先生はいらっしゃいますか？」

　受付からそんな声が聞こえてきたので、席を立ちすぐさま向かう。

　アポイントは入っていないけど、誰だろう。二十代半ばくらいの男性だったが、会ったことはない。

「こんばんは。どのようなご用件でしょう？」

「九条先生に、以前父がお世話になった国くに枝えだと申します。その節のお礼をと思いまして」

「国枝さまですね」

　なんの事件だろう。私は復唱しながら、頭の中でそんな名前のクライアントがいただろうか？と必死に考えていた。だけど思い浮かばない。

「アポイントはお取りでしょうか？」

「いえ。お礼に来ただけですので特には……」

「九条が事務所にいるかどうかも含め、確認してまいります。少々お待ちください」

　九条さんがまだ残っていることは重々承知している。しかし、数々の訴訟を抱える弁護士は相手方の被告人から恨みを買うことも多く、思いつめた被告人が押しかけてくるなんてこともあるので、彼に確認をしてから所在を告げるべきだと考えた。

　私はすぐに九条さんの部屋に行き、国枝さまのことを伝えた。

「あぁ、その人なら多分、大丈夫だ。今行く」

　彼はジャケットを羽織る。

「すぐに在所していると伝えなかったのは、なかなかいい判断だ」

　よし！　心の中でガッツポーズ。仕事中に褒められることはあまりないので、かなりうれしい。

「だけど、一番は自分の身の安全だ。万が一危険を察したらすぐに逃げろ。俺に押し付ければいい」

「そんなことはできません」

　思いがけない発言に驚き、首を振る。

「ダメだ。これは命令だ」

　彼は私の肩をポンと叩き、部屋を出ていった。

「命令……」

　九条さんの事務をしているのだから、彼の指示はいつだって最優先。でも『命令』なんて強い言い方をされたのは初めてだった。

　それもきっと、私のことを心配してくれているんだろう。

　そんなことを考えながら、私もあとを追った。

　どうやら想像通りの国枝さまだったらしく、にこやかに挨拶を交わしている。

「よろしければこちらへ。五十嵐、お茶を」

「かしこまりました」

　応接室に案内する九条さんと別れ、急いで日本茶を用意して持っていくと、和やかに会話が弾んでいた。

　私はお茶を出し、九条さんの斜めうしろに立った。

「それではお父さまの治療は無事に終了されたんですね」

「はい。一旦は退院しましたが再び元に戻ってしまい……。もう一度、一からやり直しで長くかかりましたし、病院の先生方にもご迷惑をおかけしました」

　お父さまは病気だったのかな？

「頑張られたんですね。ご家族の皆さんも」

「正直、子供の頃から父の酒癖の悪さには悩まされてきましたので、何度縁を切りたいと思ったことか。でも、九条さんが『病気だから治療しましょう』と病院を紹介してくださって、視界が開けたと言いますか」

『酒癖』ということは、アルコール依存症だったのかもしれない。それでなにかトラブルを起こして、九条さんが担当したんだ。

「よかったです。根気よく付き合われたご家族には頭が下がる思いです」

　九条さんは一礼する。

「とんでもないです。ずっと、父のことを恨んでいました。ですけど、病気だと知って助けたいと思うようになりました。父は今、趣味の畑仕事にいそしんでいて、とても健康的な生活を手に入れました。ありがとうございました」

　国枝さんはうれしそうに微笑み、九条さんに何度もお礼を言って帰っていった。

　九条さんと一緒に玄関までお見送りをしたあと、応接室のお茶を下げに向かった。すると彼もやってくる。

「これ、お菓子をいただいたんだ。事務の人たちで休憩のときに食べて」

「ありがとうございます」

　差し出された紙袋を受け取りながら口を開く。

「アルコール依存だったんですか？」

「そう。五十嵐がまだ俺の下に付く前の話だけど……。国枝さんのお父さんが泥酔して隣人と口論になり、その人が大切にしていた庭の盆栽を全部ひっくり返したんだ。そうしたら、そのうちのひとつが隣人の足に当たって、ケガをした」

「そんなことが……」

　お酒はたしなむ程度がいい。なんて、酔っぱらって記憶をなくした私が言うのもなんだけど。

「昔から酒を飲むと気性が荒くなって、国枝さんも何度も殴られていたらしい。だけど就職して家を出るまで我慢して……。それからしばらく関わりはなかったようなんだけど、その事件が起こって連絡がいったんだ」

「国枝さんもおつらい立場だったんですね」

　自分も殴られていたのなら、もう会いたくなかっただろうに。

「だけどやっぱり父親だからと手を差し伸べた。隣人に頭を下げ、刑事告訴は見送ってもらい和解金を払うことになってそのやり取りを俺が担当したんだけど、お父さんがまたやってしまうんじゃないかと不安がられていて。それで、根本的な治療をしたらどうかと提案して、病院を紹介した」

「そんなことまで？」

　弁護士の義務じゃないのに。

「事件が解決すればいいわけじゃない。クライアントの人生をよい方向に導けなければ意味がない」

　アルコール地獄から抜け出せなければ、同じようなことを繰り返して刑事告訴になる可能性も少なからずあったはず。それに、お父さまがアルコール依存のままでは、国枝さんにも明るい未来はやってこなかっただろう。つきっきりで飲まないように見張っていることなんてできない。

「九条さんに担当してもらえた人たちは、幸せですね」

「どうして？」

　思わず出た言葉に、彼は首を傾げている。

「だって、九条さんが守ってくれるのは、人生丸ごとですから」

　民事や家事事件はその場限りのお付き合いのことが圧倒的に多い。弁護士は普通、事件が解決すればその後のことまで考えない。だけど、九条さんはその人の先の人生まで考えている。

　すごい人だな。厳しくて参ることもしばしばだけど、尊敬の対象だ。

「五十嵐に褒められるとは思ってなかったな」

「そうですか？　あっ、九条さんも私のことを遠慮なく褒めてもいいんですよ？」

「褒めることがあればな」

　彼はイジワルな笑みを浮かべる。

「ありますよね？」

「まあ、一カ月に一回くらいは」

「そんなことないですよ？」

　ムキになって突っかかると、彼は白い歯を見せた。

「それを片付けたら、俺の部屋に来い」

「えっ、まさか仕事増えます？」

「どうかな」

　九条さんは意味深な発言を残して応接室を出ていく。たった今、尊敬できる人だと思ったばかりなのに、イヤな予感しかしない。とはいえ、担当弁護士の指示からは逃れられない。私はお茶を片付け、素直に部屋に向かった。

「なんのお仕事でしょうか？」

　入った瞬間尋ねると、「警戒しすぎ」と鼻で笑っている。

「ですが、呼ばれるときは大体書類の山が待っておりますので」

「まあ、それは否定しない」

　やっぱり。

　仕方なくデスクまで歩み寄ると、名刺を渡された。

「心療内科医？」

「その先生は、ギャンブル依存症の治療で有名だ」

「えっ……」

　まさか、彰人のこと？

「俺の名前を言えば受け入れてもらえるはずだ。ただ、本人に治療する気がなければ難しい。参考までに渡しておく。あれから連絡は？」

「いえ、まだなにも」

「そっか。俺のところにもない。呼び出されたら俺に言え。五十嵐ひとりでは不安だ」

　返す言葉もない。

「ありがとうごさいます」

「帰るか。ついでだから送っていく」

　彼はバッグを持ち立ち上がる。『ついで』と言うけど、私の家と彼の家は方向が違うはず。行ったことはないけれど。

　九条さんが帰るなら私も今日は終わりにして、続きは明日にしよう。

「電車で大丈夫ですよ」

「いいから、乗ってけ。早くしろ」

　なぜか叱られた私は、慌ててデスクに戻ってパソコンの電源を切ったあと、九条さんと共に事務所を出た。




　それから一週間。再び水曜日がやってきた。

　彰人からの連絡はない。どうしているか気になるのは、やっぱり一度は好きになった人だからだろうか。

　だけど仕事が忙しく、彼のことばかり気にしてはいられない。九条さんからもなにも言われないので、借金の申し込みがあったということもなさそうだ。

　しかし、その夜【明日会えないか？】と彰人からメールが入った。




　糸のように細かい秋の雨が降り始めた翌日の午後。

　雨がひどくならないうちに交通事故現場の確認に行くと言い出した九条さんについていく途中で、彰人から会いたいと連絡があったことを相談した。

「今日か……。何時に？」

「六時と言ってます」

　彼は一瞬の間のあと、「なんとかなるか」とつぶやいている。こうして予定外の行動をするので、書類の作成が間に合わなくなる。

「私、ひとりで……」

「心配するな。五十嵐が書類を手伝えばいい」

「え……」

　眉間にしわが寄ったものの、一緒に行ってもらえるのは心強い。

　彰人がどんな答えを出したのかと、私はソワソワしていた。

　六時ギリギリまで九条さんの書類の打ち込みを手伝い、事務所をあとにした。

　エレベーターホールでボタンを押した九条さんは、チラリと私を視界に入れてから口を開く。

「どんな結果が出てもうろたえなくていい。別れたんだから、五十嵐と彼はもう関係ない。お人好しはつらいかもしれないけど、どこかで線引きは必要だぞ」

「……はい」

　クライアントの人生が壮絶すぎて胸が痛いことはしばしばある。だけどそのたびに同情して引きずられていると、他の仕事ができなくなる。

　もちろん、クライアントが被害者の場合、その気持ちに寄り添うことは必要だけど、私生活にまで持ち込んではいけないと最初に九条さんに釘を刺された。

　とはいえ、一度は情を交わした相手なので、不安が残る。

　待ち合わせのプレジールに六時きっかりに足を踏み入れると、以前と同じ席に彰人の姿があった。

「五十嵐、ブレンドのホット」

　九条さんは私に千円札を差し出す。注文してこいということだろう。

　緊張する私に気づいていて、少し時間をくれたのかもしれない。

　彼と別れてレジに向かったものの、ふたりが気になって仕方ない。

　視線を向けると、彰人は立ち上がり挨拶をしていた。

『ギャンブルから足を洗って返済していきます』という言葉が欲しいのに、彰人が九条さんに『貸してください』と頭を下げる姿を想像してしまい、胸が痛い。

　お願い。他ひ人とにお金を借りるという事態の深刻さを理解して。

　祈るような気持ちを抱きながらブレンドコーヒーをふたつ注文して、席に向かった。

　近づいていくと、彰人は小さく頭を下げる。深刻そうな表情を見て、緊張のあまり鼓動が速まる。

「それで、十五パーセントの利子を受け入れるということですね」

　九条さんがそう言った瞬間、彰人が借金の申し込みに来たのだとわかり、小さなため息が出た。テーブルには彰人の名前が記された金銭消費貸借契約書が置かれている。

「売れそうなものは売りました。でも、二百万はどうしてもつくれません。このままでは会社に借金取りが来ます。なんとかお借りできないでしょうか？」

　テーブルに額が付くほどの勢いで頭を下げる彰人が、小さく見える。

　借金を申し込むのは残念だけど、『売れそうなものは売った』というのは一歩前進なんだろうか。以前は、贅沢な暮らしも手放そうとしなかったし。

「それで、私に借りて返済する意思も目処もあるんですね。先日も言いましたが、なければ詐欺に当たりますので、訴訟を起こさせていただきます」

　九条さんはクールな表情のまま念を押す。

「返済……。三カ月では無理です。もう少し――」

「待てません。もう少し待ったところで、結果は同じだ。ギャンブルからきっぱりと足を洗わなければ、三カ月後に同じことを繰り返す」

　厳しい言葉に彰人はうなだれている。

「どうしたらいいんだ」

　彰人が唇を噛みしめ、声を震わせた。

　こんなに追い詰められるまでギャンブルの恐ろしさに気づけなかったのは、やっぱり依存症で間違いないんだろう。

「彰人。ギャンブルをやめる意志はある？」

　私が口を挟むと、彼は顔を上げる。

「正直、自信がない。負けるたびに、もうこんな生活をやめようと何度も思うのに、お金が入ると真っ先にパチンコに行ってしまう。今日は絶対に勝てるという気持ちが抑えられないんだ。借金が増えるとわかっているのに、そのときはなんというか気持ちが高揚して……」

　自分でもよくない自覚はあるんだと、その点では安堵した。

　すると九条さんが私を目で促している。心療内科を紹介しろということだと感じた私は、彼からもらった名刺をテーブルの上に出した。

「ここ、ギャンブル依存症の人を受け入れてくれる病院なの。九条さんが紹介してくれたのよ。治療する気はある？」

「治療？」

　依存症じゃないと言い張っていた彼だけど、まずそこを認めなければ始まらない。

「あなたは依存症の可能性が非常に高い。これは病気ですので、治療しなければ治りません」

　同じような人と関わってきた九条さんの発言は重い。

「病気……」

「そうです。それを認めて治療に励めば、きっと治ります」

「九条さんの言う通り。このままでは借金を繰り返すだけで、彰人の未来は真っ暗なんだよ。これはチャンスだと思って」

　私たちの提案に、彰人は目をキョロキョロさせている。

　依存症だと認めるのはつらいことかもしれない。だけどお願い。ありのままの自分を受け入れて。

　心の中で祈っていると、彰人は弱々しくうなずいた。

「わかった。だけど、今ある借金はどうしたら……」

「野口さんが治療を約束してくださるなら手を貸しましょう」

　九条さんがそう告げると、彰人は目を大きく開く。

「個人再生という方法を取ります。自己破産とは少し異なりますが、同じように債務整理をすることです」

　自己破産は、財産を処分しても支払いきれない借金を免除してもらうこと。一方個人再生は、債務の一部を免責した上で、残りを分割で支払っていく手法だ。

　自己破産だと借金をなくせるが、賭博が原因だと免責されない可能性がある。

「個人再生？」

「はい。お聞きしたところでは、最初に借りた借金を返すために別の会社からまた借り入れていますね。この自転車操業では利子がふくらむばかりで、おそらくすべてを完済することは難しいでしょう」

　彰人は思い当たることがあるようで深くうなずく。

「債権者に、〝受託通知及び債権調査へのご協力のお願い〟を発送すると、取り立てをストップできます」

「取り立てをストップ？」

　彰人の目が輝く。余程取り立てに苦しんでいるんだ。

「はい。その後裁判所に個人再生の申し立てをします。二百万円の借入ですと、返済額は百万円まで減らすことができます。それを三年間で返済していくことになりますが、できますか？」

「やります。絶対に返します」

　彰人の声に張りがある。この勢いならやり遂げてくれそうだ。そう、信じたい。

「野口さんの決意は、わかりました。……ですが、私はこの仕事は嫌いだ」

　続いて九条さんが怒気を含んだ声を出すので、彰人の表情が引き締まる。

「違法な金利で商売しているヤミ金はもちろん許せない。でも、病気とはいえ自分の快楽を優先してつくった借金を減らしてもらうというのは、腑に落ちない」

「おっしゃる、通りです……」

　彰人は顔をしかめる。

「ですが、野口さんは自分と向き合う決心をされた。その決意をくんでご協力します。決して裏切らないでください。あなたの更生を強く望んでいる人がいることを忘れないでください」

　それって、私のこと？

　ハッとして九条さんに視線を向けたものの、彼は彰人を凝視している。

「美咲、本当に悪かった。美咲に借りたお金も返していこうと思う。勝手なお願いだとわかっているけど、少し待ってくれないか」

　彰人が私の方に体を向け、深く頭を下げる。こうして謝罪されるのは初めてのことだった。

「うん。彰人がこのままダメになっていくのは見たくないの。とにかく、依存症を治療して。九条さんは優秀な弁護士さんよ。頑張る人には手を貸してくださるわ」

　九条さんは個人再生の仕事を『嫌い』ときっぱり言いきったけれど、同じような相談をしてくる人の生活背景を探り、きちんと把握するという作業は欠かさない。それは、その後の方針を決めるため。

　そのために依頼者の周辺の人に話を聞きに行くことが度々あるので、私としてはスケジュールが狂って困っている。

　だけど、彰人に対して簡単に〝ダメ人間〟というレッテルを貼ることもなく立ち直るチャンスがあると考えている彼を、頼もしく思うし心から尊敬している。

　彰人にかけた言葉は厳しかったけど、これからのためを思ってのことだろう。

　弁護士は、依頼された通り淡々と個人再生の手続きをしてしまえば、あとは関与しなくても収入は得られるし、問題ない。でも、その後の道を示してあげなければ、再び借金で首が回らなくなるクライアントも時々出てしまう。

　驚くべきことに、九条さんのクライアントで、再び借金を重ねた人は今のところ皆無らしい。

　それを青田先生から聞いたんだけど、『九条は面倒見がいいんだ』と評価していた。

「五十嵐が心配しますので、野口さんの通院の状況を把握させていただきたい。私に通院した日と、先生とどんなお話をされたのか。あとはそのときの状態を逐次連絡していただけますか？」

　そんなことまで？　さすがの九条さんでも、いつもはそこまでしないのに。

「わかり、ました」

「嘘の報告はいりません。ギャンブルをやってしまったとしても、それをそのまま連絡してください。最初は失敗がつきものです。必ず治すんだという強い意志があるのなら、それを責めるつもりはありません。ただ」

　そこで言葉を止めた九条さんは、私を一度見つめてから続ける。

「絶対に五十嵐を裏切らないでほしい。彼女がどんな思いでこの席にいるのか、しっかり受け止めてください」

　まさかそんなことを言うとは思ってもいなかったので、目を見張る。

　すると彰人は神妙な面持ちでうなずき「わかりました」と言ってくれた。




　彰人と別れて、また家まで送るという九条さんについて駐車場に向かう。

「九条さん、本当にありがとうございました」

「まだこれからだ」

　その通り。だけど、彰人の気持ちを変えてくれたのは、まぎれもなく彼だ。

「いえ。九条さんがアドバイスしてくださらなかったら、私は間違った手の差し伸べ方をしていたと思います」

　あそこでお金を貸すだけだったら、彰人は自分の生活を見直したりしなかっただろう。だって、頼めばすんなり貸してもらえると思っていたんだから。

　そうしてきた私も悪い。

「そうだな。お前、騙されやすそうだし」

　反省しているのに、その言い方はないんじゃない？

「すみません」

　感情のこもっていない謝罪をすると、彼は頬を緩めている。

「裏切られるとわかっていてあえて騙されるなんてヤツ、なかなかいないぞ。お前は他ひ人とのことばかり考えてないで、自分も大切にしろ」

　九条さんはそう言いながら私の頭をクシャクシャッと撫でる。

「ちょっと、やめてください！」

「そのくらい元気じゃないと、いじめ甲斐がない」

「いじめなくてもいいですって！」

　口を尖らせて反論したものの、こうして言い合っているのは嫌いじゃないかも。

　それに『自分も大切にしろ』って、うれしかった。

「なにしてる。置いていくぞ」

「あっ、待ってください」

　そんなことを考えていて歩みが遅くなったからか、急かされた。

　彼は仕事がはかどらず私が立ち止まると、『先に進むぞ』といつも手を差し伸べてくれる。

　それが罵声のときもあるから、優しくしてくれるとありがたいとは思うけど、必ず泥沼からは抜け出せているので、結果としては間違いではないのかも。

　松下さんに『ハードルが高ければ高いほど燃えるタイプ』なんて言われたことがあるけれど、やっぱり九条さんはそんな私の性格を知り尽くしていて、うまく操られているのかしら。

　しかも、いつも心の中まで読まれている気がするし。

　車に乗り込んだあと、助手席から九条さんの横顔をじっと見つめていると、「なんだ？」と聞かれた。

「いえ。九条さんって、エスパーなのかなって」

「知らなかったのか？」

「は？」

　思いがけない返事に目を丸くしていると、クスクス笑っている。

　仕事が終わったあとの九条さんは、柔らかくて話しやすい。事務所では目が合うとビクビクするけれど、こんな彼とならもっと話していたいなんて思った。










熱い愛の告白




　それから三カ月。

　年末年始の休みも終わり早速業務開始。でも、いきなりの書類の山にもう音を上げそうになっている。

　約束通り、彰人から九条さんのところに通院日や現在の状況を記したメールが届いているようだ。一度もギャンブルには手を出していないらしく、借金取りから追われるびくびくした生活を終えられたことへの感謝が綴つづられているんだとか。

　そうしたメールを私のところではなく九条さんが受け取るようにしたのは、私に彰人との線引きをさせようとしているように感じる。

　ずっとメールを受信していると、どうしても気になってしまうから。

「五十嵐、作成日が抜けている。三回目！」

「あぁっ、すみません」

　私は相変わらず、毎日九条さんにお説教を食らう日々が続いている。

　書類の日付欄には、最終的に九条さんにチェックしてもらう日か、郵送日のいずれかの日付を入れることになっている。そのため、いつも最後まで空白にしてあるけれど、忙しいとうっかり記入し忘れる。

「でも、あとは間違えなくなったな」

　とことん叱られるのかと思いきや、九条さんは声のトーンを落としてつぶやき、戻っていった。

「鬼の九条さんに、褒められたじゃない」

　松下さんが仕事の手を止め、微笑む。

「はいっ」

　改めてそう言われると、心躍る。ま、その前に叱られてるけど。

　だけど、九条さんに褒めてもらえると本当にうれしい。いつも罵声ばかりなので、その反動なのかな？とも思ったものの、完璧な仕事をする彼が認めてくれるということに価値がある。

「それに、最近仲がいいわよね」

「えっ、どこがですか？」

　そんな自覚はまったくない。

「よくランチを一緒に食べてるじゃない」

　あの松花堂弁当を一緒に食べてから、時々ちょっとリッチなお弁当を買ってきて、彼の部屋で食べることが多くなった。でも！

「食べてますけど、たっぷり厳しいご指導つきですよ？　松下さん、代わりにいかがですか？」

「遠慮しておくわ。迫田先生におごってもらおっと」

　彼女はニッと笑ってから、再び仕事に没頭しだした。

　ランチに呼ばれるときは、必ずと言っていいほど新たな書類作成についての指導か、これから訴状を出す事件について、私も知っておいたほうがいいことを教えてもらうなど仕事の話をたっぷりとされる。

　でもあの誕生日以降、夕食に誘われることが多くなった。しかも、そのときは仕事の話はほとんどしないという、弁護士バッジをつけているときの九条さんからは想像ができないような豹変ぶりで、驚いている。

　実は金曜の今日も約束している。そして私は、こうして誘ってもらえることを楽しみにしつつある。

　十九時に事務所を出て、一旦彼のマンションに車を停めに行く。そしてタクシーでレストランに繰り出すのがいつものパターン。そうすれば、彼もお酒をたしなめる。

　ちなみにこの彼の住まいというのが……数年前、完成したときに話題になった高級マンションで、初めて訪れたときは開いた口がふさがらなかった。

　地上三十三階建ての都心の一等地にあるそれは、著名な建築家が設計したデザイナーズマンション。周囲を塀で囲んであってセキュリティも万全なことから、有名芸能人が入居しているという噂もある。

　最上階には入居者専用の共有施設があり、プールやフィットネスジムはもちろんのこと、パーティールーム、ゲストルームなども充実しているんだとか。

　おまけに、敷地内に一歩足を踏み入れると、その緑の量に気圧される。様々な常緑樹であふれていて、春には桜も咲くという。九条さんは、都会にいることを一瞬忘れさせてくれるようなホッとできる空間が気に入って、購入したと言っていた。

　間取りは４ＬＤＫだと聞いた。どう考えても一億は下らなそうなこのマンションの一室を、賃貸ではなく購入できる彼がすごすぎる。

　部屋に入ったことはないけれど、彼は二十階に住んでいるそうだ。

「相変わらずため息が出ます」

「中庭に小さい滝もあるぞ。癒しをコンセプトにつくられているから、疲れた脳を休めるには最適だ」

　滝まであると聞き、目が飛び出そうになる。三階建ての１ＤＫに住んでいる私とは大違いだ。

「頑張ると、こんな素敵な物も手に入るんですね」

　学生時代から優秀だったらしいけど、もちろん司法試験を突破するために必死に勉強したはずだ。その結果、こんなにゴージャスな住居も手に入ったんだと思う。

「お前だって頑張ってるじゃないか」

　あれ？　やっぱり仕事を離れると優しい。

「頑張ってますけど……一生こんなところには縁がないです」

　正直な気持ちを漏らすと、彼はなぜか私をじっと見つめる。

「住んでみる？」

「ん？」

　だから、住めるわけがないと言ったんだけど。

　あぁ、そっか。ゲストルームを借りてくれようとしているのかな？

「いえ。『うらやましいな。私も頑張ろう』と思ってるのが幸せですから」

　そりゃあちょっと興味はあるけど、分不相応というもの。

　そう口にすると、なぜか苦笑している。

「今日はなにが食いたい？」

「九条さん、決めてください」

　いつも全部彼がおごってくれることになるので、私が決めるなんて気が引ける。

「そうだなぁ。麻マー婆ボー豆どう腐ふがうまい中国料理店があるんだけど、辛いものいける？」

「大好きです！」

　辛いもの全般は得意で、テンションが上がる。

「それじゃ、そこにしよう。北京ダックもおすすめだぞ」

　楽しそうに語る彼に促されて、呼んであったタクシーに乗り込んだ。

「どうして私を誘ってくれるんですか？」

　後部座席に並んで座ったあとストレートに尋ねると、九条さんは一瞬の間のあと口を開く。

「お前は本当においしそうに食べるからな。見ているほうも飯がうまくなる。それに、ちょっと酔ってふわふわしてる五十嵐は……」

　彼はそこまで言うと、隣の私に視線を向け逸らそうとしない。

　な、なに？

　焦げそうなほど熱い眼差しにタジタジになる。

「からかうと面白い」

「面白がらないでください！」

　なにを言われるかと身構えたけれど、そんな返事でむくれた。

　だけど、仕事を抜きにした彼との会話はかなり楽しい。




　九条さんが連れてきてくれた中国料理店は、テレビにもよく出演している有名な料理人がプロデュースしたお店だった。

「なににする？　このエビチリについてくる蒸しパンが意外にうまいぞ」

「食べます！」

　即答すると彼は白い歯を見せる。

　その他にもフカヒレと金華ハムのスープや、北京ダック、山さん椒しょうの香り漂う鯛たいの蒸し煮、真っ赤で見た目にも辛そうな麻婆豆腐などを注文してくれた。そして、紹しょう興こう酒しゅも。

「紹興酒は初めてです」

「紹興酒はアミノ酸が多く含まれていて、疲労回復にはいいんだぞ」

「へー、そんな効果が」

　早速乾杯。芳ほう醇じゅんな香りが漂いほんのり甘くてなかなかいける。

「おいしいですね」

「この店は十年物を出しているはずだから、甘みもほどよく引き出されている。熟成期間が長いほど酸味が減ってまろやかになるんだ」

　博学な彼は、いろいろなことを教えてくれる。

「九条さんって、どんなことでも聞けば答えてくれそうですね」

　ふとそう漏らすと、向かいに座る彼は紹興酒をテーブルに戻し、私を穴が開くほどの勢いで見つめる。なぜかその視線が艶っぽく感じるのは、気のせいだろうか。

「わからないこともあるぞ。五十嵐の頭の中は、全然読めない」

「えっ、私ですか？　いつも考えてることを当てるじゃないですか。ちょっと自信のない書類を持っていくと、『そこで待て』とチェックが始まりますよね。不備がないと胸を張って言える書類のときは『置いておけ』なのに」

　特に態度を変えているつもりはないんだけど、本当に不思議。

「目を見ればすぐにわかる」

「なにが違うんですか？」

「さあな。俺もよくわからない」

　なんだ。それじゃあ対策のしようがない。って、書類を完璧にすればいい話だけど。

「やっぱり私の頭の中、読めてますよね」

「仕事のことに関することはわかる。でも……」

　九条さんは少し首を傾げ、私をまっすぐに見つめたままなにかを考えている。妙に恥ずかしくて目を伏せたいのに、彼の強い視線がそれを許してくれない。

「肝心なことは、さっぱりだ」

「『肝心なこと』って？」

　仕事のこと以外で、なにがあるの？

　尋ねたものの、意味深に微笑むだけで答えをくれない。

　それから料理が運ばれてきて、話が途切れてしまった。

　九条さんがおいしいと言うだけあり、豪華な中国料理は私の舌をうならせる。

　お腹いっぱいになるまで堪能した頃には、酔ったのか体がぽかぽかして温かくなっていた。それにとってもいい気分。

　タクシーに乗り込むと、彼はまず私のマンションの住所を告げた。いつもこうして送ってくれる。

「眠くなってきました」

「紹興酒が効いてきたか？　寝ていいぞ」

　彼はそう言うと隣に座る私の頭を自分の肩に誘導するので、びっくり。でも、心地よくてそのまま目を閉じた。

「他の男の前で飲むなよ」

　そんな声が聞こえてきた気がしたけれど、もう睡魔に引きずられていた私は、まぶたを持ち上げることができなかった。




「あれ？」

　翌朝目覚めると、見慣れない景色が目に飛び込んできて跳ね起きた。

　あのままタクシーで寝てしまったんだ。

「どこ？」

　二十畳くらいはあろうかと思われる大きな部屋の真ん中に、キングサイズのベッドがひとつ。あとは片隅に観葉植物と、パソコンが置かれているデスク。そして、壁にクローゼットらしき扉があるだけで、実に殺風景だ。

　布団から出ると、昨日の洋服のまま眠っていたようで、シワシワになっていた。

「起きた？」

「キャッ！」

　突然ドアが開いて声がしたので、飛び上がるほど驚く。その声の主は九条さんだった。彼はシャワーを浴びたのか、髪から水滴を滴らせてＴシャツにジャージというラフな服装をしている。

「あっ、あのっ……」

「どんだけ起こしても起きないから、俺の家に連れてきた。勝手にお前の部屋に入るのもどうかと思って」

　たしかに、散らかり気味の部屋を見られたくはないけれど、九条さんの家？

「す、すみませんでした」

　あぁ、これで二度目だ。またやってしまった。

「お前さぁ、他の男の前でも無防備に眠りこけるの？」

「いえ。そんなことは一度も……」

　彰人の前でも記憶がなくなるまで飲んだことはないし、他の男性がいるところでももちろんない。

「それじゃあ、どうして俺のときはぐっすりなんだ？」

「どうして……」

　どうしてだろう。たしかに警戒心がまったくない。

「俺は男じゃないってか？」

　なぜか少し怒った口調の九条さんは、ベッドの横に立っていた私のところに歩み寄ると、私をベッドに押し倒して両手を拘束する。

「ちょっ……」

「こういうこともできるぞ」

「な、なにして……。やめてください！」

　必死に訴えるも、彼は私を見下ろしたまま真剣な顔。

　九条さんの前ではガードが緩むのは、彼ほどの人が私を女として意識するわけがないし、賢い彼が仕事上のパートナーに安易に手を出すわけがないと思っているから。

　これだって、私に注意喚起をするためのポーズだろう。

「たく」

　彼は吐き捨てるように言うと、私を強く抱きしめる。

　すると、息が苦しいほど心臓が暴れだしコントロールできなくなる。

「他の男と飲みに行くな。命令だ」

　それからどこか切なげな声で囁いた九条さんは、完全に固まっている私から離れ、「朝飯にするぞ」と部屋を出ていく。

「なに？」

　あまりに予想外のことが起こり、唖然として天井を見つめる。

「他の男の人と、なんて……」

　飲みに行ったりしない。行きたいとも思わない。九条さんに誘われるのはうれしいのに、どうしてだろう。

　強く握られた手首が熱い。

　どうして私を抱きしめたりしたの？

　九条さんは私の頭の中は読めないと漏らしたけれど、私だって彼の頭の中を読めない。

「五十嵐？」

「は、はいっ」

　ドアの外から呼ばれた私は、慌てて髪を手ぐしで直してから部屋を出た。

　広い廊下に出ていくと、他にドアが六つある。少しだけ開いていた一番奥のドアに向かうと、視界がぱっと明るく広がった。寝室がふたつ分くらいはあろうかという広いリビングに腰が抜けそうになる。

「どうした？　入ってこい」

「ここ、九条さんのお部屋ですか？」

「そうだと言ってるだろ？」

　オープンキッチンに立っていた彼は呆れ気味に笑いながら、コーヒーをカップに注ごうとしている。

「私が！」

　慌てて駆け寄ってコーヒーサーバーに手を伸ばすと、じっと見つめられてしまった。

　ん？　……あっ、化粧がとんでもないことになっている？

　そう思い、慌てて両手で顔を隠す。

「お見苦しいものを……」

「プッ。なに言ってんだ。別に見苦しくなんかない」

　彼が噴き出して笑っているのが新鮮すぎる。だけど、そうじゃないなら、なに？

「ただ、こういうのもいいなと思っただけだ」

『こういうの』って？

　首を傾げながらも作業を交代して、コーヒーをダイニングに運んだ。

　そこには、ガラスの大きなテーブルに、六脚の黒いイス。

　リビングには大きなテレビとスピーカー、ゆったり四、五人は座れそうな黒の革張りのソファ、そして寝室と同じように観葉植物も置かれている。壁の一面が全部収納になっているようで、私の部屋のように物がごちゃごちゃ置かれていることもない。それでなくても広い部屋が余計に広く見える。

「九条さんって、やっぱり潔癖なんですね」

　どこもかしこもきれいに整っているし、掃除もバッチリ。

　部屋をキョロキョロ見回しながら尋ねた。

「潔癖というわけじゃない。ただ、仕事に没頭すると他の趣味が広がらないから、仕事関係のものしか置かなくなる。だけど、くつろいでいるときは視界に入れたくないから、クローゼットに放り込んであるだけだ」

　そっか。私が知らないだけで、家でも努力を重ねているんだろうな。

「お掃除も自分で？」

「週に何度かハウスキーパーに来てもらっている。本当は他人を入れるのは好きじゃないんだけど」

「あっ、すみません」

　私も彼の大切な空間に入ってはいけなかったんじゃと思って謝ると、「お前は他人じゃない」と返され、ホッとする。

「そんなに気を使わなくていい。五十嵐はもっと自分に自信を持て。まあ、仕事では叱るけど……。それは前にも言ったように、お前ならもっとできると思うからだ。仕事以外でも……」

　そこで口を閉ざした九条さんは、私を見つめる。

　こうして時々焦げそうなほど熱い視線を送ってくることがあるけれど、そのたびにドキドキして息が苦しい。

「とにかく、自信を持て」

　結局言葉を濁した彼は、私から視線を外し、人気のパン屋の紙袋を差し出した。

「サンドウィッチでいいか？　卵好きだろ」

「はい！　買ってきてくださったんですね。ありがとうございます」

　マンションのすぐ横に行列のできるパン屋があるのは知っているけど、わざわざ行ってきてくれたんだ。しかも卵サンドが大好きなことまで知られているとは。

「九条さん、料理はまったく？」

「あぁ、米が炊けるくらいだな」

「あはっ。それ、料理とは言えないような……」

　彼がキッチンで包丁を手にしているところなんてまったく想像できなかったけど、予想通りだった。

「五十嵐は作れる？」

「一応はできますよ。九条さんがいつも食べていそうな高級なものはできませんけど」

　昨日の中国料理のように、食材から調理に至るまでこだわってなんてことはしたことがない。作れるのはごくごく一般的な家庭料理だけ。

「それじゃあ、来週末は作ってくれ」

「は？」

「まさか、断らないよな」

　彼はイジワルな笑みを浮かべる。

　私が九条さんの食事を作るの？　たしかに、毎回おごってもらっているし仕事でもお世話になりっぱなしで、断るという選択肢はない、かも。

「でも、普通のご飯しか作れないですよ？」

　過度な期待をされても困る。

「お前の手料理が食いたいんだから、目玉焼きでもいい」

「目玉焼き？」

　意外な申し出にキョトンとすると、彼はプイッと横を向く。なんとなく耳が赤いように見えるんだけど、気のせい？

「さすがにもう少しできますよ。それじゃあ、頑張ります」

『目玉焼き』に気を取られたものの、『お前の手料理が食いたい』なんて、なんだか胸にグッとくる。

　なんのメニューにしようか思いを馳はせながら、サンドウィッチをパクッとかじった。




　それから、九条さんになにを作ればいいのかと迷ううちに、あっという間に一週間が経過した。

　今週は、証人尋問もあったが無事に終え、九条さんもホッとひと息といったところだ。とはいえ、次々と舞い込む依頼を断ることなく受ける彼は、また新たな事件に知恵を絞り始めている。そして私も、必要な書類集めに奔走していた。

「裁判所に行ってきます」

　クライアントとの面談が終わった十四時半。九条さんにチェックしてもらった提出書類を数枚持って事務所を出た。

　今日は雪が降りそうなほど寒くて外出したくないけれど、仕事はしなくちゃ。

　裁判所では、受付の番号札を取ってから待たされることも多い。でも、その間に別の窓口の受付を済ませたりして、効率的に回るための要領がわかってきた。

　すべての書類を提出し終えたのが十六時五十分。九条さんに【これから帰ります】とメールを入れ、事務所に向かう。

　すると電車の中で彼からのメールの返信に気がついた。

【煮詰まったから、プレジールで休憩してくる】

　今日は朝から、依頼されて私が用意したすさまじい量の判例に目を通し、クライアントとも会い、疲れたんだろうな。

　約束は今日のはずだけど、手料理を振る舞うのも別の日にしたほうがいいかも。

　そんなことを考えながら事務所の入るビルまでたどり着き、中に入っていこうとすると「美咲」と呼び止められ、振り向いた。

「彰人……。どうしたの？」

　久しぶりに会った彰人は、最後に会ったときよりずっと表情が明るい。私は彼が立っていたビルの正面玄関の隅へと足を進めた。

「久しぶりだね」

「うん。治療、うまくいってるって聞いたよ。よかった……」

「パチンコ屋の前を通るとソワソワするけど、美咲の顔を思い浮かべて我慢してる」

　この調子なら依存症も克服できそうだ。

「そっか。今日は？　九条さん？」

　そんなアポイントは入っていなかったけれど、相談でもあるのかな。

「違う。美咲に会いたくて」

「私？　メッセージくれたっけ」

　いきなり会いに来るなんて初めてだった。

「ううん。メッセージを入れても会ってもらえないと思ったから」

　彼はそうつぶやいたあと、神妙な面持ちで私を見つめる。

「俺、美咲にどんだけひどいことをしてきたんだって、深く反省した。本当に情けない。だけど、今回のことがあって完全に目覚めたよ。こんなに心配してくれる人がいるのに、なにやってるんだって」

　気持ちが伝わってよかった。立ち直りたいという強い意志があれば、きっとギャンブルから足を洗える。

「俺、必死に働いてすぐに返済を終わらせる。そうしたら、また俺とやり直してくれないか？」

「えっ？」

　予想だにしなかった発言に目を丸くすると、彰人は私の両肩に手を置く。

「勝手なことを言っているとわかってる。でも、俺には美咲が必要なんだ。頼む」

　懇願されるも、頭が真っ白で言葉が出てこない。

　ただ……九条さんの顔が浮かび、ハッとした。

「ダメかな？　俺、本気で心を入れ替えて頑張るから」

　きっと心を入れ替えるというのは本当だろう。だけど、私はもう……。

「彰人、ごめん。私、彰人とは付き合えない」

「どうして？　彼氏がいるの？」

　その質問に首を振る。

「彼氏はいないよ。でも、心から尊敬している人がいるの。その人と過ごす時間が、すごく楽しくて……」

　私の脳裏には、九条さんの顔が浮かんでいた。プライベートで白い歯を見せて、いたずらっぽく笑う彼の顔が。

「もしかして、九条さん？」

　そう指摘されて一瞬たじろいだものの、うなずいた。

「うん。けど、彼氏じゃないし、これからも上司と部下だと思う。それでも今は、彼のそばで必死に働いていたいと思うの」

　そう言いながら、抱きしめられたときのことを思い出していた。

　私……九条さんが好き、なんだ。

「彰人がギャンブルから足を洗おうとしていることは本当にうれしいし、これからもずっと応援してる。でもね、でも……」

「たとえ想いが報われなくても、そばにいたいほど好きだってことか……」

　彰人が私の肩から手を離しそうつぶやいたとき、目頭が熱くなった。

　きっとそう。今でも九条さんに叱られてばかりだし、足も引っ張っている。それでも彼は、私の努力を理解し、お前はまだ上に行けると成長させようとしてくれる。

　そんな彼に褒められると飛び上がるほどうれしいし、早く一人前になりたい、期待に応えたいと心から感じる。

　でも、必死になったところで、九条さんほどの完璧な人が私のことを見てくれるわけがないのもわかってる。食事に誘われるのも今は特定の女性がいないからという理由だけだろうし、もしかしたら仕事でいっぱいいっぱいになっている私に、息抜きをさせようとしているのかもしれない。そうした気遣いのできる人だから。

「うん」

　認めて小さくうなずくと、彰人は「ふー」と大きく息を吐き出す。

「そっか……」

「でも彰人、お願い。もうギャンブルには手を出さないで」

「わかってる」

　即答されて安心する。

「俺はギャンブルで美咲を失ったんだ。もうこんな思いはしたくない」

「彰人……」

　そんなふうに思ってもらえて幸せだ。

「近い将来、美咲に借りた分も返済できるようにする。そのときは連絡しても？」

「もちろん。待ってる」

　お金が戻ってくるという喜びよりも、彰人が立ち直ってくれたという喜びのほうが大きい。

「呼び止めてごめん。それじゃ」

　彰人が私に右手を差し出すので、それを握る。

　そして、去っていくうしろ姿を見ながら、『頑張る彼に、幸せな未来が訪れますように』と心の中で祈った。

　それから事務所に帰ると、九条さんもあとを追うように戻ってきた。

「お疲れさまです。おっしゃっていた証拠申出書を受け取ってきました」

　書類の提出だけでなく、担当する事件の書類も受け取ってきた。

　それを差し出すと「うん」と仏頂面で返事をした彼は、素早く受け取り個室に入っていく。

「あれ、九条さん機嫌悪い？」

　私たちの様子を見ていた松下さんがつぶやく。

「疲れているんでしょうか。今週は時間のかかる調停も証人尋問もありましたからね」

　ちょっとハードな一週間だった。

　それから二十分ほど書類の整理をして、九条さんの部屋に向かった。

「九条さん、来週提出予定の書類です。早めにできましたのでチェックお願いします」

　書類を差し出すと、なぜか冷ややかな目で私を見つめる。

　またなにかやらかしちゃったかしら。

「これで今日は終わりか？」

「はい」

「それじゃあ、チェックは月曜にする。帰るぞ」

　彼はスクッと立ち上がった。

「あの、お疲れでしたら、また今度にでも」

　ヘトヘトなのに私との約束を果たそうとしているんだと思いそう口にすると、彼の眉が上がる。

「お前は約束を破るのか？」

「えっ、そんなつもりでは……」

　体調を慮おもんばかっての発言だったけど、怒らせてしまった。

「それなら行くぞ」

　吐き捨てるようにつぶやいた九条さんは、出口に向かう。

　やっぱり機嫌が悪い。どうしたんだろう。

　私も慌てて続き、バッグを持ってエレベーターホールに向かった。




　九条さんは追いかけてきた私にチラッと視線をよこしたものの、なにも言わない。私もこのピリピリした雰囲気で口を開く勇気もなく、黙っていた。

　いつものように車に乗り込み、彼の家に向かう。

　なんの料理を作ろうか一週間考え、得意なチキンのトマトソース煮込みをメインに数品作ろうと思っている。

　材料をどこかで調達していきたいんだけど……。

　横目で九条さんを見つめると、クールな表情でハンドルを操っている。こういう表情は仕事のときはよく見られるが、プライベートでは珍しい。うまく言えないけれど、もう少し柔らかいというか、目が優しいというか。

　緊張したものの、思いきって口を開いた。

「九条さん、スーパーに寄っていただけませんか？」

「あぁ」

　彼は素っ気ない返事をするけれど、本当にわかったんだろうか。さっきから黙りこくって思いを巡らせているように見える。

　そんなことをボーッと考えていると、案の定どこに寄ることもなくマンションに到着した。

「あの、スーパー……」

　地下駐車場に車を停めた九条さんに勇気を出してもう一度お願いしたのに、困ったような顔をして私を見つめるだけでなにも言わない。

「行くぞ」

　そして、車を降りた私の手首をつかんで歩きだした。

　もしかして、食べたいものがあって材料が用意してあるとか？　それならそう言ってくれればいいのに。

　そんなことをチラッと考えたけど、この不機嫌な様子からしてそんな展開が待っているようにも思えない。

　エレベーターに乗っても手を離してくれない。逃げないように捕まえられている気分だった。

　二十階に到着すると、九条さんは私をグイッと引っ張る。痛いというほどではないものの、いつもの紳士的な振る舞いとは違いすぎて、首を傾げた。

　彼は部屋のカギを解除してちょっと乱暴に私を玄関に押し込んだあと、スタスタとリビングに行ってしまう。

　私、なにしちゃったんだろう。

　きちんと聞いて謝罪したくて、ドキドキしながら追いかけた。

「九条さん、私、なにか失礼なことをしたでしょうか。怒っていらっしゃるようですし、悪かったなら謝りたくて」

　素直に胸の内を告白すると、入口で立ち尽くしていた私のところまで近づいてくる。

「アイツとよりを戻すのか？」

「アイツ？」

　低い声で尋ねる彼を恐る恐る見上げると、視線が絡まる。

「野口さんだ。よくもまあ、あんなに目立つところでキスなんて……」

　キス？　なに言ってるの？

「キスなんてしてないです」

「さっき、裁判所から帰ってきたとき、してただろ！」

　声を荒らげる九条さんに驚き、体がビクッと震える。

　彰人と話していたところを見ていたんだ。玄関フロアは三階までは吹き抜けになっているので、二階のプレジールに行くときに気づかれたのかも。

「違います。彰人が突然訪ねてきて、心を入れ替えるからもう一度やり直してほしいとは言われました。でも、断りましたしキスなんて絶対にしてません」

　もしかしたら告白されたとき、角度によってはキスしているように見えたかも。

　だけど、私はあなたが好きなの。他の人とキスなんてしない。

「断った……のか？」

　九条さんは大きく息を吐き出し、なぜか頭を抱えている。

「はい」

「すまない。頭に血がのぼってしまって。怖がらせたな」

「いえ……。大丈夫です」

　でも、私と彰人がキスをしていたと誤解しただけで、なぜそんなに焦っているの？

　その疑問に思い当たる答えがひとつだけ思い浮かんだけれど、まさか……。そんなわけ、ないよね。

　答えを探そうと頭の中でいろいろな想像を駆け巡らせていると、彼は私に強い視線を向ける。

「お前のことになると、冷静ではいられない」

「あのっ……」

「好き、なんだ。五十嵐があの人とキスしたんだと思ったら、猛烈に嫉妬の気持ちが湧いてきて、抑えられなくなった」

　私のことを、好き？

　心の中で否定したばかりの答えをあっさりと肯定され、唖然として声が出ない。

「バカが付くほど真面目で、高いハードルを与えても必死に飛び越えようと頑張るお前が、ずっと前から好きだった。けど、仕事にまい進しているのを邪魔したくなかったし、彼氏がいるのも知っていたから、お前の幸せを壊したくないなんて柄にもないことを思ってた」

　彼は少し困ったような表情で、だけど私から目を逸らすことなく想いをぶつける。

「この俺が、好きな女への気持ちを抑えるなんて、自分でも信じられなかった。でも、それくらいお前のことが大切で……好きだったんだ」

　衝撃的な告白に、心臓がバクバクと音を立て始める。

　幸せを壊したくないなんて……。それほど私のことを？

「彼氏と別れたと聞いて、お前を振り向かせるつもりだった。それなのに野口さんが現れて、迷いながらも手を差し伸べようとしている五十嵐を見て、絶対に渡さないと強く思った。俺がお前を幸せにするのにって」

「九条さん……」

　そういえば『俺が幸せな恋を教えてやろうか？』なんて言われたこともあったけど、あれは本気だったんだ。

　唇を噛みしめる彼の熱い気持ちが、ズドンと胸に突き刺さる。

「だけど、五十嵐の気持ちがまったくわからなかった。食事に誘えば楽しそうにしているのに、俺の前では平気で寝るし。男としてまったく意識してもらえていないことに落胆して……」

　そうだったんだ。でも、男性として意識していなかったわけじゃない。

「違います。逆です。誕生日を祝っていただいたときは、うれしすぎて飲みすぎたから寝てしまったんです。それに、九条さんが私を女性として見てくれるわけなんてないと思い込んでたから……」

　本当の気持ちを伝えると、彼は目を見開いている。

「俺にとって五十嵐は、ずっと魅力的な女性だったよ」

　さっきまでとは一転、穏やかな表情でそう囁かれて胸が熱くなる。

「五十嵐」

　九条さんは私の名前を口にしながら、手を伸ばしてきて頬に触れる。

「お前が好きだ。俺と、恋に落ちてくれないか？」

　まさかの告白に、感情が激しく揺さぶられて感激で瞳が潤んでくる。こんな感覚、初めてだった。

「はい」

　かすれた声で返事をすると、彼はその瞬間、私を抱き寄せる。

「美咲」

　初めて下の名で呼ばれ、こらえきれなくなった歓喜の涙がこぼれていく。

「大切にする。必ず幸せにする」

　強い気持ちが痛いくらいに伝わってきて、シャツを握りしめてうなずくことしかできない。

　九条さんは背中に回した手に力を込め、さらには右手で頭を抱えるようにして、いっそう密着してくる。その行為が、愛の大きさを示されているように感じられて、たまらなくうれしかった。

　それからどれくらい経っただろう。彼はゆっくり離れ、熱を孕はらんだ視線で私を射る。

「美咲」

　大好きな人が艶っぽい声で私の名を呼んでいるのが信じられない。

　真摯な眼差しに絡めとられて動けないでいると、一瞬頬を緩めた彼は私の顎に手をかけ、持ち上げる。

「愛してる」

　そして……甘い愛の言葉を囁いたあと、唇を重ねた。

　唇が離れていっても、熱い余韻に包み込まれてなにも考えられない。尊敬する人に愛されているという現実がただただ幸せで、胸がいっぱいになる。

　しばらくして離れた九条さんは、ちょっと照れくさそうな顔をして私の腰を抱いた。

「スーパー、行けなかったな。手料理食べ損ねた」

「それは、九条さんのせいです」

　意気揚々と責めると、ニヤリと笑うので胸騒ぎがする。

「美咲、俺の名前をイヤというほど書いてるよな」

「はい。毎日数えきれないくらい」

　当然の質問をされて首を傾げる。

「それなら、これからは名前で呼べ」

「名前？　……えっ！」

　まさか、下の名前でということ？

　それはいきなりハードルが高くない？と思ったところで、ハッとした。ハードルが高いほど頑張っちゃう私の性格を知っていて、もしかして？

「まさか、呼べないわけないよな。なんでもチャレンジするのが、美咲のいいところだもんな」

　そんな言い方ずるいでしょ！　あぁっ、もう！　彼には敵かなわない。

「蒼介、さん……」

　これ、顔から火を噴きそうなほど恥ずかしい。

「声が小さいぞ。聞こえない」

　頑張ったのに、彼はとびきりイジワルだ。

「蒼介さん」

　意を決して、今度ははっきりと声に出す。

　すると彼は顔をほころばせ、「どうした美咲？」なんて甘い声で囁くので、腰が抜けそうだった。

　スーパーに行けなかったことをちょっと責めただけでこの調子。これから先が思いやられる。

「今日は食べに行くか。手料理は明日楽しみにしてる」

「明日？」

「そう。今日はここに泊まるんだぞ。彼氏命令だ」

　嘘……。急展開すぎて、戸惑いを隠せない。だけど『彼氏』という言葉を耳にするだけで、にやけそうになる。

「もちろん、たっぷり愛してやる」

　耳元で聞いたことがないようなフェロモンたっぷりの声を吐き出され、カチカチに固まる。

　なんなの？　この色気。

「着替えてくるから待ってて」

　蒼介さんは唖然とする私の額に軽くキスを落としてから、リビングを出ていった。

「ちょっ……。どうしよう」

　仕事中に何度も、不測の事態が発生しても絶対に動揺を顔に出すなと注意されているのに、まったく無理。

　なにを考えたらいいのかもわからなくなり、ただ立ち尽くしてキョロキョロ目を泳がせていると、テーブルの上に置かれていた蒼介さんのスマホが震え始めた。

　電話かな？

　近づいて何気なく画面を見ると【杉すぎ尾お真ま美み】というあきらかに女性の名前が表示されているので、心臓がドクンと音を立てる。

　誰？

　つい数分前に愛の告白をされたばかりなのに、気になって仕方がない。

　クライアントには個人の電話番号は絶対に教えないのが決まりだ。だとすると、友達？

　そんなことを考えていると、留守番電話に切り替わったのか切れてしまい、廊下から足音が聞こえてきたので慌てて離れた。

「それじゃあ、行くか」

　シャツとジーンズ姿の彼は、スーツ姿とはまた違ってかっこいい。だけど、さっきの電話が気になってそれどころじゃない。

　彼はテーブルまで歩いていき、スマホを取り上げ、すぐにポケットに入れている。

「電話が鳴ったような……」

　画面を見たことは伏せて伝えると、ポケットから取り出してチェックしている。

「学生のときからの友達からだ。そのうちまたかかってくるだろ。それより腹減ったな。なににしようか」

　友達、か……。

　女性から電話がかかってくるだけでこんなにヤキモキするほど蒼介さんのことが好きなんだ。なんて、自分の気持ちを再確認する。

「そうですね……。とびきりおいしいもの！」

　気持ちを切り替え微笑むと、彼も視線を合わせて口角を上げる。

「美咲と一緒なら、どんなものでもおいしいさ」

　サラッとつぶやく彼に驚き、一瞬感じた不安は一気に吹き飛んだ。

　当たり前のようにスッと手を握られて照れるけど、いつもはクールな彼からの精いっぱいの愛を感じて、心が温かくなる。

「わ、私もです。蒼介さんと一緒なら、なんでもおいしい」

　恥ずかしかったものの思いきって伝えると、彼はふと歩みを止める。

「それ、煽あおってる？」

「えっ！　とんでもない！」

　焦りまくって首をブンブン横に振ったけれど、蒼介さんは意味深な笑みを浮かべるだけ。

「あとでたっぷり、美咲も堪能してやる」

　私の耳に口を寄せた彼に、ゾクゾクするような情欲たっぷりの声で囁かれ、逃げ帰りたいような気持ちになる。

　クールな上司が、こんなに情熱的に愛を囁く人だとは知らなかった。

　私、これから大丈夫かしら？

　ふとそんなことが頭をよぎったけれど、さらに強く手を握られて、頬を赤らめた。
















第二章










初めての嫉妬




　蒼介さんと交際を始めて約半年。七月の夏の日差しと同じくらい、熱々の関係を続けている。だけど、仕事中は別らしく、相変わらず雷が落ちる。

「火曜はスケジュールを空けておけと言わなかったか？」

　弁護士に与えられている個室まで行き蒼介さんに書類作成をお願いすると、鋭い視線で突き刺されこのひと言。

　明日は証人尋問があるので、その準備のために時間を空けていたのは知っている。でも、どうしても今日中に仕上げなければならない書類がある。

「おっしゃいましたけど！」

　昨日、あなたが予定外の外出をしたからずれてきているんでしょう？

　フットワークが軽いのはとてもいいことだし、クライアントに積極的に関わり、事件の裏側まで知って裁判に臨もうという姿には感心している。

　そういう手を抜かないところが好きなんだし。

　だけど、びっちり詰まったスケジュールを調整している私の身にもなってほしい。

「けど、なんだ？」

　彼は私をにらみながらも、うっすらと口角を上げている。

　仕事中は反論できないことを知っているんだ。イジワル！

「いえ。大変申し訳ありませんが、この書類だけは今日中にお願いします」

　棒読みして頭を下げると、手招きして私を呼んでいる。

　仕方なくイスに座っていた彼の隣まで行くと、腕を引かれ耳元に口を寄せられた。

「仕方ないからこの書類はやろう。けど、見返りは期待してる。もちろんベッドで」

　ベ、ベッド!?

　瞬きも忘れ立ち尽くす私を尻目に、蒼介さんは書類をすらすらと書きだす。

「五十嵐、どうした？　顔が真っ赤だけど」

「なっ、なんでもありません。失礼します！」

　私は出口にすっ飛んでいき、部屋を出た。

　もう、やめてよ……。

　付き合い始めてから、週に何度かは彼の部屋に泊まるようになった。仕事が終わるのが遅くなった日は、一緒に食事をしたあと有無を言わせず連れていかれる。

　そのたびに、結構……いや、かなり激しく抱かれてしまい、いつもはクールな彼の〝男〟の部分を見せつけられて、毎回恥ずかしさに全身を真っ赤に染めている。

　まあ、幸せ、なんだけど。

　だけど、彼はこうして私をからかって遊ぶので、その点では困り果てている。

「はー、頑張ろ」

　でも、そんなことを気にしている暇はない。デスクには書類が山積みになっている。

　自分の頬をペチペチと叩き気合を入れ、再び仕事に戻った。

　それから一時間ほど仕事に没頭していると、受付がざわざわし始める。そういえばさっき、松下さんがクライアントが来る時間だと迫田先生と一緒に出迎えに行ったけど誰だろう。

　書類から視線を移して受付の方を見つめていると、六十代くらいの恰幅のいいおじさまが、迫田先生と握手を交わしている。どこかで見たことがあるような……。

「あ……」

　思い出した。迫田先生が顧問弁護士をしている代議士の吉よし井い先生だ。昔は重要なポストに就いていたらしいけど、事務所の職員がひき逃げ事故を起こしてから身を引き、その後はあまり表舞台には出てこないと聞いたことがある。

　その事件を担当したのが迫田先生だったのかな。私がここに来る前の話なので詳しくは知らない。

　しばらくして、吉井先生を応接室に案内した松下さんが戻ってきた。

「お茶ですか？　私がやりますよ」

「お願いしていい？　秘書もひとり来られてるから三人分」

「了解しました」

　私はすぐに給湯室に向かい、吉井先生と秘書、そして迫田先生の分のお茶を淹いれ、応接室に向かった。

「失礼します」

　代議士なんて、かなり大切なクライアントのはず。絶対に粗相はしてはならないと気を引き締めながらお茶をテーブルに置いていく。

　蒼介さんはどんなクライアントでも分け隔てなく接する人だけど、普通は弁護士と言えども権力ある人に弱いものなのか、迫田先生はいつもより腰が低い。

「いやぁ、迫田先生には世話になっているから、時々こうして顔を見に来ないと」

「私のほうから出向きますのに」

　にこやかに会話が交わされているうしろで、松下さんが緊張気味に顔をこわばらせている。だって、おそらく『顔を見に』来たわけではないだろうから。なにか依頼があるに違いない。

　気になったものの、お茶を出し終えた私は深く頭を下げて応接室をあとにした。

　お盆ぼんを戻してデスクに戻ると、なぜか蒼介さんが私のイスに座っているので、大げさなほどに驚いた。

「トイレか？」

「いえ。代議士の吉井先生が迫田先生を訪ねてこられたので、お茶を」

　吉井先生の名前を出した瞬間、蒼介さんの眉間にしわが寄った。

「吉井先生ね。なんの用だろう」

「さあ。迫田先生の顔を見に来たとおっしゃっていましたが」

　そんなわけがないことは彼もわかっているんだろうけど、「ふーん」と興味なさげにしている。

「書類、できたぞ」

「あっ、ありがとうございます！」

「昨日頼んでおいた答弁書はどこだ？」

　蒼介さんはそうつぶやきながら、私が仕上げた書類をさりげなくチェックしている。

「できてますよ、もちろん！」

　答弁書というのは、訴状などに対し反対の申し立てや理由を記載して裁判所に提出する書類のこと。これを提出しないと、相手の請求通りの判決が出てしまう。

　弁護士は被告の代理人としてこれを作成することがある。

「こちらです」

　したり顔でファイルから取り出して彼に渡すと、「サンキュ」と素直にお礼を言われ、気分が弾む。

「だけど、これ、なんか抜けてるぞ」

　彼は別の書類を指さす。

「嘘……。あっ、印を押してない」

「一人前はほど遠いな」

　チクリと嫌みのひと言をいただいたものの、その通りなので言い返せない。

「すみません」

　しょげて頭を下げる私の肩をポンと叩いた蒼介さんは、部屋に戻っていこうとした。

　そのとき、応接室のドアが開いて吉井先生が姿を現した。続いて出てきた迫田先生が「九条」と呼んでいる。呼ばれた蒼介さんはなぜか一瞬険しい表情をしたが、すぐにいつものクールな表情に戻る。

　私はそのうしろ姿を呆然と見つめていた。蒼介さんが吉井先生のことになると顔をしかめるのが気になるからだ。

　悠然と歩み寄った蒼介さんは権力ある吉井先生の前でも堂々とした様子で挨拶を交わしている。それが、人を選ばず接する彼らしく、私は誇らしかった。

　迫田先生と並んで吉井先生を見送った彼は、無表情で戻ってきて、すぐに部屋に行こうとした。だけど、迫田先生が「九条」と呼び止める。

「なんでしょう」

「これから面会に行ってくるけど、一緒にやらないか？」

　やっぱり、単なる様子見に来たわけじゃないんだ。事件の依頼を受けたんだろう。

「いえ、私は……」

「吉井先生が九条のことを気に入ってるんだよ。ぜひとおっしゃっていて」

　弁護士ふたりも抱えるなんて、お金が有り余っているのか、それとも難しい事件なのか……。しかも我が朝日法律事務所の重鎮とエースだし。

「申し訳ありません。スケジュールもいっぱいですので、とてもお受けできません」

　蒼介さんは頭を下げる。

　スケジュールが満タンなのはその通りだけど、他の事件は『なんとかしろ』のひと言で私に調整を押し付けるくせして。余程やりたくないらしい。

「そうか……。仕方ないな」

　迫田先生は肩を落とし、部屋に戻っていった。

　ほどなくして戻ってきた松下さんは、浮かない顔をしている。

「松下さん、どうかしました？」

「あぁ、さっきの件でね」

　吉井先生の件のこと？

「民事ですか？」

「うーん。刑事になるかも」

「えっ！　吉井先生、なにかしたんですか？」

　興奮気味に尋ねると、松下さんに手招きされたので隣まで行き腰を折る。

「吉井先生じゃなくて、どら息子のほう。吉井先生の跡継ぎのはずなんだけど、以前からやんちゃが過ぎるのよね。迫田先生がいつも尻拭いをしてるのよ」

　息子のほうか……。

「女癖が悪くて、今まで何人も手を出してトラブルになっていてね、そのたびに示談交渉。スキャンダルにならないように水面下でいくらお金を積んだことか」

　それじゃあ今回もまた？　でも刑事事件になるかもしれないって言ってたよね？

「で、酒癖まで悪いのよ。今回は飲み屋で言い合いになって、やっちゃったみたい」

　松下さんは拳こぶしをつくり、手を前に押し出す。

　ケンカしたのか……。いや、一方的に？

「一回、スキャンダルになれば懲りるのにね。全部吉井先生がもみ消しちゃうから、何度でも繰り返すのよ」

　そういうことを蒼介さんも知っていて、頑かたくなに受けることを拒否したのかな。罪のもみ消しなんてやりたくない仕事だもの。

　正解だわ、蒼介さん。心の中でそう思いながら、大きなため息をついた。




　その日の業務が終了したのは午後七時少し前。書類が片付かず、残業になった。

「九条さん、すみません。遅くなりました」

　やっと仕上がり持っていくと、蒼介さんはすぐにチェックを開始する。

「これでいい。お疲れ」

「お疲れさまでした。それでは私はこれを投函してから帰ります」

　そう告げて彼に背を向けた瞬間、腕をつかまれた。

「一緒に帰るぞ」

「郵便局に行かないと……」

「寄ってやる。約束だろ」

　書類作成の見返りを覚えてるんだ……。

　彼とひと晩過ごすのはそりゃあ幸せだけど、なかなか体力がいる。だって一回じゃ許してくれないし。

「なんのでしょう？」

「へぇ、とぼけるんだ。いい度胸だな」

　威圧的な言い方をされ、震え上がる。

「だって蒼介さん、何回もするから！」

　外に声が漏れないように小声で抗議すると、余裕の笑みを浮かべている。

「なにを？」

「え……」

　彼のほうが一枚も二枚も上手だ。司法試験に一発合格するほど頭が切れるんだから、当然か。

　蒼介さんはそれ以降余計なことは言わず、スタスタと歩いていく。そして完全に負けた私は、ついていくことしかできなかった。




　事務所を離れると彼はすこぶる優しい。

　最近は外食続きだったので冷蔵庫のもので手料理を振る舞うことにした私は、キッチンに立っていた。

「九条さん、鶏肉の照り焼きでもいいですか？」

　私がここに来るようになってから、ほぼ空だった冷蔵庫が充実してきたが、毎日買い出しに行くわけではないので材料も限られている。でも、照り焼きならできそうだ。

　こんなリッチなマンション住まいの人に、庶民すぎる料理かしら？

　ベッドルームに着替えに行った彼に大きな声で尋ねたけれど、返事がない。聞こえなかったのかな？

　とりあえず、材料を調理台に出していると彼が戻ってきた。

「九条さん、照り焼き――」

　うしろにやってきた彼にもう一度聞こうとすると、ふわっと抱きしめられる。

「いつになったら慣れるんだ。何回も言わせんな。『九条さん』じゃないだろ？」

　彼は私の耳元で囁き、耳みみ朶たぶを甘噛みしてくる。

　ちょっと……。

　その色気たっぷりの声にドキドキが止まらなくなる。

「ほら、呼んでみろ」

「蒼介、さん……」

　さっきまで私をいじめ――じゃなかった指導していた上司が、いきなり恋人の顔になるんだもの。スパンと気持ちが切り替わらない。

「美咲」

　それでも、甘い声で名前を呼ばれるのはたまらなく心地いい。

　彼は私をくるっと回して向き合わせ、あっという間に唇をふさいだ。

　触れるだけのキスだったのに、脳がしびれたかのように彼のことしか考えられなくなる。離れたあとしがみつき、厚い胸板に頬をくっつけていると、「足りなかった？」なんて聞かれ、目が点になる。

「そんなことは……」

　たしかに帰ってきたあとの最初のキスはいつももっと濃厚で、距離を縮めたくて仕方なかったという気持ちが痛いほど伝わってくるけど、今日は珍しく軽めだった。

「そっか」

　蒼介さんはあっさりと離れていく。

「照り焼きでもちろんいい。結構好きなんだ。悪いけど頼んだ」

　あれ、なんだろうこの寂しさ。グイグイ迫られると腰が引けるのに、来てくれないのも違和感がある。

　彼は私から離れていくと、おそらく今後の訴訟のための勉強を始めた。

　ま、いいか……。

　それからささっと鶏の照り焼きと味噌汁などを作り、向かい合って手を合わせる。

「いただきます」

「すみません。時々しか来ないから冷蔵庫に材料がなくて……」

　いつも高級レストランに連れていってもらっているのに質素すぎて申し訳ないなと思い、口を開いた。

「それなら、毎日来ればいい」

「は？」

　とんでもない発言に箸が止まる。

「これはすごくうまいし、美咲が作ってくれるなら、なんでもうれしい。けど、お前が毎日一緒にいてくれたら、もっと幸せだろうな」

　どういう、こと？　毎日ここに寄れと？

　混乱して瞬きを繰り返していると、彼も箸を置いて私をじっと見つめる。

「そろそろ一緒に暮らさないか？」

「一緒に？」

　驚きすぎて大きな声が出てしまう。

「そう。俺はお前と片時も離れたくない」

　蒼介さんは私に熱い眼差しを送ったままつぶやく。

　意外すぎる提案に頭が真っ白になり、心臓が激しく暴れだした。

「わ、私……」

　なんと返事をしたらいいんだろう。こうして一緒にいられるのは楽しいし、すごく幸せ。でも、同どう棲せいなんて考えてもいなかったので、とっさに答えが出ない。

「もちろん、毎日飯を作ってほしいなんて言ってない。家政婦を置きたいわけじゃなくて好きな女と一緒に暮らしたいんだからな」

　彼の強い気持ちが伝わってきて、胸が熱くなる。

「私……蒼介さんの理想の女性とは違うかもしれないですよ」

　数時間だけとか一日だけなら、それなりに猫を被っていられる。だけど毎日、しかも仕事中も一緒なのだから四六時中だとそうもいかない。

「俺の理想は美咲そのものだ。お前のドジっぷりもよく知っているし、すぐ余裕がなくなって眉間にしわが寄るのもわかってる」

「あ……」

　仕事中のことを言われてるんだ。その通りすぎてなにも言えない。

「だけど、好きなんだ。いや、だから、かな。それでもへこたれずに前を向いて必死になれるお前は、俺の理想だよ」

　嘘みたいに甘い言葉が、私を優しく包み込む。

「朝起きたら、髪ぼさぼさですよ？」

「知ってるよ」

「お料理も、レストランみたいなものはできません」

「そんなの当たり前だろ」

「へこたれないって言いますけど、泣いちゃうこともあります」

　事務所で泣いたりはしないけど、つらいことがあった日に泣かない自信はない。そんなに強くない。

　正直に伝えると、彼は立ち上がって隣の席にやってきた。

「そうしたら、俺の胸で泣けばいい。美咲はひとりじゃない」

「蒼介さん……」

　彼はそれから私を優しく抱き寄せた。

　いつもの私でいいんだ。へまもするし、涙もこぼす。それでも、蒼介さんが受け止めてくれる。

「わかった？　なにも変わらなくていい。そのまま来い。俺は美咲が丸ごと好きなんだ」

　私は観念してうなずいた。もう拒否する言葉を思いつかない。それに、私も一緒にいたい。

　それから彼は隣に料理を持ってきて、なぜかくっついて食事をした。

　向かい合って食べるときは時々視線が絡まりそのたびに頬が赤らむけれど、こうして肘ひじが触れるほどの距離で隣にいられるのもドキドキする。

「うまいな」

　高級レストランの味を知り尽くしている蒼介さんに褒められるのは、純粋にうれしい。

「ありがとうございます」

「デザートも楽しみだ」

「えっ？　デザート？」

　用意がないんだけど……と焦っていると、彼は私の腰をスッと抱いた。

「ここにあるだろ」

　えっ、まさか私のこと？

「一緒にシャワーする？」

「しませんよ。するわけないでしょ！」

　勢いよく反論すると、ケラケラ笑っている。またからかったんだ。

「そのうちな」

　あれ、本気なの？

　ハッとして見つめると、頬を緩めた彼は再び鶏肉を口に運び始めた。




　そして……。

「あっ……イヤッ、んんっ」

　宣言通り、蒼介さんは私を激しく抱いた。しかも、帰ってきたときのキスがあっさりしていたからか、私も彼が欲しくてたまらない。

「美咲」

　私を強く抱き寄せる彼にしがみつき、体をのけぞらせる。

「蒼介さん……あっ、ダメ……」

『ダメ』なんて言いながら、もっと触れてほしくてたまらない。

　指で、舌で激しく翻弄され、理性があっという間に飛んでいく。丁寧にそして愛情たっぷりに抱いてくれる彼に堕ちていく。

「美咲、今日すごい」

　そんなことを言わないで。あなたが欲しくて我慢できないんだもの。

「キッチンのキスじゃ物足りなかった？　体が火照りっぱなしだっただろ？」

　耳元で囁かれて目を見開く。もしかして、これを狙ってた？

　そこまで計算されていたとしたら、策士な彼には敵わない。

　それでもフルフルと首を振り『違う』と意地を張る。

「そそくさと帰ろうとするお前が悪いんだぞ。俺はこんなにお前が欲しいのに」

　蒼介さんはそう口にしたあと、深いキスを落とす。

「ん……」

　舌を絡めてのキスが激しすぎて、甘い吐息が漏れる。

「これから毎日できるな」

「毎日は無理……んっ」

「体は欲しいと言ってるぞ？」

　彼はニヤリと笑みを浮かべ、それからますます激しく腰を打ち付け、そして果てた。

　肩で息をする私を優しく抱きしめる蒼介さんは、額にキスを落とす。この時間がとっても好き。

「美咲」

「はい」

　腕の中でまどろみながら返事をすると、強く抱きしめられる。

「好きだ」

　吐き出すようにそう口にされて、胸がいっぱいになる。

「私も、好き、です」

　恥ずかしかったけれど精いっぱいの気持ちを伝えると、彼は起き上がり、私の顔の横に両手をついて見下ろしてくる。

「どこにも、行くなよ」

「……はい」

　これほどまでに強く求められるのが信じられない。

　それから一度唇を重ねた蒼介さんは、再び私の素肌に大きな手を滑らせ始めた。

「えっ、なにして……」

「まだ足りない」

「明日も仕事――」

「頑張れよ」

　反論を遮った彼は、マイペースに私を翻弄した。

　まんまともう一度抱かれてしまい、もうくたくた。だけど彼は、もう一回と言わんばかりの余裕の様子で、私の髪を撫でている。

　そんな中、ふと今日の事務所での出来事が頭をよぎる。

「蒼介さん。そういえば、どうして吉井先生のお仕事を受けなかったんですか？」

　やっぱり、息子のことを知っていてイヤだったのかな？

　吉井先生の姿を見たときの苦々しい表情を思い浮かべながら尋ねると、大きなため息をついている。

「昔、迫田先生と一緒に担当したから、あの代議士先生の無茶振りはイヤというほどわかってる」

　そうだったんだ。

　だけど、蒼介さんが『無茶振り』と呆れるほどひどいんだ。無理難題を吹っかけられても、飄々と仕事をこなす人なのに。

「松下さんが、息子さんのことでとおっしゃってましたけど……」

「あぁ。そもそも代議士の顧問弁護士は、ブレーンのような役割を担うこともあるし、重要な役どころだ。ところが、吉井先生に関しては、息子の愚行に時間を割くことのほうが多い」

　蒼介さんは呆れ顔。

「息子さん、なにしてらっしゃるんですか？」

「一応秘書ということになっているし、吉井先生の跡継ぎだと騒がれたけど、あれじゃあな。浮気で奥さんと離婚してるし、そのときの離婚交渉も迫田先生がやってるはずだ」

　なんというクズっぷり。小さい頃から代議士先生の息子なんてもてはやされ、勘違いしちゃったのかしら。

「迫田先生、お断りにならないんですね」

　仕事を選んでいると聞いたのに。

「あぁ。報酬は破格だし……。八年前のあの一件から運命共同体のようなところが――」

　彼はそこまで言うと、口を閉ざした。

「あの一件ってなんですか？」

「この話は終わりだ。せっかく気持ちよかったのに、台無しだろ」

　意味深な笑みを浮かべる蒼介さんは、私の唇を指で撫でる。

「ね、寝ます！」

　まさか、もう一回なんて言わないわよね。もう絶対に無理だから！

　背を向け布団を頭から被ると、クスクス笑われる。

「それじゃあ、おやすみ。抱き枕さん」

　そんなことを言いながら私のお腹辺りに手を回してきて、自分の方にグイッと引き寄せた。

　これじゃあ緊張して眠れないと思ったものの、ヘトヘトだったせいか、深い眠りに落ちていった。




　翌日も朝からフル回転。

　寝不足なのは蒼介さんのせいなのに、あくびをしたところをバッチリ見られてにらまれてしまった。

「仕事、追加な」

「冗談ですよね……」

「いや、本気だ。あと、裁判所にこの事件の判決正本の送達日を確認しておいて」

　一週間前に判決が出た事件のことだ。

　判決正本というのは裁判の判決書の写しのこと。民事訴訟法第二八五条に、控訴は判決書または調書の送達を受けた日から二週間の不変期間内に提起しなければならないとあり、この送達日を調べれば、判決が確定する日――控訴断念が確定する日を知ることができる。

　それにしても、いくつ追加するおつもりで？

　ため息が出そうになったものの、これも期待してもらっているからだ！なんて自分を奮い立たせ、早速電話を取った。

　午後になり郵便局にお使いに行こうとすると、出かけていた松下さんが迫田先生と一緒に戻ってきた。

「お疲れさまです」

「お疲れ。もしかして郵便局？　私のもお願いしていい？」

　彼女は私のバッグからはみ出している郵便物を見つけて両手を合わせる。

「はい、もちろんです。吉井先生のところでしたよね？」

　今日はこちらから赴いたらしい。

「うん。なんだかね、ちょっと大変そうかも」

　浮かない顔の松下さんは、郵便物を三つ私に差し出した。

「そうですか……。とりあえず行ってきます」

「よろしく」

　やっぱり刑事事件になるのかな。そんなことを考えながら、ビルの玄関を出ようとすると、三十歳くらいに見えるつやつやの長い髪が印象的な女性とぶつかった。

「すみません……」

　バッグを落としたので郵便物が散らばり、謝罪しながら慌てて手を伸ばす。するとその女性も手伝ってくれた。

「いえ、私がよそ見をしていたので。ぶつかってごめんなさい」

　目の澄んだ優しそうな人だ。彼女は封筒を見て「あっ」と声を上げる。

「どうされました？」

「朝日法律事務所の方ですか？」

「はい、そうです。なにか？」

　クライアントかな？と思って尋ねたけれど、「いえ。なんでもありません」と首を振る。

「ありがとうございました」

　お礼を言うと、「失礼します」と礼儀正しくお辞儀をした彼女は、ビルの中へと消えていった。

　やっぱり、クライアント？

　私は首を傾げながら、郵便局へ急いだ。

　書留や特定記録郵便など、それぞれの書類に合わせて間違えないように送付し終えると、すぐさま事務所に戻る。まだまだ仕事があるからだ。

　エレベーターを降りて事務所に戻ろうとすると、蒼介さんらしき人の背中が視界に入りそちらに目を向けた。彼は、廊下の角を曲がったのですぐに見えなくなった。そのとき、花柄のスカートもチラッと見えてハッとする。

　さっきぶつかった女性だ……。

　やっぱりクライアントだったの？　いや、クライアントなら応接室にお通しするのが普通だし。

　蒼介さんが向かった先には、景色のきれいなちょっとした休憩スペースのようなところがあり私たちも時々使うが、仕事では使ったことがない。

　気になったものの、追いかけていくわけにもいかず、そのまま事務所に戻った。

　彼はそれから十五分ほどで戻ってきた。

「お疲れさまです。今、財産分与の件で岡おか野のさまよりお電話がありまして、折り返すようにお伝えしてあります」

「わかった」

　蒼介さんは短い返事をして、部屋に戻っていった。

　受付の方に視線を向けても、あの女性の姿はない。誰だったんだろう。

　疑問を抱きつつ、次に処理する書類を手に取った。




　その日は、午後六時で業務を終了することができた。

　蒼介さんのところに行くと電話をしている。

「――はい。その日で大丈夫です。十六時ですね。よろしくお願いします」

　どうやらアポイントが入ったらしい。

「新しい依頼ですか？」

　電話を切った彼に尋ねた。

「不当解雇事件を受ける。来週の月曜、直接会って話を聞く」

「わかりました」

　と言いつつ、増えた仕事にクラクラしている。それでもやるしかない。困っている人がいれば助けたいという彼の信念には共感しているから。

「本日は仕事が終了しましたので、私はこれで」

「あぁ。お疲れさま」

　蒼介さんはもう少し仕事をするのかな？と思ったけれど、車のカギを差し出された。

「あと十分で終わらせる」

　車で待ってろということ？

「いえ、着替えももうないので帰りま――」

　小声で自分の家に帰ることを伝えようとしたのに、ギロッとにらまれてそれ以上言えない。

「承知、しました」

　あきらめ気味に返事をすると、満足そうにうなずいている。

　地下駐車場で待っていると、十分きっかりで蒼介さんがやってきた。

「待たせた」

「いえ。でも、本当に着替えがないんです」

　強く訴えたのに、「問題ない」と車を発進させる。

「蒼介さん？」

「これからお前の家に寄って荷物を取ってから、飯を食いに行こう。さっき業者に電話しておいたから、土曜に引っ越しするぞ」

「え！」

　仕事ができるのはわかってるけど、引っ越しの手配まで……早すぎるでしょ？

　でも、本当に同棲するんだ。なんとなく夢心地だったので、現実的になり緊張を隠せない。

「まさか、撤回しないよな」

「し、しませんよ」

　でも、毎日あの激しい夜はちょっと困るかも。

　そんなことを考えたものの、恥ずかしすぎてとても言い出せない。

　すると、赤信号でブレーキを踏んだ彼が私に視線を送ってくる。

「なにも心配いらない。幸せにしてやる」

　一瞬、息が止まった。

　なんてうれしい言葉なんだろう。弁護士の看板を下ろした蒼介さんは、とろけそうなほど甘くて、優しい。

「はい」

　ドキドキしすぎてうつむき加減で返事をすると、彼は大きな手で私の頭を撫でた。

　それから着替えを取りに行き、有名な老舗の洋食屋さんで名物のカニクリームコロッケを食べてから、彼のマンションに向かった。

　シャワーを借りたあとリビングに行くと、蒼介さんがワイン片手にベランダに出て外を眺めている。

「どうかしました？」

「いや、美咲も飲む？」

「はい。持ってきます」

　グラスにワインを少しだけ注いで戻ると、彼はボーッと三日月を眺めている。

　眼下に広がる木々の葉が、生ぬるい七月の風に煽られてざわざわと音を立てている。こうして自然を身近に感じられるのが、このマンションの醍醐味だ。

「たまにこうして頭をからっぽにしたくなるんだ」

　グラスをカチンと合わせてから飲み進む彼はつぶやく。

「蒼介さんは、常に頭の中フル回転ですから。休憩してください」

　私はてんてこまいとはいえ、決まった書類を作成したり、取り寄せたりすればいい。けれども彼は、事件に合わせた柔軟な対応を迫られる。

「でも、美咲がいてくれるから頑張れる」

「私？　叱られてばかりでしょ？」

「そうだけど」

　蒼介さんは肩を震わせ、視線を絡ませた。

「美咲は俺よりずっと、日々進化している。俺の秘書になったばかりの頃より、確実にできることが増えているだろ？」

「はい。それは厳しい上司のおかげですね」

　ちょっぴり嫌みも込めて返すと、頬を緩ませている。

「ははっ。楽しいんだ。次はどうこの山を乗り越えてくるんだろうって。美咲を見ていると、俺も限界を超えたくなる」

「他ひ人との苦労を楽しみにしないでください」

　とは言ったけど、そうやって見守ってくれる彼がいるから私は前に進める。それに、こんな私に影響されて頑張ろうと思うなんて、びっくりだ。

「いや、まだまだ楽しみにしてるぞ。俺も負けないようにしないとな」

　彼は再び夜空を見上げてワインを口に運んだ。

「蒼介さん、そういえば今日、来客がありませんでした？」

「来客？」

「はい。女性の……」

　気になっていることを聞いてしまおう。

「あぁ。大学時代の同級生が訪ねてきた。学部は違ったけど、サークルが同じで」

「なんのサークルですか？」

「テニスだよ。遊んでるだけだったけど」

　テニスまでできるんだ。賢くてスポーツまでできて完璧すぎる。モテたんだろうな。

　そんなことを考えていると、告白された日にスマホの画面に表示された女性の名前をふと思い出し、心臓が勝手にドクンと跳ねる。たしか、同級生だと言っていたような。同じ人？

　女性の影なんてもちろんないけど、もしかして、元カノ、とか？

　自分は元彼の彰人と向き合ってもらったくせして、モヤモヤする。

「おきれいな方でしたね」

「なんだ、妬いてるのか？」

　ふと口をついて出た言葉に、彼が反応する。

「違います」

　と言ったものの、多分これは嫉妬だ。

「かわいいな。もっと嫉妬していいぞ」

「だから、違いますって！」

　ムキになって否定すればするほど、そうだと言っているような気がしてくる。

「心配いらない。俺はお前一筋だよ」

　蒼介さんは優しく微笑んだあと、ワインの香りが漂う唇を重ねた。




　翌日の木曜日。事務所は吉井先生の息子・吉井隆たか明あきさんの傷害事件で話題はもちきりだった。

　不起訴を目指して動いている迫田先生には悪いけど、朝日法律事務所の他の弁護士たちは、隆明さんの普段の素行に疑問を抱いているようで、『起訴されておいたほうが本人のためかもね』なんていう意見が続出している。

　そんな事務所の様子を蒼介さんに耳打ちすると、小さくうなずく。

「起訴されたとしても、略式では手ぬるいな」

　隆明さんのことを快く思っていない蒼介さんも、同じように妥当だと思っているらしい。だけど、公判請求を望んでいることに驚いた。

「手ぬるい？」

　私は隆明さんの過去に起こした事件をすべては知らないので、単なる疑問だった。だけど蒼介さんは、険しい表情で口を閉ざす。

「例の不当解雇の件、企業側の弁護士から連絡が入るはずだから、すぐに電話を回してくれ」

「わかりました」

　彼がそれ以上隆明さんのことについて話したくなさそうなので、深く追及するのはやめて部屋を出た。










あなたが好きだから




　青空が広がり汗ばむ土曜。本当にマンションを引き払って彼の部屋に転がり込んだ。

　同棲を承諾したとはいえ、引っ越しはさすがにもう少し先の話だと思っていたのに、蒼介さんの素早すぎる手配のおかげでもう現実となった。〝できる男〟を見せつけられた気分だ。

　それだけ早く一緒に暮らしたいと思っているんだと考えると、うれしくて顔がにやけるんだけど。

　マンションが広すぎて使っていない部屋があり、そこを丸々私の部屋として貸してもらえることになった。

　疲れてるから無理をしなくていいと言われたものの、料理を振る舞いたくて広いキッチンに立つ。今日の夕食は圧力鍋で牛肉を柔らかく煮込んだビーフシチュー。

「これは……レストランの味だ」

「本当ですか？」

　彼が目を細めて褒めてくれるのがうれしくてたまらない。

「あぁ、最高だ。美咲は料理がうまい」

「ありがとうございます」

　仕事ではなかなかこんなことを言ってもらえないので、テンションが上がる。心の中で小躍りしながら、食事を進めた。

「そういえば、松下の手伝いをしてたんだって？」

　家に帰ってきたあとは仕事の話をしないのに、彼から聞いてくるなんて珍しい。

「はい。私も忙しかったので少しだけですけど。松下さん、吉井先生の息子さんの事件で大変みたいで」

　金曜に、仕事の合間にファイリングを手伝った。

「在宅だよね？」

「はい。逃亡の恐れはないからと」

　有名代議士の息子で秘書までしている彼は顔も知られていて、逃亡して行方をくらますという心配がないので、身柄事件には至らなかったんだとか。

「目撃者が多数いるんだよな」

「結構派手にやったようで、店にいた客が数人見ていたらしいです」

「迫田先生、不起訴を狙ってるんだろ？」

　刑事事件で警察の捜査が行われても、嫌疑不十分の場合や、軽微な犯罪で示談が成立しているなどの場合、不起訴処分となり前科はつかない。

「でも相手方が相当怒っていて、示談を拒否しているみたいですよ。その場での謝罪もなかったようで」

「謝罪なんてするような人じゃないからな。初犯、になるのか。そうするとおそらく略式起訴か……」

　蒼介さんが意味深なことをボソッとつぶやく。

「初犯ですよね？」

　民事沙汰は何度もあったようだけど、刑事事件は初めてなんじゃないの？

　彼の言い方がとても気になる。

　初犯でケガも軽い場合は、おそらく非公開のまま審理される略式起訴となり、罰金刑が既定路線だ。一方、前科がある場合は、公判請求――つまり公開された法廷での裁判の請求をされる可能性がある。

「ごめん。せっかくの飯がまずくなるな」

　蒼介さんは私の答えには回答せず、重くなった空気を一掃するかのように微笑み、再びシチューを口に運び始めた。

　翌日の日曜日。蒼介さんと久しぶりに出かけることになった。

　日頃忙しい彼は休日はあまり出かけないようで、時々デートは楽しむものの、普段は緑あふれるマンションで静かに過ごすのが習慣らしい。

　私もそれが嫌いではないけれど、恋人らしいことをしたいという願望もあり、デートスポット特集の載っている雑誌をこっそり読んでいたのを見つかった。

「早く言えばいいのに」

「だって、蒼介さん疲れてそうだし」

　と言っても、夜は激しいんだけど。

「疲れてたって、お前の願い事くらい叶えてやるよ。それで、どこに行きたい？」

　彼は優しい笑みを浮かべる。

「えっと、あのっ……」

「なにをためらってる？」

　急かされて、思いきって口を開いた。

「水族館に行きたいです」

「水族館か。久しぶりだな。行こう」

　静かに家で過ごすのが好きな彼を人ごみに引っ張り出すのはよくないんじゃとためらったけれど、あっさり承諾の返事が来て拍子抜け。

「でも、子供もいっぱいいると思いますし、うるさいかも」

「まさか、それで言い渋ってたのか？　別に平気だぞ。俺が今まで家で過ごすことが多かったのは、ひとりで出かけてもつまらないし、特にしたいこともなかったからだ。俺は美咲が出かけるのが好きじゃないのかと思ってた」

　あれ、私たち、互いを誤解してたみたい。

「好きですよ。よくショッピングにも行ってましたし。でも、蒼介さんに絞られすぎると、家でぐったりしてましたけど」

「それじゃあ、今週はまだ限界は超えてないってことか」

　しまった。余計なことを言った。

「超えてます！　もう十分です！」

　焦りに焦って頭が飛んでいきそうなほど首をブンブン振ると、クスクス笑っている。からかわれるのは困るものの、休みのときの彼は笑顔が多くてうれしい。

「冗談だよ。それじゃあ、行くか」

「はい！」

　それからすぐに着替えを済ませて、家を飛び出した。

　水族館は想像以上の人でごった返していた。

「私、水のある空間がすごく好きなんです。どうしてかなぁ。お母さんのお腹の羊水を思い出すのかな」

　ふとそんなことを漏らすと蒼介さんは肩を震わせている。

「羊水までさかのぼるとか」

「あれ、変ですか？」

「いや。普段ドロドロした世界ばかり見ているから、そういう素朴な発言を聞くとホッとする」

「素朴？」

　それって、若干バカにしてない？と勘ぐったものの、彼の表情が穏やかなので、そうでもなさそうだ。

「あれ見て。あの大群、イワシ？」

　意外にも彼はノリノリで、大きな水槽に現れた魚の群れに歓喜の声を上げている。

「すごい。同じ方向に泳いでいく」

「たしか、右回りが多いんじゃなかったかな」

　博学な蒼介さんは、そんなことまで知っていてびっくり。

「そうなんですね。でもこんなにそろってると圧巻ですね」

「諸説あるけど、こうして群れをつくるのは大きな魚に食べられるリスクを軽減するため。一匹だと確実に食べられてしまうけど、群れをつくっていれば、食べられるリスクは減るとも言われているね」

　それを聞き、ちょっと複雑。

「群れの中でも犠牲になってしまうのは運なんでしょうけど……なんとなく切ないお話ですよね」

「そうだな。人間も……弱いヤツほど周りに人を集め、いざとなったら守ってくれていた人間を平気で切り捨てる。どのイワシが犠牲になるのかは時の運だけど、人間はそうじゃない」

　そんなことを、なぜか熱く語りだしたので驚いていた。

　そういう経験があるのかな。

「あっ、ごめん。イワシの話だった」

　彼はバツの悪そうな顔をしてはにかんでいる。仕事中でもプライベートでも決して見せない表情が新鮮だ。

「はい。あっちも行きましょう。あれっ、ウミガメがいる！」

　私は蒼介さんの腕を引っ張った。なにかイヤなことを思い出させたのかもしれない。でも、今は忘れて楽しんでほしい。

　次の水槽でも、魚が気持ちよさそうに悠々と泳ぐ姿を見ていた。

「蒼介さん。あの魚、なんでしょうね？」

　疑問に思い質問すると、じっと見られていることに気がついた。

「ん？」

「連れてきてよかった。こんなに目を輝かせてはしゃぐ美咲を見られて、うれしいよ」

　彼はそう囁くと、不意に唇を重ねる。

　えっ？　こんなに人がいっぱいいるのに？

　すぐに離れてくれたものの、顔から火を噴きそうだった。

　しかし蒼介さんはうつむく私の手をギュッと握りしめる。

　とんでもなく恥ずかしい行為だったけれど、彼女だと宣言してもらえたようでくすぐったい。

「ごめん。美咲があんまりかわいくて」

「いやっ、あっ……。ありがとうございます」

　こんなとき、なんと答えたらいいのかわからない。しどろもどろになると、ククッと笑われた。




　水族館を堪能したあとは、少し遅めのランチを食べてから、ショッピングに繰り出すことになった。

　街中に移動して、『東郷百貨店』に向かう。ここに大好きなブランドのお店があるからだ。

「『ブランピュール』って聞いたことがあるな」

「ちょっと高いんですけど、デザインも品質も最高で、すごく人気があるんですよ。ここで洋服を見て、この服を買うために頑張ろうって気合を入れるんです」

　価格帯が高めなので、いつも買えるわけじゃない。だけど、年に何着かは頑張ったご褒美として購入することもある。

「それじゃあ、今日は俺が買ってやる」

「どうして？」

　思いがけない申し出にキョトンとすると、彼もまた首を傾げている。

「どうしてって、好きな女を甘やかしたらダメか？」

　そんなセリフをよくもさらりと。照れくさくて卒倒しそう。

「ダメ、ではないと思いますけど……」

「それならいいだろ？　どれにする？」

　蒼介さんは私以上に楽しそう。何枚も洋服を私に当ててみてうなずいたり、「違うな」と言って戻したり。

　私は呆気にとられて立っているだけ。

「で、美咲はどれがいい？」

「私は、このブラウスがずっと欲しくて」

　白いフリルブラウスは、ブランピュールのド定番。仕事にも着られる上品さで、ずっと狙っていた。が、他のブラウスと比べても少々高い。

「それじゃあ、これとこのスカートと、ワンピースと」

「待ってください。全部買うつもりですか？」

「そうだけど」

　蒼介さんは平然とした顔で答えるけれど、もうこの時点で十五万は軽く超えている。

「いえっ、今日はブラウスだけで」

　ブラウスだって二万五千円するんだよ？

「俺が着てほしいんだから、気にするな」

　私の意見を却下した彼は、早々に支払いを済ませた。こんなに一気に買い物をしたのは初めてだ。

「ありがとうございました……でいいんですか？」

「もちろん。帰ったら着てみて。すぐに脱がせるけど」

「はいっ？」

　聞き捨てならない言葉を付け足した蒼介さんは、さりげなく私の腰を抱き、耳元に口を寄せる。

「美咲、顔が真っ赤」

「も、もう！」

　あなたのせいでしょ？

　怒ってみせたのに、彼はめげない。

「そうやってすぐ照れるところもたまんない」

　本当に息が吸えないから勘弁して！

　目をキョロキョロさせていると、クスクス笑っている。仕事中と変わらずイジワルなのは困るものの、こうして楽しい時間を過ごせるのが幸せだった。

　それから、途中で夕食の買い物をしてマンションに戻った。

　セキュリティのため、住民に渡されているリモコンを操作するとマンションの駐車場に続く門が開く仕組みになっていて、何度経験しても「おぉっ」と感動する。お城にでも入っていくようなワクワクした気分になれる。

　彼が車を停めてリモコンを操作し始めたとき、二十メートルほど離れている正面玄関前に女性が立っているのに気がついた。どこかで見たことがあると思い見つめていると、それがLa mer TOKYOの玄関でぶつかった女性だとわかった。

　蒼介さんの同級生だ。――私が、元カノかもしれないと感じた、あの。

　じっと見ていたからか、蒼介さんも彼女の存在に気がつき、一瞬目が大きくなる。けれどもすぐにクールな表情に戻り、マンション内に車を進めた。

　蒼介さんを訪ねてきたんだろうけど、いいのかな？

　そんな気持ちが湧いてきたものの、本当は会ってほしくなんてない。そして、どうして彼女がここにいるのか、説明してほしい。

　地下駐車場に車を停めたとき、彼のスマホが鳴り始めた。

　スマホの画面をチラッと見た蒼介さんは「ちょっと、先に行ってて」と部屋のカギを渡してくる。

　きっと今の電話は、あの女性からだ。ピンときたけれど、問いただすのが怖い。ついさっきまであんなに楽しくて満たされた気分だったのに、一気に不安になった。

　私は、蒼介さんの彼女なのに。大切にしてもらえていると感じているのに。

　仕方なく彼に買ってもらった洋服を持ち、部屋まで上がる。

『帰ったら着てみて』と言われたけど、試着はしたんだし、もういいや。

　心にダメージを食らったせいかちょっと無気力になり、クローゼットに押し込んでリビングに向かった。

　食材も買ってきたので夕飯の準備を始めないといけないのに、まったく手が動かない。いや、頭も。

　モヤモヤを解消できない私は、ベランダに出て外を眺めることにした。蒼介さんはこの空間が好きで、頭をからっぽにしたいときによくここから空を見上げている。

　今日は風が強いものの、そんなことはどうでもいいと感じるほど動揺していた。頬に突き刺さる風より、心に刺さった棘とげのほうが痛い。

　ここからは正面玄関が見えない。だからふたりがなにをしているのかはわからない。

　私に甘い愛の言葉をたくさんくれる蒼介さんを信じていればいいのに、家まで押しかけてくる彼女を見たら、沸々と嫉妬の念が湧いてくる。

　どう考えても仕事の依頼じゃない。

「こんな……」

　これほど強い気持ちがあるなんて自分でも意外だった。

　蒼介さんを失いたくないし、我慢もしたくない。あの人と会ったりしないでほしい。

　そんなことを悶もん々もんと考えていると、告白された日にスマホの画面に表示された【杉尾真美】という名前が再び頭に浮かんだ。

「杉尾さんだ……」

　やっぱり彼女は杉尾真美さんだ。なんとなくそう確信した。

　それからどれくらい経っただろう。ただ呆然と太陽が西の空に吸い込まれていくのを見ていると、突然うしろから抱きしめられてビクッとする。

「美咲、どうした？」

　彼は私の頬に自分の頬をくっつけてつぶやく。

　蒼介さんが帰ってきてくれた。私のところに、帰って――。

　ここは彼の家なんだから帰ってこないわけがないのに、彼が私を抱きしめているという事実だけで胸がいっぱいになる。

「中に入ろう」

　促されたものの、足が動かない。イヤイヤと首を振り、それを拒否した。

　説明して。彼女は誰？　単なる同級生じゃないでしょ？

　そう問いつめたいのに聞く勇気がない。

「彼女のことを、気にしてるの？」

　すると蒼介さんのほうから切り出した。それでも微動だにせず黙っていると、彼は「ふっ」と小さなため息をついてから口を開く。

「彼女は、大学時代の同級生だけど……。とある事件の関係者なんだ」

「事件？」

「そう。彼女のお兄さんが罪を……」

　彼はそこまで言うとなぜか口を閉ざし、私の手をギュッと握る。

「ある刑事訴訟で起訴された。俺はそのときの弁護を担当するはずだった」

『はずだった』ということは……。

「担当しなかったんですか？」

「そう。途中で降りたんだ。裁判でお兄さんは有罪。執行猶予もつかず服役することになっていろんなものを失った」

　犯罪を犯したのなら、自業自得では？

　そう思ったものの、歯切れが悪いのが気になって言い出せない。なにか事情があるように思える。

「担当しなかったのなら、関係ないでしょう？　こんなふうにマンションにまで来るなんておかしいです」

　思いの丈をぶつける。

「そう、だな」

　だけど彼は認めるだけで、それ以上はなにも言わない。

　つい数十分前まであんなに楽しかったのに、今はつらくてたまらない。

「そうだなって……。私、なにがなんだかわかりません！」

　ごまかさないでちゃんと説明してよ。認めないで言い訳してよ！

　考えがまとまらなくなり、彼の手を振りきって室内に駆け込んだ。そして、借りている部屋に入ってドアを閉める。

　彼女に嫉妬したとき『俺はお前一筋だよ』と言ってくれたでしょ？　あれは嘘？　どうして奥歯に物が挟まったような言い方なの？

　いつも自分の主張は曲げない、彼らしくない。

「美咲」

　ドアの外から蒼介さんの声がする。でも、私は返事をしなかった。

　今はなにも話したくない。ううん、冷静に話せない。

「美咲。彼女とはなにもない。それは誓う。ただ、お兄さんが有罪になって、大きく報道もされたから、彼女の一家は好奇の目にさらされることになった。それで彼女自身も職を失い、うしろ指をさされるようになって……」

　そういう事例はよくある。注目される裁判であればあるほど報道合戦が熾し烈れつで、被告人の家族まで責められることも珍しいことではない。結果病んでしまう人もいる。

　だけど、蒼介さんは担当しなかったんでしょう？　いくら面倒見がいいとはいえ、同級生だからって彼女の心配をするのは行きすぎだ。

「美咲にイヤな思いをさせたことは謝る。だけど、俺が好きなのは美咲なんだ。美咲しかいらない」

『美咲しかいらない』なんて言われて、うれしくないわけがない。でも心のモヤモヤは晴れることがなく、それならどうして？という気持ちがあふれてきて、苦しいだけ。

　それから壁になにかがぶつかったような小さな物音がしたあと、静まり返った。

　私は広い部屋の片隅で頭を抱える。

　どうして恋ってうまくいかないんだろう。彰人には財布にされ、蒼介さんには関係が断ち切れない女性がいて……。

　ううん。蒼介さんは私が好きだと言ってくれているじゃない。彼女のことを女性として意識しているわけじゃないでしょう？

　そう自分に言い聞かせても、簡単には納得できない。

　壁にかけられた時計の秒針がカチカチと進む音だけが響き、それを聞いているうちに、少し眠ってしまった。つらいときは考えることも放棄したくなる。




　ハッと目を覚ますと、もう午前〇時を回っていた。

　結局、夕飯も作れなかったな。水族館も買い物もあんなに楽しかったのに、それを帳消しにするほどの衝撃が待っていた。

　そんなことを考えていると、蒼介さんのことが頭をよぎる。

　今、どうしているだろう。

　耳を澄ませても物音ひとつせず、気配を感じられない。気になってそっとドアを開けると……。

「えっ？」

　ドアの横に彼が座り込んでいたので、驚いた。

　まさか、ずっとここに？

「美咲」

　彼はスッと立ち上がり、神妙な面持ちを私に向ける。

「彼女のことは悪かった。ただ男女の仲では絶対にない。それだけはわかってほしい」

　その視線がまっすぐで、嘘をついているようには思えない。だけど、すぐに『はい』と言えない。

「ベッド使って。俺はソファで寝る」

「そんな……」

　大きな彼がソファで縮こまって眠るなんて、疲れが取れない。

「美咲が心配なんだ。頼むからそうして」

　こんなふうに優しさを見せつけられたら、余計に苦しい。彼を信じたいのに信じられない自分がイヤだ。

　蒼介さんは少しも引く気がなさそうなので、私はうなずいて従うことにした。

「おやすみ」

　彼は寝室のベッドまで私を連れていきそう言うと、照明を消して部屋を出た。静かにドアが閉められ、部屋は闇に包まれる。

「蒼介、さん……」

　広いベッドにひとりは寂しい。毎日抱き寄せられて緊張しているくせして、彼の腕の中が心地いいことを思い知らされた。

　それから一時間ほどして、どうしても蒼介さんのことが気になって寝つけなかった私は、リビングに向かった。そっとドアを開けると、彼はソファで小さくなって眠っている。夏とはいえクーラーがかけっぱなしの部屋では体が冷える。私は慌てて寝室にあったブランケットを持ってきて、静かにかけた。

「美咲」

　起こした？と焦ったものの、目を覚ましたわけではなさそうだ。寝言で私の名前を呼んでくれるなんて……。

「蒼介さん」

　小声で彼の名を口にすると、胸がいっぱいになり視界がにじんでくる。

　こんなに好きになってしまった自分に戸惑いつつ、彼をどうしても失いたくないという強い気持ちに気がつく。

　彰人のことで沈んでいた私に、『幸せな恋を教えてやろうか』と言ってくれたでしょ？　教えて、よ。もっともっと幸せな恋を。

　心の中でそう念じてから、再び寝室に戻った。




　翌日。私は朝からごく普通に振る舞った。昨夜、夕食を食べ損ねたので朝食はしっかりめに。クロワッサンの他に、ひき肉をたっぷり使ったオムレツと、彼が教えてくれたお店の手づくりソーセージの盛り合わせ。他にはマカロニサラダと、彼の好きなコーンスープ。

　できるだけ音を立てないように調理をしていたものの、途中で彼が目を覚ました。

「ごめんなさい、起こしちゃいましたね。お腹空いたでしょう？　すぐにできます」

　できた料理をテーブルに並べていくと、蒼介さんは横に来て私を見つめる。

「美咲……」

「あっ、おはようございますがまだでした。今日も頑張りましょう」

　虚勢、だったのかもしれない。でも眠れぬ夜を過ごし、ひとつわかったことがある。

　私は蒼介さんが好きだし、離れたくない。たとえ、あの女性が彼に会いに来たとしても、渡さない。

「美咲。お前に誤解させるようなことをした――」

「私、負けません。蒼介さんが、好きだから」

　恥ずかしくてうつむきながら言うと、彼は私を抱き寄せる。

「負けるもなにも、俺は美咲が好きなんだ。美咲のことしか目に入らない」

　そこまで言うんだし、なにかわけがあるのだろう。詳しくは言えないわけが。

「ありがとう、ございます。それじゃあ今日は、仕事中も優しめで」

「それとこれとは別だ」

　すぐさま上司の仮面を被った彼が返答するので噴き出す。

　幸せになりたくて付き合っているんだから、沈んでばかりいてもしょうがない。

　笑顔をつくると、蒼介さんも微笑んでくれたので、うれしかった。




　出勤すると吉井隆明さんの件で迫田先生が珍しくバタバタと走り回っていて、秘書の松下さんも忙しそうだ。

「なにか手伝いましょうか？」

「あっ、ありがと。書留を送っておいてもらえると助かる」

「わかりました」

　迫田先生も外出が増え、すべて同行するわけではないとはいえ、松下さんも事務仕事がはかどらない。

「進展があったんですか？」

「うーん。進展というか……」

　彼女は言いにくそうにして私を手招きするので、隣まで歩み寄った。

「実は、隆明さんが殴ったんじゃなくて、その日一緒にいた吉井事務所の若い人だっていう証言がいくつか出始めたの」

「ええっ！」

　だって、店にいた複数の人が目撃していて、隆明さんが殴ったことは揺らぎようがない事実じゃなかったの？

「私もびっくりだったんだけど、『酔っ払い同士のケンカだから証言もあやふやだ』と迫田先生は涼しい顔をしてるのよね。まあ、こちら側にとってはありがたい証言なんだけど」

　刑事事件は〝疑わしきは被告人の利益に〟――俗にいう〝疑わしきは罰せず〟というのが原則で、提出された証拠によっても、あったともなかったとも確信できないときは被告人に有利な判決が下る。

　今回、別の犯人がいると証言する人がいるということは、隆明さんの犯した犯罪であるとはっきりと言えない。つまり無罪放免となる可能性が高い。

　迫田先生の言う通り、酔っ払いの証言ばかりでは信ぴょう性に欠けるところもあるけれど、店主も見ていたんじゃなかったっけ？

　あれこれ聞いてみたかったものの、松下さんも忙しそうなので、そこで自分のデスクに戻った。

　それから整った書類を持ち、蒼介さんの部屋に向かった。

「書類ができましたので、チェックをお願いします」

「先週末に頼んだ住民票は？」

「申請しておきました」

　よし、今日は叱られなくて済みそうだ。

「迫田先生が忙しくされてるようだな」

　彼は吉井先生がここに来てから、迫田先生のことをしきりに気にしている。今までそんなことはなかったのに。

「そうですね。なんでも、隆明さんとは別の人が手を上げたという証言が出てきたみたいで……」

「なんて？」

　蒼介さんの顔が険しくなり、周りの空気が一瞬にして凍り付く。

「本当は吉井先生の事務所の若い人が殴ったとか――」

　彼は私の話を聞き終わる前に立ち上がり、部屋を出ていく。

　どうしたの？

　あとを追いかけると、迫田先生の部屋へと一直線。ノックをしたあと入っていった。

　そのままドアの前で立ち尽くしていると、私以外には浴びせたことがない、蒼介さんの怒りを纏まとった声が聞こえてくる。

「迫田先生、また間違いを犯されるのですか？」

「九条、なにを言っているんだ。間違いってなんのことだ」

「先生が一番ご存じでは？」

　ドア越しにも緊迫した様子が伝わってくる。

「法廷での判決がすべてだ。私はなにも間違いなど犯していない」

「その判決が、誰かの手によって捻ねじ曲げられた結果だとしたら？」

「なにが言いたい。忙しいんだ。用がないなら出ていってくれ」

　迫田先生の荒々しい声が聞こえたあと、ドアが乱暴に開き、蒼介さんが出てきた。

　いつものクールな姿とは違い、悔しさをにじませたような顔をしている。

「プレジールに行ってくる。なにかあったら電話をくれ」

　彼はそう言い残し、事務所を出ていった。

　カフェに頭を冷やしに行ったのかな……。

　迫田先生にあんな言い方をするところは見たことがない。だって蒼介さんの師匠のような人だと聞いているし。

　それからすぐに迫田先生も出てきた。

「五十嵐、九条に余計な口出しをするなと言っておいてくれ」

「……はい」

「松下、出かけてくる。松下は来なくていい」

　迫田先生は不機嫌全開のまま、スタスタと歩いていった。

「なにがあったんでしょう？」

　迫田先生を見送った松下さんに尋ねたけれど、首を傾げるばかり。

「九条さんがあんなにつっかかるのも珍しいし、迫田先生が冷静さを欠くのも初めて見たかも」

　私より長く事務所に在籍している彼女がそう言うのだから、余程のことなんだろう。

　あとで、聞いてみようかな……。

　そんなことを考えながら、鳴りだした電話に手を伸ばした。




　その日は、夕食のあと蒼介さんとワインを少し飲むことにした。

「お疲れですよね」

　顔色が優れないのが心配で尋ねたものの、「大丈夫」とソファで隣に座った私の腰を抱き引き寄せる。

「美咲がいてくれれば、疲れも吹っ飛ぶよ」

　艶のある声で囁かれ、ドキドキが止まらない。

　彼はそんなことはおかまいなしに、私の頭を自分の肩に寄りかからせ、髪を梳すきだした。

　昼間の刺々しい様子が鳴りを潜めている今なら聞けるかも。

「迫田先生と、なにかあったんですか？」

　思いきって尋ねると、手が止まる。

　やっぱり聞いちゃいけなかったのかな……。

「ごめんなさい。話したくなければいいんです」

　慌てて付け足すと、彼はワインを口に運んでからグラスをテーブルに戻した。

「八年ほど前、迫田先生が担当した刑事事件で、犯人のすり替えがあった」

　蒼介さんは顔をゆがめ低いトーンで話し始める。

「すり替え？」

「迫田先生がそれに加担したんだ」

　あの迫田先生がそんなことを？

「なにかの間違いではないんですか？」

　とても信じられなくて聞き返したけれど、首を振っている。

「残念ながら、間違いじゃない。俺も一緒に担当していたからね」

「蒼介さん。もしかして……」

「あぁ。迫田先生はまた同じことをしようとしている。事件の種類は違うけど、ニセの犯人を仕立て上げようと……」

　驚きのあまり、息をするのを忘れそうになった。

　隆明さんが殴ったことは間違いないのに、他の人に罪を被ってもらおうとしているんだ。多分、隆明さんがいつか吉井先生の地盤を継いで、政治家になるためだろう。

　刑事事件で起訴されて前科があるなんて、スキャンダルもスキャンダル。おそらく政治家の道は絶たれる。不起訴を勝ち取れないと察した時点で、方向転換したということか。それで蒼介さんは、あんなに怒っていたんだ。

「あのとき……それを知ったのに止められなかった。当時は雲の上の存在だった迫田先生に意見することなんてできなくて、事件から外れて逃げることしか」

「蒼介さん……」

　彼は唇を噛みしめているが、それは仕方がない気がする。

　弁護士として経験の浅い彼が、長年にわたりたくさんの事件を担当してきた先輩弁護士にたてつくなんて容易じゃない。

　それでも、正義を貫くのが弁護士なのかもしれないけれど、尊敬する先輩のすることに刃向かえなかったんだろう。

「その結果、人生が台無しになってしまった人がいる。後悔してもしきれない」

　蒼介さんは苦々しい顔をして声を振り絞る。

　なんと声をかけたらいいのかわからない。

　やはり弁護士としては、真相をつまびらかにすべきだっただろう。だけど、迫田先生という大きな壁が立ちふさがり、どうにもできなかったことも理解できる。

　もしかして、彼が刑事事件を担当しないのは、そんな経験をしたから？　責任を感じているのかも。

　私はなにも言えない代わりに、蒼介さんの手を握った。すると彼は、少し驚いたように目を大きくして私を見つめる。

「ごめんなさい。私はなにもできないんです。でも、蒼介さんのつらい気持ちを一緒に背負いたいです」

「ありがとう、美咲。やっぱりお前は最高の女だ」

　視線が絡まり合い、どちらからということもなく唇が重なった。




　翌日から、蒼介さんの目が変わった。仕事中はもともとキリリとした表情で対応しているけれど、視線がいっそう鋭くなり、獲物を狙う鷹のよう。

　それはおそらく、迫田先生の件があるからだと思う。

　迫田先生は朝から出ていて、松下さんもいなかった。

　午後三時近くになり、蒼介さんが「少し出る。すぐに戻る」と事務所を出ていく。

　休憩かな？と見送ったけれど、郵便局に行く前にチェックしてほしい書類があったことを思い出し、慌てて追いかけた。

　エレベーターホールに向かう彼のうしろ姿に声をかけようとしたのにできなかった。その先にあの女性がいたからだ。

　心臓がドクドクと音を立て始め、指先が冷たくなるのを感じる。同時に、闘志にも似た思いが沸々と湧いてくる。

　負けたくない。蒼介さんは私の彼なの。

　そう心の中で叫んだものの、ふたりはまた休憩コーナーのほうへ曲がっていく。

　本来なら引き返すべきだった。でも、どうしても気になってふたりのあとを追ってしまった。そして休憩コーナー近くの物陰で息を潜める。

「職場には来ないでほしいと伝えたと思うけど？」

　口火を切ったのは蒼介さんだ。

「わかってます。でも、全然会ってくれないから」

　反論する彼女の声はか細い。

「会う必要がないよね」

「どうして？　兄は私とあなたが結婚することを望んでるのよ」

　彼女がさっきよりも少し強い口調で言った。

　思いがけず『結婚』という言葉が飛び出したので、体をこわばらせて息を呑む。

「お兄さんが望んでいるから、真美は俺と結婚するつもりなのか？」

「もちろん、私も望んでるわ」

　やっぱり、彼女は杉尾真美さんだった。

　しかも蒼介さんは『真美』と呼んだ。それほどふたりは親密なんじゃないの？

「ねえ、始まりはあんな形の再会だったけど、私は蒼介くんがちゃんと好きよ」

『ちゃんと好き』って？　蒼介さんはそういう関係じゃないと言ったのに、どういうことなの？

「私、蒼介くんとなら幸せになれる」

「……俺は、他に好きな女性がいる」

　蒼介さんがはっきりと私の存在を口にしたので、心臓がドクンと音を立てる。

　真美さんの片想いってこと？

「そんな……。私はどうなるの？　蒼介くんは私たちを見捨てるの？」

「見捨てるとか、そういう問題じゃなくて……」

　困惑したような蒼介さんの声が聞こえてくる。

　でも、『見捨てる』ってどういうこと？　彼女はお兄さんの起こした事件で不幸な経験をしたようだけど、どうして蒼介さんがその責任を負わなくちゃいけないの？

「悪いが、クライアントから電話が入る予定なんだ。今日はもう帰って」

「……わかり、ました。でもまた会って」

　彼女の懇願に「あぁ」とためらいがちに返事をしているのは、もう時間がなかったからかもしれない。

　私はそこで休憩コーナーを離れた。

　急いでデスクに戻ると、それからすぐに蒼介さんも無表情で戻ってきた。彼が部屋に入るのを確認してあとを追った。

「九条さん、この書類のチェックお願いします」

　デスクの横に立ち、書類を手渡す。

「あぁ、今日中だな。そろそろ離婚調停のクライアントから電話が入る予定だからつないで」

「わかりました」

　淡々と進む上司と部下の会話。彼が仕事中に笑顔を見せないのはいつものことなのに、なぜか胸が痛い。

　だけど私に今できることは、蒼介さんを信じて支えになることだけ。

　そう気合を入れなおし、気持ちを切り替えた。

　それから一時間。電話を終えた蒼介さんは部屋から出てきて、さっきの書類を私に差し出す。

「これでいい。あと、今の電話の件で、クライアントに直接会いに行く」

「わかりました。いつでしょう」

「今から」

「は？」

　顎が外れそうになる。

「もちろん、五十嵐も来いよ」

「そんなスケジュール聞いてません」

　残っている書類をさりげなく触ってアピールしたものの、「これは明日の朝一でいい。用意して」のひと言で撃沈。

「……はい」

　鬼上司には逆らえず、バッグに荷物を詰め始めた。

　それから十分。ジャケットを羽織りながら再び部屋から出てきた蒼介さんに無言で促されて慌てて続いた。

「郵便局はお願いします！」

「わかった、わかった」

　必死の形相の私を見て、口元を緩めている。事務所を出るとこうして笑顔も見せる。

　エレベーターが到着してドアが開くと、迫田先生と松下さんが乗っていたので顔が引きつる。

「お疲れさまです」

　だけど蒼介さんは、通り一遍の挨拶を交わして平然とした顔。

「あぁ、お疲れ」

　迫田先生も動じる様子はない。数々の裁判で修羅場を乗り越えてきた彼らには、こんなことくらいなんでもないのかも。

　一方、私と松下さんは、視線を合わせ目配せした。

　エレベーターに乗り込んだあと、質問をぶつける。

「先ほど電話をされてたんですよね。どうして会いに行くんですか？」

「電話口で歯切れが悪い。今まではもっとすらすらと言葉が出てきたのに、いちいち発言していいか確認しているように話すんだ」

　こういうところがすごい。わずかな変化も見逃さず、気になればすぐに調べる。

「脅されているのかもしれないし、相手側の弁護士になにか言われたのかもしれない。電話だけでは顔色まではわからないから、会いに行く」

　振り回される秘書としては大変だけど、この行動力も、彼が周囲から信頼され高く評価される理由のひとつになっている。

　今回の離婚調停は、旦那さんの暴力が原因で離婚を申し立てた奥さまのほうからの依頼だ。

「心配ですね」

「そうだな。俺たちができることには限りがあるけど、手は尽くしたい」

　私もその意見に賛成。といっても、書類作成くらいしかできないけど。

　唐突に外出を告げられたときは呆気にとられたものの、こうしてわけを聞くといつも腑に落ちる。

　郵便物を投函したあとも、その道中、車の中でクライアントの話になった。

「結婚四年目でしたよね」

「そう」

「旦那さまが大手ＩＴ企業の取締役で、お金に困ることはない。一歳半になる男の子がひとり。生活環境は申し分ない、というかうらやましいくらいですけど、いろいろあるんですね」

　傍はたから見れば、素敵な旦那さまと結婚したなんて言われそうだけど、その陰ではひどい言葉を浴びせられたり手を上げられたりしていたわけだ。

「そうだな。生活環境は幸せに生きるためのひとつのピースでしかない」

　その言葉にうなずいた。玉の輿こしを狙って合コンする人もいるらしいけど、経済的に潤っていても、幸せになれるとは限らない。

「九条さんは、結婚したいですか？」

　こんな質問をしてしまったのは、真美さんとの会話を聞いたからかもしれない。仕事中は忘れようと思っていたのに、不安が時々顔を出す。

「それは上司への質問か？」

「あっ、すみません。なんでもありません」

　叱られた。当然だ。

　それから彼は黙ったものの、赤信号でブレーキを踏み、私の方に視線を向ける。

「上司に聞いたのなら、答えは拒否する。でも、彼氏に聞いたのなら……もちろん、したい。今、隣に座っている女とね」

「え……」

　軽い気持ちで質問したのに、こんな返事が返ってくるとは。

　あぁっ、もしかして結婚を催促したように聞こえた？

「どうした。耳が真っ赤だぞ」

「はっ、そんなことないです」

　慌てて耳を手で押さえると、クスッと笑みを漏らしている。

「自分で聞いたくせして」

　そうだけど。まるでプロポーズされたみたいだったから。

　動揺しているうちに信号が青に変わり、彼は再びアクセルを踏んだ。




　蒼介さんの勘は正しかった。

　離婚のために子供と一緒にアパートに引っ越していた奥さまの貴き代よ美みさんは、頬にあざをつくっていた。

「旦那さんに会われたんですね」

「言わなくてすみません。この子の養育費について話したいと電話があって。弁護士さんと一緒のときがいいと話したのですが、間に余計な人を入れるなら親権を要求するって」

　貴代美さんは涙目だ。

「親権は渡しません。ご安心ください」

　蒼介さんがきっぱり言うと、貴代美さんの表情が和らいだ。

「今後、貴代美さんとお子さんの安全のために、私のいないところでは接触しないでください。親権も養育費も勝ち取ります」

「はい。どうか……お願いします」

　それからケガの状態を写真に撮らせてもらい、医師の診断書を取るため彼女が病院に行くのに付き添うことになった。

　私が貴代美さんに付き添っている間に、旦那さまのほうの弁護士に連絡を入れていた蒼介さんが戻ってきた。

「あちらの弁護士は今回の暴行についてはまだ知らなかったようです。ＤＶ案件ですので、今後の調停で旦那さんに会いたくなければ、顔を合わせないように配慮していただけます」

　子供を抱いた貴代美さんはうなずくものの、どこか不安げだった。

「応じてくれなかったら？　主人は世間体をとても気にする人で、離婚なんてみっともないことはできないと。養育費の話なんて言ったくせに、結局は離婚はしないの一点張りでした」

「調停がうまくいかなければ、訴訟を起こします。貴代美さんの人生は貴代美さんのものです。決して我慢しないでください。私が責任をもって最後までサポートしますから」

　蒼介さんの力強い言葉に、彼女は大きくうなずいた。

　彼に任せれば大丈夫。だって、迫田先生が起こした間違いを、いまだ自分のことのように悩んでいるんだから。そのときは止められなかったかもしれないけれど、弁護士としてすべきことはよくわかっている。

　病院の診察を終えて貴代美さんを家まで送り届けたあと、再び車に乗り込んだ。

「行ってよかったですね」

　蒼介さんが電話だけで済ませていたら、暴力におびえた貴代美さんは離婚を踏みとどまっていたかもしれない。

「あぁ。俺たちの判断でその人の人生が変わることもある。悔いのないように手は尽くしたい」

　ハンドルを握る彼がそう話すのを耳にして、迫田先生のことを考えているような気がした。

「迫田先生を止めましょう」

「は？」

　私の発言に、蒼介さんがあんぐりと口を開けている。

「蒼介さん、モヤモヤしてるんですよね。私もイヤです。というか、どんなに迫田先生が優秀な弁護士でも、やってはならないことです」

「まったく、美咲は……」

　呆れ声を出す彼は、苦笑している。

「ということで、今晩はひとりでご飯を食べてください。私、松下さんを食事に誘ってみます。あっ、込み入った話をしたいので、個室の予約ができるレストランを知りませんか？」

　心が決まったら、すぐに行動に移したくなった。手遅れになる前になんとかしたい。もう二度と蒼介さんにつらい思いをさせたくないし、でっちあげられた罪のせいで不幸になる人ができてほしくない。

「松下に話を聞き出すと？」

「はい。松下さんも、新たな容疑者が出てきたことにはびっくりされていましたし、賢い方ですから、裏があることもわかっているかと。松下さんにメールしますね」

　食事のお誘いをしなくちゃ。

　スマホを取り出しメールを打とうとすると、「待て」と蒼介さんが止める。

「俺も行く」

「ダメですよ。これは迫田先生に対する背信行為です。松下さんにご迷惑がかからないようにうまくやるつもりですけど、蒼介さんが関わったら大ごとになります」

　弁護士の権限は大きく、彼の名前でしか取り寄せられない書類もたくさんある。だから本当は蒼介さんがいてくれると助かるけれど、権限が大きいゆえ、責任も大きい。

「私はクビになっても誰も困ったりしませんけど、蒼介さんは朝日法律事務所に必要な人ですから」

　そんなことを話していると、彼は路肩に車を停めてしまった。

「いや、美咲がクビになると俺が困る」

「えっ、そんなに貴重な存在なんですか？　だったら、叱らなくてもいいんですよ」

　なんて言いつつ、『俺が困る』なんて言われて、本当はうれしくてたまらない。

「それは無理だな」

「あれ、私がいないと困るんでしょ？」

「あぁ、ストレス発散できなくなるから」

　蒼介さんはそう言いながらもクスクス笑っている。

「そんなことに私を使わないでください！」

　口を尖とがらせてみたものの、白い歯を見せる彼が本気でそう思っているわけじゃないことは、もちろんわかっている。

「ま、万が一、美咲がクビになったら俺のところに来てもいいけど」

「えっ、事務所独立宣言ですか？」

　私、蒼介さんは朝日法律事務所に必要な人だって言ったでしょ？

「バカだな」

　彼は呆れ声を出し、私の頬に手を伸ばしてきて優しく触れる。

「一生、そばにいろって言ってるんだ」

　ちょっと待って。それってまさか、プロポーズ？

「いつか必ず、俺だけのものにする」

「蒼介さん……」

　彼のまっすぐな視線が胸に突き刺さり、息をするのも忘れそうになる。

「やっぱり俺……このまま黙って見ていられない。美咲。俺と一緒に、いばらの道を歩いてくれるか？」

「もちろんです」

　私は曲がったことを許せないあなたを尊敬しているんだから。

　迫田先生からは『口出しをするな』と言われているけれど、これは〝口出し〟じゃない。〝告発〟だ。蒼介さんの言う通り、この先はいばらの道に違いない。

　それでも、彼と一緒なら怖くない。ううん、むしろ自分の信念に反することなく突き進めることを誇りに思う。

「お前には負けるよ。うっかり一番大切なことから目をそむけるところだった。弁護士は常に、正義を守らないといけないのにな」

　蒼介さんはバツの悪そうな顔をしながらも、微笑む。

「はい」

「美咲を好きになって、よかった」

　そして、身を乗り出してきてあっという間に唇を重ねた。




　一時間後、私たちは蒼介さんが予約を入れた料亭で松下さんを迎えた。十二畳ほどの和室には床の間があり、高そうな掛け軸がかけられている。

「すごいところに呼び出されたと思ったら、九条さんも一緒だったんですね」

「松下、悪いな。わけあって同席させてほしい」

　蒼介さんが頭を下げると、勘の鋭い彼女は「迫田先生のことですよね」とつぶやく。

「うん。食べながら話そう」

　目の前にはお刺身の盛り合わせやてんぷら、野菜の炊き合わせ、焼き魚に柔らかそうな鴨肉など、たくさんの料理が並んでいる。

　日本酒も用意されていたものの、誰もそれに手をつけようとはしなかった。

　私と蒼介さんが並んで座り、向かい側に松下さん。彼女は大好きだと言うブリのお刺身を食べてから口を開いた。

「迫田先生の秘書という立場なので、本当はこんなことは言ってはいけないと思うんですけど、私もそろそろ良心の呵か責しゃくというものに耐えられなくなっていて。実のことを言うと、退職を考え始めていたんです」

「嘘……。辞めないでください」

　驚くような発言に、私の声も大きくなる。

「松下が辞める必要はない。迫田先生は、俺が止める」

　きっぱりと口にした蒼介さんに、松下さんは困ったような笑みを浮かべながらうなずいている。

「でも、迫田先生と戦うということは、九条さんだって無傷ではいられないと思いますよ」

　松下さんは私と同じことを考えていたらしい。

「無傷でなんて少しも考えてない。むしろ、この件に目をつぶったら、傷どころじゃなく一生苦しむことになる」

　おそらく、以前過ちを見逃したという後悔が彼を突き動かしている。

「覚悟がおありなんですね」

「あぁ」

「五十嵐さんは、外れたほうがいいかも。犠牲は少ないほうがいい」

　松下さんは心配しているけれど、私は首を振る。

「私は九条さんの秘書です。彼を尊敬して今までついてきました。それはこれからも同じです」

「すべての責任は俺が負う」

　私の発言に続いた蒼介さんの目が鋭くて、緊張が走る。

「ちょっとお腹空いちゃって。食べてもいいですか？」

「もちろん」

　松下さんはおどけた様子でそう言ったあと、料理に箸を伸ばしている。

　でも、お腹が空いているからじゃないと思う。気持ちを落ち着けようとしてるんだ。

　私も蒼介さんも食べ始めた。だけど、緊張でせっかくの料理も味がわからない。

　それから五分。沈黙を破ったのは松下さんだった。

「吉井先生のところに、隆明さんのことで何度も足を運びました。もちろん、不起訴を目指していましたが、謝罪のひと言もない隆明さんに対して、相手側は示談に乗ってこようとしませんでした。かなりお金を積んだんですが……」

　そこまでは私たちも承知している。

「それで起訴される可能性が高くなり……それからなぜか、吉井先生との面談に私は入れてもらえなくなりました」

　だから、新たな犯人が出てきたことに松下さんも驚いていたのか。

「その間に、犯人のでっちあげがあったんだな」

「多分」

　松下さんはうなずく。

「殴ったと言い出したのは吉井事務所の、石いし塚づかという二十四歳の男性です。事務所では経理のようなことをしているそうです。あの事件があった日も同席していて、石塚さんが隆明さんを止めようとしていたという他の客からの証言が得られていましたが、いつの間にか彼が殴ったことに」

「その証言者の意見が変わったということ？」

　蒼介さんの問いかけに、松下さんは首を縦に振る。

「ひとりだけではありません。目撃していた人たち全員が証言をひるがえしたんです。全部で四人。飲んでいた人は、酔っていて記憶があいまいだったけど思い出したなんて言っていましたし、店主は……背格好が似ていたから間違えたと」

「あり得ないな」

　蒼介さんはつぶやく。

　四人のうちひとりなら、見間違えという可能性もある。けれども、まるで示し合わせたように全員の意見が変わるなんて。そう、〝示し合わせた〟ように。

「それで、その石塚という男は、殴ったと言っているのか？」

「はい。認めて謝罪していますが、被害者は殴ったのはこの人ではないと。ですけど、被害者もかなり酔っていたようですし、その場にいた他の人たち全員の意見が一致しているので、だんだん声が小さくなりつつあります」

　松下さんは箸を完全に置いた。

「大金が動いてるんだろうな。吉井先生ならそれくらいやるだろう」

　蒼介さんは顎に手をやり、なにかを考えている。

「私もそう思います。ですが状況としては、石塚さんがやったということに固まりつつあります。おそらく略式起訴で罰金刑かと」

「石塚さんの自宅住所、教えてくれないか？」

「会うおつもりですか？」

　松下さんの質問に、蒼介さんはうなずいている。

「罪を被るということの重大さを理解していないかもしれない。金をもらったか、将来を約束されたか……そんなところだろうけど。前科が付くというのはそんなことでは割に合わないとわかっていない」

　二十四歳なんだから、まだまだこれからなのに。

「松下さん。明日、書類を手伝います。こう見えても記憶力がいいんで、被疑者の自宅住所を暗記してしまったらごめんなさい」

「五十嵐さん……」

　やっぱり松下さんは巻き込みたくない。私と蒼介さんだけで事を進められるならそうしたい。

「へぇ、記憶力がいいのか。何度も同じことを注意してるのは気のせいか」

　蒼介さんが口を挟む。きっと緊張が張りつめたこの場を和ませようとしているんだ。

「ぜったーい気のせいです」

　口を尖らせて突っかかると、松下さんがプッと噴き出した。

「もー、うちの事務所の最高のコンビですよね。で、もう付き合っちゃったりしてるでしょ？」

　彼女の発言に固まる。言い返さなければ、図星だと言っているようなものなのに。

「ち、ちち違いますよ」

「美咲、嘘が下手すぎだ」

　私のことを『美咲』と呼ぶ蒼介さんは、余裕の笑みを浮かべている。

　ちょっと……。そんな呼び方をしたら、完全にバレるでしょう？

　焦って妙な汗が出る。

「五十嵐さん、わかってるからいいのよ」

「へっ？」

　目を弓なりに細める松下さんに、唖然とする。

「去年の年末だったかなぁ。九条さんに『五十嵐さんに厳しくしてるのって、〝好き〟の裏返しでしょう？』って聞いたことがあるの。そうしたら、『まあな』って即答よ。なんかもう潔すぎて、隠さないところがかっこよくて、鼻血が出そうだったの」

　どうして鼻血？　いや、そんなことより……。なんてことを聞いてるの？　蒼介さんもなに答えてるの？

　しかも去年の年末って、付き合う前じゃない。

「いいなぁ。毎日彼と一緒に仕事ができて、充実してるもんね」

　仕事は充実しているけど、あの叱咤を見てるでしょ？

　なんと返事したらいいのかわからず、時間稼ぎのためにお茶を口に含む。

「でも普段ドＳな人って、ふたりのときはとろとろに甘かったりするんじゃない？」

「ゴホッ」

　まるで見ていたかのようなことを言われ、むせてしまった。

「私の読んでるマンガだとそうよ？　ヤダ。想像しちゃう」

　ついさっきまで深刻な雰囲気だったのに、松下さんはすこぶる楽しそう。

「松下、勝手に想像するな」

　蒼介さんは苦笑しているものの、否定はしない。できないわよね。彼女の言う通りプライベートでは甘々なんだし。

「そんなふたりが、うちの事務所からいなくなるのはイヤなの。私にもできることはさせてください」

　唐突にそんなことを言い出した松下さんは、すがすがしい笑みを浮かべている。

「ありがとう。全力を尽くす」

　蒼介さんの決意表明のような言葉を聞いて満足そうにうなずいた松下さんは、再び箸を持ち、料理に手を伸ばした。




　そして翌日。朝方にスコールのように降った雨のおかげでいつもより涼しく感じられる中、私たちは出勤した。これから戦いが始まる。

「五十嵐さん、手伝って！」という松下さんの申し出に「わかりました」といつもの調子で答えたけれど、緊張が走る。渡された白紙の自動車登録事項証明書の申告用紙に、石塚さんの住所が記された付ふ箋せんがついていたからだ。

　私は早速、それを書類の間に挟み、蒼介さんのところに向かった。

「九条さん」

　付箋付きの書類を差し出すと、それが石塚さんの住所だとすぐに気づいたらしい。彼は手帳に素早く挟んだ。

「五十嵐」

　そして私の目をまっすぐに見つめ、凜りんとした表情をしている。

「はい」

「今なら引き返せる」

　それは私に最後の確認をしているの？

「お断りします。私は九条さんを信じています。どんな道でもついていきます」

「そっか。それじゃあこれから出かける。でも、山になってる書類も今日中な」

「はいっ？」

　いつもの調子が戻ってきた。だけど、デスクに積まれた書類を頭に浮かべると、ため息しか出ない。

　私が肩を落としていると、蒼介さんは出かける準備をテキパキと始める。私も一旦デスクに戻ろうとすると腕をつかまれた。

「なにか？」

「お前が信じてくれるなら、どんなことでもできる」

　振り向き尋ねると、私の耳に口元を近づけつぶやく。一瞬だけ見せた彼氏の顔に、目が飛び出しそうになる。

「行くぞ」

　ニヤリと笑った彼は、私を促した。




　石塚さんは自宅にいた。目の下にクマをつくっていた彼は、『朝日法律事務所』と名乗ると、迫田先生の代理だと勘違いして部屋に上げてくれた。

「今日はなんでしょう。もう取り調べは済んだのではありませんか？」

「失礼ですが、いくら積まれました？」

　蒼介さんは単刀直入に尋ねる。

「は？」

「将来にわたって、仕事も保証されたのではありませんか？　謹慎がとけたら、一生吉井先生が面倒を見てくれると」

「あなた、なんなんだ！」

　ズバズバ切り込む蒼介さんに、石塚さんは声を荒らげる。

「以前、同じようなケースがありました。ひき逃げ事件を起こした隆明さんの身代わりを頼まれた、あなたと同じような立場の男性がいました。吉井先生を尊敬し、事務所で働く方でした」

　蒼介さんが話しだすと、石塚さんの表情が引きつってくる。

「吉井先生のためになるのならと、その方は軽い気持ちで引き受けました。そもそも略式起訴で罰金刑にできると言われていたので、警察に嘘の証言をしたところ……当初、軽いケガだと思われていた被害者が、その後亡くなってしまわれた」

　それが、以前迫田先生が間違いを起こした事件の真相なの？　まさか、人が亡くなっているとは予想外だった。

「ひき逃げという悪質さから、実刑判決を受けて服役されました」

　蒼介さんがそこまで伝えると、石塚さんの目がキョロキョロと動きだす。

「それでも、出所したあと生活が保障されればいいとお思いかもしれませんが……彼の家族もメチャクチャになりました。ひき逃げをした犯人として大きく報道されましたので、育て方が悪いと両親に批判が相次ぎ、お父さまの会社に嫌がらせの電話が殺到して退職。お母さまは鬱うつを患いました」

　家族までそんなことになっていたなんて知らなかった。だから蒼介さんは、あれほどまでに心を痛めているんだ。

「そして、妹さんは……婚約者から婚約破棄を言い渡されました」

「まさか……」

　石塚さんの漏らしたひと言に、蒼介さんは神妙な面持ちで首を振る。

「軽い気持ちで引き受けたことですべてを失ったんですよ。今回は相手側が大きなケガをしているわけではありませんし、略式起訴で罰金刑でしょう。ですが、あなたはそれ以上のものを失うかもしれない」

　石塚さんの顔が真っ青になり、唇が震えだす。

「まだ間に合います。罰は罪を犯した人間が償うものです。別の人間がその代わりなどできません」

「わ、私は……」

　動揺がはっきりわかるほど、石塚さんの視点は定まらず、体が震えている。

「私があなたのうしろ盾になります。必要があればお電話ください。五十嵐、名刺を」

　蒼介さんに促され、自分の名刺を差し出した。

「私の名刺に書かれている電話番号は事務所の代表回線ですが、この電話番号は彼女のデスクにつながります。他の者は取りませんのでご安心を」

　犯罪の被害者などで、他人と話すことすら怖くなっている人もいる。そうした人たちには、実際に面会した私になら電話ができるという人もいるので、その場合はこの電話番号を知らせている。

「私は、真実が知りたい」

　蒼介さんがきっぱり言うと、石塚さんの表情が引き締まった。




　事務所に戻り書類の山を必死に片付けた。調べたいことがあったからだ。

「今日中の書類はできました。図書館に行ってきます」

　蒼介さんに告げると、あんぐりと口を開けている。それもそうだろう。こんなスピードで仕事を片付けたのは初めてだったから。

　今までも頑張ってきたつもりだったけど、まだまだ力を発揮できると知った。

「五十嵐、調べ物は明日でも――」

　蒼介さんの言葉を聞き終わる前に、部屋を飛び出していた。

　今週中に判例を調べるように言われていたので明日図書館に行く予定だったけれど、他にも調べたいことができて、いてもたってもいられない。

　蒼介さんが石塚さんに語った、あのひき逃げ事件についてもっと知りたい。

　なぜか彼は詳しく教えてくれない。なにか理由があるのか、はたまたそれを阻止できなかったという罪悪感があるせいなのか。

　でも、蒼介さんが苦しんでいるのなら、私も知り支えたいと思った。

　図書館に飛び込み、すぐに八年前の新聞記事をあさり始める。

　様々な検索の仕方を試していると、ヒットした。

「ひき逃げ事故。これだ……」

　夢中になってその記事を読み始める。

「杉尾肇はじめ容疑者……。杉尾って……。やっぱりそうだ」

　真美さんのお兄さんが、隆明さんの身代わりだったんだ。ということは、真美さんは婚約破棄をされたということか。

　視線を落としたままそんなことを考えていると、頭をゴチッと叩かれ、ハッとした。

「なに調べてるんだ」

「九条さん……」

「こんなことだろうと思ったよ」

　彼は新聞記事を覗のぞき込み、呆れ顔。

「すみません。でも、教えてくれないから」

「五十嵐を巻き込みたくなかったんだよ。過去のことはお前には関係ない」

　その発言にカチンとくる。

「秘書の五十嵐は関係ないかもしれないですけど、彼女の美咲には関係あるんです」

　小声でつぶやくと、彼は一瞬目を大きくする。

「へぇ、業務時間内にプライベートね」

　それを言われるとなんとも……。

「と弁護士の九条は言っているが、彼氏はうれしいとさ」

　平然とした顔でそう付け足した蒼介さんに、クスッと笑みがこぼれた。

「これは詳しく教えてやる。で、判例は調べたのか？」

「えーっと、まだ」

　正直に答えると、笑いを噛み殺している。

「お仕置きだな」

　彼は私をにらんだあと、耳に手をかざす。

「げんこつがいいか、ベッドの中がいいか」

「はっ？」

　たちまち真っ赤になる私を見て、ニヤリと笑っている。

「ほら、さっさと済ませるぞ」

　蒼介さんは私のために追いかけてきてくれたようで、私が判例を調べ始めた横で、別の書類を作成していた。

　必要なコピーは、閉館ギリギリで整った。

「慣れてきたな」

「そりゃあ、こき使う上司がいますから」

　書類をバッグにしまいながら言うと、蒼介さんは含み笑いをしている。事務所でもせめてこれくらいの笑顔を見せてくれれば気持ちも緩むのにと思ったけれど、緩んじゃいけないから毅き然ぜんとしているのかな。

「そういえば名刺が少なくなってきたので、作ってもいいですか？」

　石塚さんに出したときに気がついた。

「俺が手配しておくよ」

「私、やりますよ？」

「俺も頼むからついでだ」

「そうですか。よろしくお願いします」

　なぜか引かないので、ラッキーだと思って任せることにした。

　それから図書館を出て、彼の車に乗り込んだ。

「直帰するか。話もあるしな」

　あの事件の話だろう。

「はい。冷蔵庫の中も満タンなので、なにか作ります」

「よろしく」

　込み入った話は、家のほうがいい。




　マンションに帰り、すぐに夕食を作り始めた。

　蒼介さんはシャツとジーンズに着替えてきて、キッチンにいる私の隣に並ぶ。

「座っててください」

　料理はまったくできない彼に声をかけたけれど、動こうとしない。

「美咲」

「はい」

「お前がいてくれてよかった。心強い」

　彼は私の腰を抱き、囁く。

「そ、そんな……」

　艶のある声にドギマギして、手が止まった。

「けど、本当は不安だ。お前を巻き込んで後悔するんじゃないかって」

　珍しく弱気な発言に首を振る。

「私は巻き込まれなかったら後悔します。私……蒼介さんの一番の理解者でありたいんです」

　仕事の面ではまだまだ足を引っ張ることも多いけど、気持ちだけは一番近くで寄り添いたい。

「まったくお前は……」

　呆れ声でそう言う彼は、私の肩に手をかけて唇を重ねる。

　どんどん深くなるキスがふたりの息を上げる。それでも拒否なんてできない。彼のことが好きで、もっともっとつながっていたいから。

　蒼介さんのことを信じている。でも、これからどうなるのか不安がまったくないと言えば嘘になる。そしておそらく、その不安は彼のほうが強いだろう。

　私たちは、そんな不安を吹き飛ばすかのごとく、キスに没頭した。

「はっ」

　長いキスのあとようやく解放されて短く息を吸い込むと、彼の濡ぬれた唇が視界に入り妙に照れくさい。

「その前に、話をしないとな」

　なんの前かなんて野暮な質問はしない。お仕置きはベッドの中になったんだ。

「はい。すぐにご飯できますから。少し休憩しててください」

「サンキュ」

　同じように仕事をしているものの、心労は私の何倍もあるはずだから。

　テレビでも見ていればいいのにと思ったのに、私がコピーしてきた判例に目を通し始めた。それもこれも、石塚さんの件で時間が取られても、他の仕事をおろそかにしないようにするためなんじゃないかと思う。

「できましたよ」

　テーブルに並べたのは、蒼介さんが大好きな和風ステーキ。おろし玉ねぎとニンニクがたっぷりのソースは私もお気に入り。

「おっ、これはうれしい」

　彼はステーキを見て、顔をほころばせている。

「いただきます」

　今日は赤ワインを用意した。話がしたいのでアルコールはどうかとも思ったけれど、緊張続きなので少し気持ちを安らげたい。

　カチンとグラスを合わせたあと、食事を始めた。

　真っ先にお肉をひと口食べた彼は、「うまい」と私に微笑みかける。

「よかった」

　平日は忙しくてデートもままならないけれど、ふたりで顔を見合わせてご飯を食べられることに幸せを感じる。

「美咲の知りたいことを話しておく」

　蒼介さんは、唐突に事件のことを話し始めた。

「迫田先生と一緒に担当して容疑者のすり替えがあったのは、石塚さんに話した通りひき逃げ事件だ。吉井隆明が雨の夜、自宅から買い物に行くために車を出した。が、数百メートル行った交差点で信号無視をして、歩行者をはねた」

　信号無視だったんだ。それでひき逃げなんてひどすぎる。

「彼は歩行者を救護することなく家に逃げ帰った。そこには、吉井先生と話をしていた杉尾という若い青年がいた」

　その偶然が、杉尾さんの人生を変えてしまったんだ。

「すぐに迫田先生が呼ばれ、俺にも連絡が入った。俺たちが吉井先生の家に到着したのは、被害者が病院に運ばれたあとだった。車を確認したら右前方のライトがバリバリに割れていて、警察が来るのは時間の問題だと自首を勧めた」

　当然の判断だ。

「他に走っている車もあったようだし、赤信号を無視したことなんてすぐにバレる。弁護士としては自ら出頭して、被害者と示談を成立させ、できる限り罪を軽くすることが適切だと判断した」

　信号無視まで加わっているのだから、不起訴に持っていくのは困難だと迫田先生も感じたに違いない。

「でも……将来地盤を継がせたい息子に前科をつけるのを頑として拒否した吉井先生が、自分を慕う杉尾さんに目をつけた。あとは石塚さんに話した通りだ」

　私はそれを聞きながら、沸々と湧き起こる怒りを持て余していた。

　自分のことを慕ってくれる若者に、そんなひどいことがよくできたものだ。

　それじゃあ隆明さんは、本当は前科があるということなんだ。今回の暴行事件も、起訴されて当然だ。

　そのとき、蒼介さんのスマホが鳴りだした。画面を確認した彼は、顔をしかめながら電話に出ている。

「もしもし。――もう来ないでほしいと伝えたはずだけど」

　彼はそう口にしながら、リビングを出ていく。

　もしかして、真美さん？

　蒼介さんはお兄さんを救えなかったという罪の意識から、彼女のことを振り切れないのかもしれない。

　婚約破棄をされたという彼女が、その後優しく接しただろう蒼介さんのことを好きになってもおかしくはない。そして、お兄さんも自分の冤えん罪ざいについて理解している彼に、妹を託したいのかも。だって、お兄さんの前科が消えることがないこの先も、真美さんが愛した男性と結婚できる保障はないからだ。人をひとり殺したことになっているお兄さんの存在を知れば、相手側の家族に反対されることは想像に難くない。

「美咲。悪い、ちょっと出てくる」

　蒼介さんは苦しげな顔をしてそう告げたあと、返事も聞かずに出ていった。

　目の前には彼の大好きなステーキが半分食べかけの状態で残っている。

　どうしたらいいんだろう。真美さんの気持ちは理解できなくはないけれど、彼を渡せない。でも、板挟みになって苦しんでいる蒼介さんが、真美さんのことを簡単に突き放せないのもわかる。

　そんなことを悶々と考えているうちに、体が勝手に動いていた。

　蒼介さんのあとを追いかけると、ふたりはマンションの門の向こう側で話し込んでいた。この門をくぐらせないのが彼の精いっぱいの誠意だと信じて、近寄っていく。

「美咲……」

　すると私に気がついた蒼介さんが、目を丸くした。

「初めまして。五十嵐美咲と申します。杉尾真美さんですよね」

　深く頭を下げると、真美さんは戸惑っている。

　そして蒼介さんは「なんで名前を……」と怪け訝げんな声を上げた。

「ごめんなさい。スマホの画面に表示された名前を見てしまいました」

　正直に告白すると、彼は神妙な面持ちで小さくうなずく。

「私、蒼介さんのことが好きです」

　唐突すぎるかもしれないと思ったけれど、言いたいことはそれだけだった。

「これは、恋敵への宣戦布告です。負けません」

「あっ、あのっ……」

　私の宣言を聞いた真美さんは、言葉を探している。

「わ、私は蒼介くんと結婚したいと思っています。家族も賛成してくれて……」

「真美。俺は結婚するなんて言ったことはないよ」

　ふたりは付き合っていたことがあったんだろうか。

「だって！　ずっと支えるって言ってくれたじゃない」

「それは嘘じゃない。だけど、結婚してという意味じゃないのは、真美もわかっていたはずだ」

　蒼介さんは声を荒らげることなく優しく諭すように話しかけている。傷ついた彼女に大きな声は必要ない。

「真美には前に進んでほしい。なにか困ることがあれば、その都度手を貸せればと思ってる」

「なに、それ。私を放り出して、自分だけ幸せになろうとしているの？　ひどい」

　彼女は唇を噛みしめている。

「そう思っているのならこうして会ったりしない。美咲も傷つけているんだ、俺は」

　蒼介さんが苦しげな顔でそう吐き出すので、首を振る。

　そりゃあ、大切な人が他の女性と話しているのなんて見たくない。ましてや相手は彼のことが好きなんだし。でも、事情を知った今、そんなことまで拒否できない。

　私だって法律に関わる者の端くれだ。決して悪意をもって利用すべきではない法律を間違ったことに使った迫田先生と、それを提案しただろう吉井先生。そして何食わぬ顔で生活している隆明さんのことを許したくない。

　それにほんの少しとはいえ関わってしまい、曲がった事実を正せなかった蒼介さんが、犠牲になった彼女の一家の苦しみを一緒に背負いたいと思う気持ちも理解できる。

「そうよ、ね。兄が前科持ちだなんて、イヤよね。そりゃあ普通の人のほうが――」

「そんなことは関係ない」

　初めて蒼介さんが声を大きくした。

「杉尾さん。あなたが好きになった蒼介さんは、そんな人ですか？」

　そう話しかけると、彼女は私を強い視線で見つめる。

「本気でそう思っているのなら、私はあなたに負けません」

　蒼介さんはそんな冷たい人じゃない。心根が優しく、情に厚い、そして信念のある男性だ。それがわからない人に、彼を取られる気がしない。

「あなたになにがわかるの？」

　真美さんは声を震わせる。

「不幸なことがあったとお聞きしました。そのせいで関係ない杉尾さんまで傷ついたことも。でも、お兄さんのことに囚われているのは、杉尾さん自身です」

　なにかよくないことがあると、あの事件のせいだと思っているんじゃないだろうか。実際、そのせいで苦しんできたのはわかる。だけど、全部を事件のせいにするのは間違っている。

　だって、少なくとも蒼介さんは違う。そんなことで真美さんを排除したりしない。

「何不自由なく過ごしているあなたに、私の気持ちなんてわからないわ！」

　彼女は興奮した様子で、私の肩をつかんでくる。

「真美、やめろ」

「蒼介さん、ふたりで話させて」

　蒼介さんが慌てて止めに入ってくれたものの、それを制した。

「杉尾さんが、蒼介さんがそういう人だと思ってあきらめてくださるのなら、ちょうどいいです」

「はっ？」

　彼女を煽るような真似をしていることはわかっている。でも、目を覚ましてほしい。

「私は自分が彼にふさわしいなんてこれっぽっちも思ってません。だけど、好きなんです。だから、彼の隣を歩いても見劣りしないように自分を磨くつもりです。もし私にどんな過去があっても、選んでもらえるくらいに」

　きれいごとだと自分でも思う。彼女が経験した出来事はこんな言葉では片付けられないのはわかっている。でも、このままでいいわけがない。もう一度奮起してほしい。

「あなたに言われたくない！」

「蒼介さんは今、過去と向き合っています。忘れてしまったほうが楽なのに忘れられなくて、苦しみ続けた彼が出した答えは、やり直しです。今まで築いてきた地位をすべて失う覚悟で、お兄さんの事件の真相をつまびらかにしようとしています」

　そう伝えると、彼女は驚いた表情で蒼介さんを見つめる。

「兄、の？」

「あの事件から逃げた俺の罪は大きい。弁護士生命をかけてでも、真相をあきらかにする。苦しんできた真美にとっては今さらだろうな。ずっと動けずにいたことは、本当に申し訳ないと思っている。すまない」

　蒼介さんは九十度腰を折り、真美さんに謝罪している。

「蒼介くん……」

「俺に決意を促してくれたのが、美咲だ。やってはならないことを決して許すべきでないという、ごく当然のことにようやく気づけたよ。そこから目をそむけたら、弁護士なんて名乗ってはいけないとね」

　蒼介さんは真美さんの目を見つめて続ける。

「俺はもう、なにも間違えたくない。真美の無念も、お兄さんの苦しみも全部帳消しにすることはできないかもしれない。だけど、真美や真美の家族が、この先胸を張って生きていけるようにはするつもりだ」

　蒼介さんがそう伝えると、彼女は目を伏せる。

　それからしばらく沈黙が続き、それを破ったのは真美さんだった。

「本当に、兄の冤罪を証明できるの？」

「必ず、する。約束だ」

　蒼介さんが力強く訴えると、彼女は小さくうなずいてから私たちに背を向け、帰っていった。

「美咲、ごめん」

　真美さんのうしろ姿が見えなくなると、蒼介さんは私にも頭を下げる。

「なに謝ってるんですか？」

「真美のこと、もっと強く拒否すべきなのに……」

　そんなことか。

「そりゃあ私だって、他の女性とふたりでコソコソされたらいい気はしません。じゃないや。耐えられません。だからこうして出てきちゃったわけだし」

　私ったら、意外と行動力があるのね。なんて自分で感心している。

「ごめ――」

「でも、彼女のことを放り出したりしない蒼介さんが好きなんだから、しょうがないでしょ？」

　彼がもう一度謝ろうとするので遮った。

「美咲……」

「それより！　ステーキ冷めちゃいましたよ。これから戦うんですから、たっぷり栄養補給しておかないと」

　笑顔をつくり彼を見上げると、不意打ちで額に唇が降ってきた。

　こんなところで！

　慌てふためき、誰かに見られていないかキョロキョロしてしまう。すると「美咲」と優しく呼んだ蒼介さんは、私の頬を両手で包み込む。

「もっと顔見せて。世界で一番魅力的な女の顔を」

「なっ、なに言って……」

「絶対に後悔させない。だから、隣を歩かせてくれ」

　彼はそう囁いたあと、熱い唇を重ねた。




　部屋に戻ると、蒼介さんが「食事の前に少し話そう」と私をソファに誘う。

「美咲には参った」

「ふふふ。あなどらないでください。もうほとんど知っちゃったんですから、全部吐いてくださいね」

　私は暗くならないように、わざとおどけた。

「うん。……真美とは同級生でサークルが同じなのも本当なんだ。けど、特に仲がよかったわけでもなく、卒業してそれっきりだった。あの事件のとき、迫田先生の行動を不審に思ってお兄さんのことを調べていて、真美が妹だと知って驚いた」

　私がうなずくと、彼は続ける。

「知り合いだったのがかえってよくなかったのかもしれない。真美は俺に依存するようになってしまった。美咲が言ったように、普通に味わうような挫折もあの事件のせいにするようになり、そのたびに俺に助けを求めるようになった」

「私、あんなに偉そうなことを言いましたけど、彼女の気持ちもわかるんです」

　私も彼女の立場になったら、同じように考えるかもしれない。そして、それは多分蒼介さんも同様。だから振り切れなかったんだろう。

「あぁ。それくらい彼女は傷ついたんだ。だけど、やっぱり過去に囚われたままでは幸せになれない。彼女にも笑ってほしい。それをどれだけ諭しても、聞く耳を持ってくれなかった」

「全力を尽くしましょう。彼女がもう一度進めるように。私にできることはなんでもします」

　恋敵のために頑張るなんて変だけど、真美さんが泣いたままでは私たちは幸せだとは言えない。

「優しいんだな、美咲は」

「蒼介さんのほうが優しいですよ？」

「へぇ、それじゃもう少し厳しくしないと」

「ちょっ、仕事のこと言ってます？」

　慌てふためいていると、彼は口角を上げてうんうんと二度うなずいている。

「撤回します！　鬼です、鬼！」

「誰が鬼だって？」

「あっ、なんでもない……わっ」

　眉を上げた彼にそのままソファに押し倒され、思考が停止する。

「鬼は鬼らしく、いじめ抜いてやる」

　彼は私の唇を指でそっとなぞりながらイジワルな笑みを浮かべたあと、拍子抜けするくらい優しいキスを落とした。










真実はひとつだけ




　翌日からはとんでもなく忙しくなった。通常の業務に加え、杉尾さんの件も調べ始めたからだ。

　松下さんは時々暴力事件の進捗状況を教えてくれるけど、着々と犯人のすり替えが進んでいる。急がないとまた不幸な冤罪が生まれる。

　石塚さんからの連絡はないものの、吉井先生にそむくという彼の勇気を信じて待つだけだ。

　朝から蒼介さんに依頼されて山になっている書類を黙々と片付け、午後一時になってやっとお昼ご飯のおにぎりを口に押し込んでいると、彼がやってきた。

「あと十分で出る。五十嵐も来い」

「はいっ？」

　見えてる？　やっと昼休憩を取れたところなのよ？

　反論したいのはやまやまだけど、杉尾さんの件かもしれない。私は慌てておにぎりを飲み込んだ。




「あの事件の店主が会ってくれることになった」

「本当ですか！」

　蒼介さんの車に乗り込むやいなやそう教えられ、テンションが上がる。

「喜ぶのはまだ早い。ただ、今までの証言と同じことを言われるだけかもしれない」

　たしかにそうだ。

「石塚さんから連絡はないか……」

「はい。あの回線はこの携帯に自動転送されるようになっていますから、かかってくればすぐにお知らせします」

「頼んだ」

　彼は鋭い目をしている。戦闘態勢だ。

　それから三十分。私たちは石塚さんがケンカをしたという居酒屋の店内にいた。

「お時間を割いていただき、申し訳ありません」

　丁寧に挨拶をした蒼介さんは、すぐに事件のことについて尋ねだす。しかし、やっぱり石塚さんが殴った本人だという証言を繰り返すだけだった。

「――それで、殴った瞬間もご覧になっていたんですよね。どんな体勢でしたか？　私にやってみていただけませんか？」

「はい。被害者の方がそこに立っていて、石塚さんがたしか、こう」

　店主は蒼介さんの胸ぐらを左手でつかみ、右手を頬に伸ばした。

「なるほど。右手で殴ったんですね。それはたしかですか？」

「はい。間違いありません。でも、それがなにか？」

「石塚さん、左利きなんですよ。とっさのときは利き手が出るのが普通なのに、不思議だなと思いまして」

　蒼介さんがなんでもないような顔をして核心を突くと、店主の目が大きく開く。

「嘘は……一生忘れられないものです。この先、何年後かに後悔しても取り返しがつきません。嘘を正当化するためにまた嘘をつき、どんどん苦しくなる。ましてや、ひとりの人生が狂うかもしれないのだから、それを知ったとき耐えられるかどうか」

　蒼介さんは証言が嘘であることを前提に話している。でも、店主は反論してこない。

「息子さんに胸を張って父親としての顔をしていられるかどうか、考えてみてください。今ならまだ間に合います」

　店主には五歳になる息子さんがいるという。

「も、もう……無理だ」

　唐突にそう吐き出した店主は、頭を抱えてうなだれた。

「警察の人が来たり、あなたたちが来たりするたび、嘘をつくのが苦しくてたまらない。いつかバレるんじゃないかと怖くて、夢にまで出てくる」

　店主ははっきりと『嘘をつく』と口にした。

　それから吉井先生に嘘の証言を頼まれたことや、店の改修費を出してもらう約束を交わしたことなどを赤裸々に告白してくれた。そして、迫田先生がこの話に一枚噛んでいることも。

　おまけに、店主は奥の個室にいた常連客がスマホでこっそり撮影していたという、事件の瞬間の動画の存在を打ち明けてくれた。

　なんでもその客は面倒ごとに巻き込まれたくないからと、警察にはケンカをしているような声は聞いたがなにも見ていないと証言しているんだとか。

「ありがとうございました。私が必ず解決します」

　蒼介さんはそう約束をして、店を出た。




　それから私たちは、すぐに動画を撮影した人に会いに行き、「ただのケンカだと思っていたのに、そんな大ごとになっているとは知らなかった」と動画を提供してもらうことができた。

　そして、隆明さんが殴った本人であることがあっさり判明した。

「やりましたね！」

　大収穫に喜んでいるのは私だけで、アクセルを踏む蒼介さんの表情は冴さえない。

　そっか。迫田先生の関与も決定的になったからか。

「今回はラッキーだった。店主が良識のある人だったから証拠が出てきただけ。それに事件が起こったのもつい最近だ」

　つまり、杉尾さんの件は立証も難しいということか。しかも、服役までして事件は完全に終わったことになっているし。

「これからどうされるおつもりですか？」

「手っ取り早いのは……迫田先生との対決だろうな」

　彼はさらりと言うけれど、尊敬し一緒に仕事をしていた師匠のような人との対決なんて聞いたことがない。

「手を抜くつもりはない」

　次に彼がきっぱりと言いきったとき、その覚悟の大きさを思い知った。




　石塚さんから連絡が入ったのは、その日の午後五時半すぎのことだった。

「会いに行く」と即決した蒼介さんについて事務所を飛び出す。

　前回より顔色の悪い石塚さんが悩みに悩み抜いたのは、一目瞭然だった。

「吉井先生に頼まれました。私は先生を心から尊敬しついてきました。だから今回も、当然お引き受けしなければと思いましたが、日を追うごとにこれが正しいのか迷うようになりました。嘘をバラさないか常に誰かに監視されているような気分で、外出もできないんです」

　ゆっくりと噛みしめるように話す石塚さんに、蒼介さんは相あい槌づちを打つ。

　なんでも吉井先生は、地元に大きな病院やスーパーを誘致したり、小中学校の設備を新しくしたりと貢献していて、地域の人たちからは尊敬されているんだとか。

　信じて疑わなかった人の裏の顔を知った衝撃は、おそらく蒼介さんも同じ。

　目をつぶっていられるものならそうしたいことも。

　それでも、真実はひとつしかない。それを捻じ曲げるのは間違っている。

「本当は……」

　石塚さんは声を震わせ、ポロポロと涙を流しだす。

「本当は、吉井先生の意に反することを口にするなんて、怖くてたまらない。私の人生をすべて捧げてもいいと思った人を裏切るんです。でも、それ以上に怖いと思ったのは、家族に被害が及ぶかもしれないということです」

　蒼介さんの声が胸に届いたんだ。

「石塚さん、あなたは間違ってない。大切な人を守りたいと思うのは当然です。今回の件では、私も尊敬する人を敵に回さなければなりません。だからずっと迷っていました。それでも大切な人とこの先笑顔で生きていきたいから、私は真実を見つけたい」

　そう話す蒼介さんの熱い想いが伝わってきて、胸がいっぱいだった。

　迫田先生の過ちを追及せずとも弁護士としてやっていけるし、それなりに幸せだろう。だけど、過ちを見逃したという後悔と懺ざん悔げはずっとついて回る。

　蒼介さんは私に『いばらの道』と言った。でも、そのいばらの道の先に笑顔で過ごせる日々が待っているなら、踏ん張れる。

　それから石塚さんは、時に泣きながら真実を話し続けた。それでも最後には笑顔をつくってくれた。

「すべて九条さんにお任せします」

「承知しました」

　私たちは石塚さんの勇気に感謝しながら、帰宅した。

　今日はお酒を飲む気にはなれなくて、紅茶を飲んでリラックスすることにした。

「迫田先生の良心にかけてみたい」

　彼が紅茶をひと口喉に送ってからつぶやくので、うなずいた。蒼介さんの思う通りにやればいい。

　暴行事件に関しては、証拠もあるし証言も覆った。今後、警察や検察が動いてくれるだろう。ただし杉尾さんの件は、今から証拠が出てくるとは思えない。あの迫田先生が残すわけがない。

「美咲」

　テーブルにカップを戻した蒼介さんは、隣に座った私の腰を抱いて優しい声で名前を呼ぶ。

「俺のわがままに付き合ってくれて、ありがとう」

「わがままなんて……」

　私はあなたのことを誇りに思っているのに。

「もしも限界が来たら、かまわず俺から離れ――」

「イヤです」

　どうしてそんな悲しいことを言うの？

「蒼介さんは私と笑顔で生きていきたいから、すべてをあきらかにするんですよね。それなら全部終わったときに私がいなくちゃダメじゃないですか」

　お願いだから一緒に歩かせて。

「ごめん。絶対に美咲を手放さないと決めたのに。俺って弱いな」

　弱いんじゃないの。優しいの。

「離さないで」

　私は自分から彼にしがみついた。こんな大胆なことをしたのは初めてだったけど、たまらなくそうしたい気分だった。するとなにも言わずに、強く抱きしめてくれる。耳に届くトクトクという彼の心音が心地いい。

　蒼介さんは私の髪に手を入れ、ゆっくりと撫でだした。この穏やかな時間がずっと続けばいいのにと思ってしまう。だけど、前に進まなくちゃ。

　そんなことを考えながら、幸せを貪った。




　蒼介さんからたっぷり愛をもらった私は、次の日も朝からフル回転。

　今日は真夏の熱い太陽がギラギラと存在感を示しているものの、暑さにへこたれている場合じゃない。出社するとすぐに仕事に取りかかった。

「あっ、商業登記の取り寄せしなくちゃ……」

　申請書を作成し始めると、迫田先生の部屋に行っていた松下さんが戻ってきた。

　表情の硬い彼女は自分のイスに座り、なにかを書いたあと「ちょっとお手洗い」と席を立つ。そして、私のデスクの横を通るときにメモ用紙をさりげなく置いていった。

【メール見て】

　私はその伝言を確認し、スマホをポケットに忍ばせて蒼介さんの部屋へと向かう。

　多分、迫田先生のことだ。

「九条さん」

「なんだ。商業登記の取り寄せを忘れてたと言いに来たんじゃないだろうな」

　やっぱりこの人はエスパーだ。

「それもですけど」

「は？」

　でも今はそれより……。眉根を寄せる彼に冷や汗をかきながら、ちょうど着信したメールを確認してスマホを差し出す。

【迫田先生が朝から機嫌が悪くて。石塚さんから電話が入って、どうやら自分はやってないと言い出したみたいなの。九条さん、了解済みかしら？】

　松下さんは私たちが石塚さんに会いに行ったことは知っているが、その結果については耳に入れていない。

　メールを見た蒼介さんが小さくうなずくので【知ってます】と返す。

　それにしても、石塚さんが自分から動いてくれるなんて驚いた。

【これから石塚さんに会いに行くと言ってるの。どうすればいい？】

「迫田先生はプロだ。石塚さんは説得されるかもしれない」

　蒼介さんの目が光る。

「どうしましょう……」

　判断を仰ぐと、精せい悍かんな表情の彼はスクッと立ち上がった。

「時が来たな」

　それは、迫田先生と対峙するということ？

「松下に、あとは任せろ。ありがとう。と返して」

「はい」

「五十嵐は……」

　そこで私の目を見つめる彼は、珍しく頬を緩めて続ける。

「来るんだろ？」

「もちろんです」

『来なくていい』と言われなくてよかった。私は彼と運命を共にする。

　蒼介さんは私が返信し終えると、迷うことなく迫田先生の部屋へと向かう。

　あとから続く私は、緊張のあまり手に妙な汗をかいていた。




「九条か。なんだ？　忙しいんだ」

　迫田先生は松下さんの言う通りすこぶる機嫌が悪そうで、あからさまに顔をしかめている。

「石塚さんの件でお話があります」

　デスクの前に立った蒼介さんが切り出すと、迫田先生の目がギロリと動いた。

　蒼介さんの斜めうしろに立つ私はそれだけで腰が引けてしまい、体が震えそうになる。でも蒼介さんは堂々としたものだ。

「お前か。余計なことをしているのは」

「余計なことなどなにひとつしていません。必要なことです」

　きっぱり返すと、迫田先生は立ち上がる。

「なにが言いたい」

「私は先生を尊敬しておりました。あの日、までは」

「思わせぶりだな」

　ふたりの視線が激しくぶつかり、バチバチと火花が飛んでいる。空気が張りつめ、息が苦しい。

「石塚さんはダミーですね。吉井隆明さんが暴行事件の被疑者です」

「なにを言っている。あの場にいた人たちが皆、石塚さんがやったと言っているんだぞ」

　嘘をつき続ける迫田先生に、蒼介さんはため息をついた。

「事件のときの映像が出てきました」

「映像？」

　迫田先生がゆっくり繰り返すのは、瞬時に頭の中でなにかを考えているからなのかもしれない。

「そこには、隆明さんが手を上げている瞬間が、鮮明に映っていました」

「まさか。それならそれを見せてみろ」

「かまいませんが、今朝警察にデータを送りましたので、もうご覧になっているかと」

　蒼介さんが告げると、迫田先生が真っ青な顔をしてどさっとイスに座り込んだ。

「まさか、偽証されていたのか……」

『偽証』って……。

　その言葉を聞き、体が動く。迫田先生は隆明さんを守れないと知った瞬間、保身に走ったんだ。自分もだまされていたんだと。

「そんなのあんまりです」

　思わず口を挟むと、迫田先生の視線が私に向いた。

「五十嵐は出ていけ。ただの秘書だろう」

「秘書は私たち弁護士にとって絶対に必要な存在です。それを〝ただの〟とおっしゃるのは、はなはだ疑問です。彼女は私以上に法律を扱うものとしての心構えを知っています。そして、私と同様あなたがしたことを許せないと思っています」

　蒼介さんがはっきりと伝える。私はそれが泣きそうなほどうれしかった。

「俺がなにをしたと？」

「ご自分の胸に聞いてください。杉尾さんの事件のとき、顔色ひとつ変えずになんの罪もない人を犯罪者にしたあなたに、弁護士を名乗る資格などない」

　凍るような冷たい声は迫田先生の胸に刺さっただろうか。

「九条、名誉棄損だ。俺はなにも――」

「思い出せないのでしたら、お教えします。吉井隆明さんの起こしたひき逃げ事件で、たまたま居合わせた杉尾さんに罪を被せて服役させ、彼と彼の家族の人生をメチャクチャにしました」

　正面から直球を投げた蒼介さんに、迫田先生の顔がどんどん赤くなっていく。

「適当なことを言うな！」

「私もその場にいたことをお忘れですか？　私たちが吉井先生の家に駆けつけたとき、ずっと家にいたはずの隆明さんのズボンのすそは雨に濡れていました。一方土砂降りの中出かけたはずの杉尾さんは、少しも濡れていなかった」

　蒼介さんの発言に、迫田先生が目を大きく開く。

「ですが証明できるものはなにもない。迫田先生の良心しかない」

　蒼介さんは訴える。

「でかい口をたたくな。誰が育ててやったと思ってる！」

　迫田先生は鬼の形相で蒼介さんに詰め寄るものの、彼は動じたりしない。

「迫田先生です。あなたに憧れ、丁寧な仕事を尊敬していました。ですが、真実を捻じ曲げるあなたは尊敬できない」

　蒼介さんの声が震えている。最初に迫田先生のしていることに気がついたとき、どれだけ無念だっただろう。

「ここにいられなくなるぞ」

「覚悟の上です」

　蒼介さんの返答にプルプルと拳を震わせる迫田先生は、真っ赤な顔をして自分のデスクをドンと蹴り飛ばしたあと、部屋を出ていった。

　緊張がほどけ「ふー」と大きなため息を吐き出した。すると、蒼介さんは私の腕を取り顔を覗き込んでくる。

「大丈夫か？」

「はい」

　小さくうなずくと不意に抱きしめられ、心臓がバクバクと音を立て始める。事務所でこんなことをされたのは初めてのことだった。

「後悔させない。俺についてきてほしい」

「もちろんです」

　私が答えると、彼は腕の力を緩めて口角を上げる。あんなに緊迫した対決をしたあとだというのに、すがすがしい様子だった。

　それから部屋を出ていくと、松下さんが飛んできた。

「あのっ……警察から連絡が入って、迫田先生が対応に――」

「あぁ」

　おそらく動画の件だろう。

　他の秘書たちもざわついていて、ソワソワしている。

「松下は迫田先生が他に抱えている事件の書類を整えておいて。あの件はもういい」

「はい」

　松下さんは戸惑いながらも大きくうなずいた。




　そしてあれきり事務所に顔を出さなくなった迫田先生は、週明けの月曜日も欠勤だった。

　蒼介さんは動くことなく、ただ迫田先生の出方を待ち続けている。おそらく、迫田先生の弁護士としての良心にかけているんだと思う。

　午後三時過ぎに、受けたばかりの事件の相談をするために蒼介さんの部屋にこもっていると、松下さんがやってきた。

「今、迫田先生から電話が入りました」

　そのひと言でたちまち空気がピリリと引き締まる。

「被疑者は隆明さんで起訴されるそうです」

「本当ですか？」

　私が食いつくと、松下さんは神妙な面持ちで眉をひそめた。

「それと……すでに判決が確定しているとあるひき逃げ事件の再審請求を、九条さんにしてほしいと」

「迫田先生がそう？」

「はい」

　蒼介さんの問いかけにうなずいた松下さんは、目に涙をうっすらと浮かべている。彼女も蒼介さんと同じように迫田先生を信じてついてきたひとりなので、現実を受け止めるのはつらいんだ。

「松下、いろいろありがとう。迫田先生の覚悟に報いたい」

　蒼介さんが伝えると、彼女の頬に涙が一粒だけ伝った。




　その日は迫田先生のことで事務所内のざわつきが収まらなかった。

　弁護士一同は会議室に集められ、迫田先生と肩を並べてツートップと言われている重鎮、山やま崎ざき先生から迫田先生の退職が告げられたようだ。

「迫田先生が、『九条は辞めさせるな』と山崎先生に言ってくださったんだそうだ」

　帰宅するために蒼介さんの車に乗ると、そう教えられて驚く。

「そうなんですか？」

「あぁ。おそらく俺が退職届を持ってくるだろうけど、破棄しろと。美咲のも」

「私まで？」

　私の代わりはいくらでもいるのに。

「あのあとどうなっているのか詳しくはわからないけど、石塚さんはもう一度警察の聴取に応じて偽証を依頼されたことも洗いざらい話してくれた。その勇気に感謝しないと」

「そうですね」

　石塚さんはでっちあげられた被疑者だといくら私たちが声高に訴えても、偽証で固められていてはどうにもならなかった。

「蒼介さんの想いが、石塚さんに届いたんですよ。それと……迫田先生にも」

　事件の瞬間の映像という確定的な証拠が出てきた状態では、暴行事件で隆明さんをかばうことは不可能だっただろう。でも、あのひき逃げ事件のことにまで言及しているというのは、蒼介さんの真実はゆがめてはならないという叫びが届いた証拠だ。

「そうだといいな」

　それから蒼介さんがエンジンをかけたのとほぼ同時に、彼のスマホが震えだした。

「迫田先生……」

　彼は驚いた様子でつぶやいたあと、電話に出ている。

「九条です。――はい。わかりました。今から向かいます」

　すぐに電話は終わった。

「話したいことがあるんだそうだ。待ち合わせをしたんだけど、美咲も来るか？」

「いいんですか？」

　てっきりひとりで行くと思っていたのに。

「かまわない。迫田先生も『大切な秘書を連れてきてもいいぞ』と言ってくださった」

　そんなことを？

　迫田先生のことを思って涙を流す松下さんのことを見ているので、その発言はうれしい。

　待ち合わせは、路地裏にある小料理店だった。

【閉店】の札が出ていることに首を傾げながら引き戸を開けると、シャツにネクタイを緩めた姿の迫田先生が日本酒を口にしている。

「呼び出して悪いな」

「いえ。五十嵐もよろしいですか？」

「かまわないと言っただろ？」

　前回の不機嫌さはどこにいったのか、とても穏やかな表情をしている。

　カウンターの迫田先生の隣に蒼介さん、そして私と座った。

「懐かしいですね」

「そうだな」

　どうやら蒼介さんもこの店を知っているらしい。

「ここで先生の奥さまと初めてお会いしましたね。亡くなられて、もう五年ですか」

　奥さまが亡くなられていることは初耳だった。

　迫田先生は私たちにもお酒を勧めてくれたけど、蒼介さんは車だということで断り、代わりに煮物や揚げ物などの料理を頼んでもらった。

「五十嵐。今日は貸し切りにしてもらったし、ここのおかみさんは長年の付き合いで口が堅いから、遠慮せず言いたいことを言いなさい」

「は、はい」

『言いたいことを』と促されても、なにを口にしたらいいのかわからない。

「松下から聞いたか？」

「はい。ひき逃げ事件の件ですね」

　あんなにピリピリした空気の中で話していたことを、なんでもないように淡々と話せるふたりに驚く。

「再審請求は簡単じゃないぞ。なんせ、敏腕弁護士が関わった事件だ」

　迫田先生は自嘲気味に鼻で笑い、日本酒を口に運んでいる。空いたお猪口ちょこに蒼介さんが追加を注いだ。

「そうですね。ですが、やらなければなりません」

　凜とした声で蒼介さんが答えている。

「あのとき告発しなかったのは、妻に配慮してくれたんだろ？」

　次に吉井先生が気になることを言い出した。

「おわかりでしたか」

「俺を誰だと思ってる。治療の甲斐なく妻は逝いってしまった。でも、ギリギリまで最先端の医療を受けられたのは、九条のおかげだ」

「私はなにも」

　どういうことだろう。

　首を傾げていると、迫田先生が気づいて再び口を開く。

「妻は、治癒の難しい難病を患っていたんだよ。ずっと調子がよかったのにある時を境に急激に悪くなって……。もう手の施しようがないと余命宣告を受け、とある保険外の治療法が残されていると知った。だけど、それを受けるには莫大な費用が必要で。そこそこ収入はあるほうだと思っていたけど、まったく足りなかった」

　もしかして、その治療費を吉井先生に肩代わりしてもらったの？

「九条はそれを知っていて、黙っていてくれた」

　そうだったんだ。しかも、一度不正を犯したのでそれを隠さなければならなくなった。他の弁護士に入られて、ひき逃げ事件のことに気づかれてはまずい。だから今回の事件も受けるしかなかったんだ。

「まさか、自分の手で冤罪を生み出すなんて……。でも妻の命には代えられなかった。九条には本当につらい思いをさせて申し訳なかった」

　迫田先生がうっすらと涙を浮かべながら頭を下げるのを見て、胸が痛む。

「私も悪いんです。先生を止めるべきだったかもしれません」

　蒼介さんは板挟みになって悩んだんだろう。でも、迫田先生の奥さまの命を思えば、目をつぶるという選択肢しかなかったに違いない。

　それで真美さんへの罪悪感も大きかったんだ。

「いや、九条は優しすぎたんだよ」

　迫田先生はそう口にして、お酒を口に運ぶ。

　そしてその後、隣の席に置いてあったバッグから厚いファイルを取り出した。

「あの事件の真相はすべてここにある。あいにくの雨で、あの車を運転していた人間がはっきりと映っている防犯カメラはなかったとされたが、対向車線を走っていたタクシーに取り付けてあったドライブレコーダーに、かすかに吉井隆明が映っていた」

　ファイルをめくり、一枚の写真を指さした迫田先生は、大きなため息をついている。

「吉井先生がその運転手にも金を積んだ。だからこの写真も燃やせばよかった。でも、なぜかできなかった。いつか糾弾してほしかったのかもしれないな。お前のように熱い信念を持ったヤツにね」

　パタンとファイルを閉じた迫田先生は、それを蒼介さんに「持ってけ」と押し付けている。

「ですがこれを表に出すということは、迫田先生も責任を――」

「もう先生はやめてくれ」

　蒼介さんの言葉を遮った迫田先生は、隣の席にかけてあった上着の襟から、弁護士バッジを外してテーブルに置く。

「潮時だ。若手が立派に育っている。もう私は必要ない」

　つまり……弁護士を辞めると言っているんだ。

「九条も、こうなる覚悟で動いたんだろう？」

「そうですね」

　蒼介さんがあっさり認めるので、私は唖然とした。

「私にとって迫田先生は、神様のような人でした。奥さまのことは私も胸が痛いです。でも本当は信念を貫いていただきたかった」

「そうだな。そうするべきだった。でも、九条に引導を渡されるのはいい気分だ。いい弁護士になったな」

　迫田先生は目を細めて九条さんを褒めたたえる。

　蒼介さんが『神様』とまで言う迫田先生は、過ちを犯すまでは素晴らしい弁護士だったに違いない。

「五十嵐。九条を頼む」

　突然話を振られて慌てふためく。

「は、はいっ」

「あはは。五十嵐は正直すぎるな。この人たち、なに悠然と飯食ってるんだって顔に書いてある」

　迫田先生から鋭い指摘をされてなにも言えないでいると「これうまいぞ」と蒼介さんに肉じゃがを勧められた。

「弁護士はポーカーフェイスで冷静にしていなければならない。だけど、内面には沸々と湧き上がるような熱い情熱が必要だ。裁判所で取り乱しはしないが、クライアントを絶対に救うというような」

　再び日本酒を口に運んだあとそう話す迫田先生にうなずく。

　たしかに裁判に赴くときも、蒼介さんは表情ひとつ変えず落ち着いている。でも、そこに行くまでにあらゆる手を尽くしている。

「それができるのは、五十嵐たちのサポートのおかげだ。『ただの秘書』なんて言ったが、秘書の存在の大きさは私が一番わかってる。妻にどれだけ助けられたか」

　どういうこと？

　疑問に思っていると、蒼介さんが口を開く。

「迫田先生の奥さまは、長年にわたり先生の秘書をされていたんだよ。結婚されて辞められたけど」

「そうだったんですね」

　大先輩の奥さまに会ってみたかったな。

「あぁ。松下も最近青い顔をしている。彼女にもつらい思いをさせた。謝っておいてくれないか」

「それは迫田先生が直接お伝えください。私は五十嵐のことだけで手がいっぱいです」

　蒼介さんは私の頭をトントンと叩く。

　私たちに協力してくれた松下さんだけど、迫田先生のことを一番心配しているのも彼女だ。先生から直接声をかけてもらえたほうがうれしいに違いない。

「そうだな。そうしよう」

　それからふたりは昔話に花を咲かせて、料理に舌鼓を打っていた。

　一時間ほど話をしたあと、蒼介さんが立ち上がった。

「私たちはそろそろ失礼します」

「あぁ。九条、あとを頼んだ」

　お酒のせいで頬をほんのり赤らめた迫田先生が、優しく微笑む。そのとき、なぜか全身に鳥肌が立ち、いてもたってもいられなくなった。

「迫田先生」

「どうした、五十嵐」

「奥さまのところに行くのは早すぎますからね。またここで一緒に飲みましょうよ。今度は松下さんも一緒に」

　どうしてそんなことを口走ったんだろう。ただ、迫田先生の瞳の奥が揺れていて、逝く気なんじゃと心配になった。

「はははっ。ありがとう。そうしよう」

　迫田先生は笑い飛ばしたくせして、目頭を押さえている。

「先生。五十嵐は約束を破られるのがとても嫌いでして。不機嫌になって手に負えなくなるので、どうかお守りください」

　蒼介さんがそう伝えると、迫田先生の目から一筋の涙がこぼれていった。










幸せな書類の書き方




　どこからか聞こえてくるセミの大合唱を耳にしながら一番乗りで出社して、事務所のクーラーを入れる。暑くてぐったりはしているけれど、私たちにはやらなければならないことがある。

　ひき逃げ事件の再審請求に向けて動きだし、一週間。まだまだこれからだ。

　ショックで一日仕事を休んだ松下さんも、迫田先生からの電話でお礼と励ましの言葉をもらったらしく、復帰して別の弁護士の手伝いを始めた。

「五十嵐！　印紙代が間違ってるぞ。これは訴訟ではなく調停だ」

「え！　すみません……」

　思いきり基礎的なミスをしてしまった。

「少し休憩してこい」

「は？　まだこんなに書類が残ってますし――」

「松下。悪いが手伝ってくれ」

　蒼介さんは私のデスクから書類を数枚取り、松下さんに渡している。

「わかりました。五十嵐さん、ちょっと頑張りすぎかもね」

　たしかに、今までの業務に刑事事件まで乗ったから、フル回転だった。だけど、それを蒼介さんが労わってくれるとは思っていなかった。

　ポカーンと彼を見上げていると「休憩終わるぞ」と低い声でつぶやかれ、以前蒼介さんが真美さんと話をしていた休憩コーナーへ向かった。

　片隅にある自販機で甘いコーヒーを買ったあと、窓の外を眺めながらホッとひと息。

　するとすぐに「五十嵐」という蒼介さんの声がする。

「はい。今行きます！」

　ここに来てから五分くらいしか経っていないけど、休みすぎ？

　慌ててイスから立ち上がると、やってきた蒼介さんが私の肩を押して再び座らせる。

「俺は鬼か。もう少し休め」

　えぇ、鬼ですとも。

　彼はクスッと笑って隣に座り、私が飲んでいた缶コーヒーを奪って喉に送る。

「ちょっ、私のです！」

「ケチケチするな」

　ケチケチしたわけじゃなくて……間接キス、じゃない。もう思いきりキス……いや、結構激しめのエッチをしている仲だとはいえ、職場では控えてほしい。

「どうした？　耳が赤いぞ」

　彼は私の耳朶に触れ、ニヤリと笑う。これ、プライベートモードのほうじゃない？

「気のせいです」

　ドギマギしながら返すと、蒼介さんは視線を窓の外に向けた。

「お前に余計な負担をかけているのはわかっている。仕事の効率が落ちているのは、緊張のせいだろ」

『仕事の効率が落ちている』なんてはっきり指摘され、肩を落とす。

　そりゃあ初めての刑事事件で、おまけにめったにない再審請求。さらには、迫田先生の罪も追及しなければならないんだから、緊張するなと言っても無理。それでも、踏ん張っているつもりだったのに。

「ずっと刑事事件を受けなかったのは、やっぱりひき逃げ事件がきっかけですか？」

　聞きたかったことをストレートに聞いてみた。

「そうだな。俺は途中で降りたとはいえ、真実を知っていたのにあきらかにしなかった。偶然真美が知り合いで、その後の杉尾家の状況を目の当たりにして怖くなった。だけど、もう逃げない」

　きっぱりと言いきった彼は、また私の買ったコーヒーを飲んでいる。

「これから先は長い。お前にはずっと支えてもらいたいから、もう少し力を抜け」

　蒼介さんは胸ポケットから財布を取り出し、私の前に千円札を差し出した。

「もう一本、ゆっくり飲んだら戻ってこい。出かけるぞ」

「はい」

　ありがたく受け取り、返事をする。

「心配するな。俺がいる。美咲の一生は俺が支える」

　彼は私にいっそう近づき小声で囁いたあと、去っていった。

　仕事中なのに『美咲』って言った？　しかも『一生』って……。

　まるでプロポーズのようなセリフに頬を赤らめながら、自販機にお金を入れた。




　それから向かったのは、杉尾さんの自宅だった。

「九条さん、そちらは？」

「彼女は私の秘書で、五十嵐です」

　肇さんは私を見て顔をしかめる。

「その方が、真美の言っていた……」

「そうです。彼女は秘書ですが、私の大切な人です」

　迷うことなく伝えてくれる蒼介さんの気持ちがうれしい。

「はー、そうですか。すべてを失った私たち一家に、幸せを見せつけに来たんですね」

　投げやりに吐き捨てる肇さんは、眉がつり上がっている。

「それは誤解です。本日は仕事で参りました。実はあの事件の新しい証拠が出てきまして、私は肇さんの名誉を回復すべく再審請求したいと考えています」

　蒼介さんが切り出すと、「あれは、本気だったんですか？」と目を丸くしている。

　真美さんに『真相をあきらかにする』と宣言したことも聞いていたようだ。

「もちろん本気です」

「だけど、今さら……」

「肇さんに服役させてしまったことや、ご家族が肩身の狭い思いをされてきたことに関しては取り戻しようがありません。それはお詫わびするしか」

　深く頭を下げる蒼介さんと一緒に、私も謝罪する。

「九条さんが謝ることではありません。私も罰金刑ならと安易に引き受けたのが悪かったんです。まさか、亡くなってしまうとは……」

「再審請求は、肇さんとご家族のためだけではありません。亡くなられた被害者の方にも申し訳なくて」

　死人に口なしと言うが、おそらく亡くなられた人も無念なはずだ。

「私としては、願ってもないことです。もう人生をあきらめていたのに。吉井先生からは今でもお金が届きます。おかげでまともな職に就けなくても生活できる。でもお金だけあっても満たされないことを知りました。社会の一員として堂々と生きていきたい」

「取り戻しましょう」

　蒼介さんの発言に、肇さんは大きくうなずいた。

「ですが、真美のことは……。遊びだったんですか？」

　次に肇さんは真美さんとのことを追及してくる。

「真美さんとお付き合いしたことはありません」

「は？　真美は付き合っていると……」

「あの事件のあと、婚約破棄された真美さんが不安定になっているのを見ていられませんでした。ですから相談相手にもなりましたし、呼び出されれば付き合いました。でもそれは、旧友としてで恋人としてではありません」

　蒼介さんがそう伝えたものの、肇さんは首を振る。

「九条さんが献身的に私たち家族を支えてくださったことには感謝しています。真美のこともずっとお任せできるものだと思っていました。九条さんは恋人のつもりではなかったかもしれませんが、真美に誤解させるようなことをされたのでは？」

　肇さんは私のことをチラッと見つめて、顔をしかめる。

「それは誓ってありません。私は何度も真美さんと恋人が欲しい私の友人との間を取り持ちました。ここ数年は真美さんがそれを拒否されるようになりましたが、私は二年以上前からずっと彼女に恋をしていましたので、誤解させるようなことはなにもしておりません」

　蒼介さんが私に視線を送りそう言ったとき、体に電流が走り抜けたような感覚に襲われた。『二年以上前』って、私が事務所に就職した頃じゃない。

「そんなことが……」

　どうやら肇さんは、蒼介さんが友達を紹介したことは聞いていないようだ。

「真美さんの心の傷がそんなに簡単に癒えるわけがないことは私も承知しています。だけど、ずっとあの婚約破棄を引きずっていてはもったいない。それを何度もお伝えしましたし、新しい恋に踏み出してほしいと願っていました」

　蒼介さんは必死に訴えている。

「真美さんが私にこだわるのは、恋心ではなく恐怖からです。婚約破棄のときのように信じた人に裏切られるのが怖いといつも話していたので、なにもかも承知している私なら離れていかないと思ったんだと」

　真美さんの気持ちもわかる。私も同じ立場なら、そうなっていたかも。

「でも、恋に破れるのは私たちにもあることです。私も長く片想いをしていましたが、当初彼女には別に付き合っている人もいましたので、彼女が幸せなら私の出番はないと思っていましたし、別れたあとでも告白を拒否される可能性もあったのですから」

　ちょっと待って。告白してもフラれるかもしれないと思っていたということ？

　びっくりするような発言の数々を耳にして、腰が抜けそうだった。

「それはおっしゃる通りです。あの婚約破棄は私のせいでもありますので、九条さんと同じように真美には幸せになってほしいと思っています。そしてその相手があなただといいと思っています」

　肇さんは妹の真美さんが心配でたまらないんだろう。

「私は、ひき逃げ事件で真実を捻じ曲げることの残酷さと無念さを知りました。それは人の心も同じではないでしょうか。恋心がなくても結婚はできます。だけど、偽りの感情で結ばれて幸せになれると思われますか？」

「それは……」

「あの事件のとき、自分の心にそむいて告発しなかったことが苦しくてたまりませんでした。それから私は、自分に嘘はつかないと決めました。ですから真美さんに愛を囁いたことはありません」

　ゆっくりそしてハキハキと話す蒼介さんに、肇さんは黙り込んだ。

「そう、ですか……。真美と話してみます」

「はい。再審請求の件は、肇さんにご協力いただかなければ進まないことばかりです。今後被害者の家族にもお会いする予定ですので、ご連絡させていただきます」

「よろしくお願いします」

　肇さんは私たちに深く頭を下げた。

　杉尾家をあとにして車に乗り込む。

「蒼介さん、あのっ、二年以上前からって……」

　たしかに以前『ずっと前から好きだった』とは言われた。でも、まさか就職してすぐからだったなんてびっくりだ。

「俺はお前一筋なんだよ。わかったか」

　なぜか偉そうに言い放つ彼の耳が心なしか赤い。

「ありがとう、ございます。でも、どうして私なんかに引っかかったのか不思議でたまりませんけど」

　本音を口にすると彼はクスクス笑いだす。

「美咲がまだ新人の頃、わからないことがあると弁護士やパラリーガルにしつこいほど食い下がって聞いてただろ？　全然関係なかった俺もよくつかまったよな」

　そういえばそうだった。研修のために付いていた弁護士がいないときは、誰でもいいからつかまえて説明をお願いした。

「その結果余計な仕事は増えたけど……」

「すみません」

　ぐうの音も出ない。最初の頃は知識を広げるのに一生懸命で、迷惑をかけたと思う。

「でも、向上心のあるヤツだなと感心して、目が離せなくなった。失敗しても這い上がってくる前向きなお前に、心を持っていかれたんだよ。仕事の面でも自分の秘書にして鍛え上げたいと思い始めて、山崎先生にお前のことが欲しいと直訴した」

「そうだったんですか？」

　だけど『鍛え上げたい』というくだりはなんとも。『一緒に働きたい』ではないところが、彼らしいといえば彼らしい。

「でも、秘書になったばかりの頃は『甘えがあるんじゃないか』なんて怒ってたじゃないですか」

　覚えてないとは言わせない。

「美咲は負けず嫌いだから、そうやって焚たきつけるのが成長の近道だと思って」

「え……」

　まさか……計算ずくだったってこと？

「その通り食らいついてきた」

　そういえば、松下さんにもそれらしきことを言われたな。

「その上お人好しで、被害者感情に揺さぶられてへこんだり、怒ったりと忙しいし」

「その通りです……」

　冷静でいなければならないのに、そこだけはどうしても直らない。

「しょげることはない。そういう素直なところに惚ほれたんだからな」

　蒼介さんは頬を緩める。

　一方私は、自分で聞いたくせして、照れくさくてたまらずうつむいていた。




　週末の昼下がり。蒼介さんのところに真美さんから連絡が入った。

　彼が、『会いたい』と言う彼女に承諾の返事をしたのは、ふたりの関係をはっきりさせたいという意思かららしい。

「いってらっしゃい」

　出かける彼を笑顔で見送るはずだったのに、うまく笑えない。

「あぁっ、もう！」

　すると蒼介さんは自分の髪をクシャクシャッとして「そういうところ、ずるいぞ」なんて言い出した。

「ずるい？」

「そんな切ない顔をされたら、ますます好きになる。離したくない」

　そう口にした彼は、私を抱き寄せる。

「美咲。俺と一緒に生きていく覚悟はある？」

「えっ……」

「俺はおそらくこの先、〝無難〟な仕事はしない。だから苦労をかけると思う。それでも、美咲に隣にいてほしい」

　蒼介さんは体を離して真摯な視線を送ってくる。

　一緒に信念が貫けるのなら、どんな苦労だって喜んでするのに。

「私……」

「私？」

　言葉を濁すと、彼は私の頬に優しく触れる。

「蒼介さんじゃないとイヤです。蒼介さんの隣しか歩きたくない」

　そう吐き出した瞬間、もう一度強く抱きしめられた。

「少しだけ待ってて。すぐに戻ってくる」

　彼は私の唇を素早く奪い、出ていった。

　閉まったドアを見つめ、彼の笑顔を思い浮かべる。

　大丈夫。蒼介さんは私と進むために真美さんに会いに行ったの。

　自分にそう言い聞かせて、リビングに戻った。




　それから二時間。時計の針は午後六時四十分を指している。

　夕食の準備をしなければとキッチンに立ち、手を動かし始めた。

　今日は料理本に載っていた白身魚のムニエルにする予定。

　バジルをたっぷりと使ったジェノベーゼソースを作り始めたものの、ふと意識が料理から離れる。

　もし、このまま帰ってこなかったら……。

　そんなことはあり得ないのに、最悪の事態が頭をよぎり、心ここにあらずだった。

「ただいま」

　それからさらに一時間。料理が出来上がった頃に、玄関から蒼介さんの声が聞こえてきて、スリッパをパタパタさせて走る。

「わ、わっ」

「危な」

　足がもつれ転びそうになったところを抱きとめられた。

「まったく、そそっかしい」

　蒼介さんは呆れ声だけど、おかしそうに表情を緩めている。

「だって、帰ってこなかったらどうしようって……」

「バカだな。俺の帰るところは、美咲のところしかないんだぞ」

　もちろん、いい加減なことを言う人だなんて思っていない。でも、不安だったの。

「真美さん……」

　どうだったんだろう。もしかして話が決裂して帰ってきた？

　不安なときはよくないことばかりが頭をよぎる。

「ちゃんと話ができたよ。肇さんとも話したみたいで、冷静に向き合ってくれた」

　彼はそんなことを話しながら、私を促しリビングに向かう。そしてソファで隣に座り、続けた。

「真美、婚約破棄があってから自信がなくなってしまったって。肇さんのこともあって、もう誰とも結婚できないと思いつめていたって」

　その気持ちはわからなくはない。生涯を共にすると決めた人に突き放されたら、誰だって自信がなくなる。それに、あの事件のせいで世間から冷たい目で見られてきたなら、そう考えてもちっとも不思議じゃない。

「そんな中でも、肇さんの服役中、気になって何度も杉尾家を訪ねていた俺のことを信頼するようになり、好きになったと改めて告白してくれた」

　一瞬、緊張が走る。蒼介さんはなんと答えたの？

　思わず自分の胸を押さえる。

「俺は……『気持ちはうれしい。でも、愛している人がいる』と返事をした。そうしたら彼女、『これが恋の手順よね』と笑ってた。『自分を磨くのを忘れてたから、フラれちゃった』って」

　それ、私が彼女に言ったことだ。

「美咲の言葉で目が覚めたとも言っていた。『過去に囚われて誰のことも信じようとしなくなってた。そんな卑屈な人間を好きになる人なんていないよね』って」

「真美さん……」

　傷ついている彼女に言いすぎたかもしれないと思っていたけれど、過去を断ち切れるきっかけになったのならよかったのかな。

「改めて、再審請求のお願いをされた。担当弁護士として全力を尽くす。美咲も手伝ってくれるか？」

「私は蒼介さんの秘書ですよ？」

〝もちろん〟という意味を込めてにっこり微笑むと、彼はふと真顔になる。

「これから本格的に動きだす。初めての書類だらけだと思うから、覚悟しろ」

「え……」

「それと、今まで通り民事も受けるから、そっちも遅れるなよ」

　突然上司の顔になった蒼介さんは、イジワルな笑みを浮かべる。

　だけど、やるしかない。そもそも法律のことなんてさっぱりわからなかった私が、彼の秘書になってから民事訴訟についての書類は大体できるようになったのだから、いつかは刑事訴訟もできるようになる。そう考えると、やる気が湧いてきた。

「さて、腹減ったな」

「あっ、ご飯できてます！」

　それからムニエルをメインに、昼に彼と一緒に出かけて購入してきたバケット。そして彼のお気に入りのチーズやサラダなどを並べ、ワインも用意した。

「乾杯」

　グラスとグラスが、カチンと高い音を奏でる。

　私たちの人生もこうして重なり合っていくといいな。

　ワインを口に運んだ蒼介さんが、私に強い視線を送っているのに気がついた。

「なにか？」

「美咲、この書類の書き方知ってる？」

　まだ仕事の話？

　首を傾げていると、隣のイスにかけてあったジャケットのポケットから一枚の書類を取り出し、私の前に差し出した。

「えっ……」

「知らないなら、教えるけど」

　柔らかな笑みを浮かべて私を見つめる彼が置いたのは、婚姻届。

「蒼介、さん……」

　どうしよう。胸がいっぱいで目頭が熱くなる。

「美咲。俺と結婚してほしい。苦労させるかもしれない。だけど、必ず幸せにする」

「……はい」

　あなたと一緒の苦労なんて、苦労のうちには入らない。だって一緒にもがくその時間でさえ、愛おしいと思えるんだから。

　承諾の返事をすると、彼は「あの万年筆ある？」と私に問いかける。誕生日にくれた万年筆のことだ。

　こういう幸せなことにこそ、あれを使わなくちゃ。

「バッグの中に」

　立ち上がり、ソファの横に置いてあったバッグを取りに行こうとすると、彼も近寄ってくる。

「ありました」

　胸がいっぱいで、声がかすれる。するとそれに気づいた蒼介さんは、強く抱きしめてくれた。

「美咲。お前と一緒ならどんなことでも乗り越えていける。幸せになろうな」

　こらえきれなくなった歓喜の涙が、ポロポロとこぼれていく。

「泣くときも全力投球だな」

「だって、急にこんな……」

「急じゃないだろ？　出かける前に聞いただろ？」

　それはそうかもしれないけれど、こんなふうにプロポーズされるなんて思ってもいなかったんだもの。

「秘書は先回りして考える力も必要だぞ」

　それは松下さんを見ていて、私に最も欠けている点だと自覚している。だけどこんなときに持ち出さなくてもいいでしょ？

「次はなんだと思う？」

「えっ、次？」

　思わぬ質問をされ、涙が引っ込んだ。

「名前を書くんですよね」

「残念。まだ俺のことをわかってないみたいだな」

　私の顔を覗き込む蒼介さんは、艶やかな視線を送りながら、唇を指で撫でる。

　ま、まさか、キス？

「かわいい美咲を見ていると、うっかりキスしたくなる」

　彼は優しい笑みを浮かべてそう言ったあと、熱い唇を重ねた。

　今までで一番幸せなキスの余韻に酔いしれながら、婚姻届に名前を記入する。

「これは一緒に出しに行こう。間違えて郵送するなよ」

「しませんよ！」

　声を大にして反論すると、彼は肩を揺らしておかしそうに笑った。




　それから二週間経った木曜日。

　相変わらずの溶けそうな暑さの中、私たちは肇さんの事件の再審請求のために走り回っていた。

　朝日法律事務所では、この訴訟のために九条さんや山崎先生をはじめとする数人の弁護士が選定され、万全の体制を整えることとなった。事務所が一丸となり真実をあきらかにして、迫田先生の過ちの責任を取るという意気込みだ。

「五十嵐さん、大丈夫？」

　朝から険しい顔をして書類と格闘している私を心配した松下さんが、優しく聞いてくれる。

「大丈夫……じゃないかもしれません」

【刑事訴訟に関する書類の書き方ガイド】という本を片手に、奮闘しているつもりだけど、なにせいきなり再審請求というかなり特殊な案件を担当するのだから簡単じゃない。

　本当は松下さんにも加わってほしいところだけど、彼女は迫田先生の担当だったということで外れ、私と数人の刑事事件に慣れない事務員が日々格闘している。

「五十嵐さん、郵便物くらいは出しておいてあげるわよ」

「助かります。ありがとうございます！」

　松下さんに向かって手を合わせていると、蒼介さんがやってきた。

「五十嵐、出るぞ」

「えっ、嘘……」

　そんなスケジュール入ってなかったはずだけど？

「嘘をついてどうする。さっさと用意しろ」

　なんなの、この冷たい言い方。家の態度とまるで違うじゃない！

「わかりました。それで、どちらへ？」

「裁判所と区役所だ。行くぞ」

　まだバッグを用意し終わる前に、彼はスタスタ歩いていく。

　エレベーターホールでやっと追いついた私をチラッと視界に入れた蒼介さんは、相変わらずクールな表情を崩さない。

　私はエレベーターでふたりになったあと、口を開いた。

「区役所って……戸籍謄本は取り寄せてありますよ？」

　新たな民事事件で必要になった謄本はすでに手配済みなのに。

「一緒に出しに行くと約束しただろ」

「えっ？」

　まさか、婚姻届？

　先日、お盆休みの間に互いの両親に挨拶を済ませ、入籍の承諾を得たばかり。

「大安なんだぞ、今日」

　そういうこと、気にする人なんだ。ちょっと意外。

　今日は午後四時半から会議が入っていて、おそらく夜遅くまでかかる。だから今のうちに出しに行こうということなんだ。

「次の大安でもいいですよ？」

　彼の忙しさを慮って提案したつもりだったのに、ギロリとにらまれた。

「俺は一秒でも早く美咲を妻にしたいんだけど、お前は先延ばししたいのか？」

　予想外の返答に、目が大きくなる。

「し、したくないです！」

　まさかそんなふうに思ってくれているとは。顔がにやけてくる。

「なら、問題ないな」

　また上司の顔に戻ったと思ったものの……左側に立つ彼が私の左手をさっと取り、なんと指輪を差し入れた。

　大きなダイヤがきらめくそれは、間違いなく婚約指輪。

「これ……」

「勢い余って早くプロポーズしすぎたから間に合わなかったんだ」

　仕事のときは必要な時間を逆算して、きっちりと期限内に終わらせるあの完璧な弁護士・九条蒼介の口から、まさかの発言が飛び出した。

　だけど、冷静沈着な彼が『早くプロポーズしすぎた』なんて、それだけ私との結婚を望んでいたんだと言われているようでくすぐったい。

「ありがとうございます。すごく、うれしい」

　お礼を言いながら彼を見上げると、心なしか照れくさそうな顔をしているのがすごく貴重だった。

「なんだよ。見るな」

「あははっ」

　こんなひとときでさえ、幸せだった。




「ご結婚ですね。おめでとうございます」

　役所の人に祝福の言葉をかけられると、頬が赤らみ、どうしてもうつむき加減になる。照れくさくてたまらない。それなのに蒼介さんは「はい。ありがとうございます」と堂々と答えていて、胸がじわじわ温かくなった。

　無事に入籍を済ませたあと、裁判所にも寄ってしっかり仕事もこなし、事務所に向かう。

　帰りの車中で指に収まった指輪を何度も眺めていたら、「見すぎ」と笑われる。

　だって、うれしいんだもの。

　蒼介さんと夫婦になれた喜びで胸がいっぱいだった。




　La mer TOKYOの地下駐車場に到着すると、ふと思い出した。

「そういえば名刺があと数枚しかないんですけど、それっぽい郵便物が届きましたよね？」

　蒼介さんに渡した郵便物の中にあったはず。

「あぁ。取りに来い」

「はい」

　彼に従い部屋までついていくと、名刺の入った箱を差し出されて受け取った。

「ありがとうございます。って、えっ！」

「いちいち声がでかい」

「だ、だって！」

　今まで使っていた名刺の【事務員】という肩書が、【パラリーガル】に変更されていたんだから、大きな声も出るでしょう？

「これ、間違いじゃないですよね」

「は？　なんだそこか。そろそろいいだろ」

　パラリーガルという文字を指さし確認すると、気のない返事。私にとっては飛び上がりたいほどうれしい出来事なのに！と思ったけれど、『なんだそこか』という意味に気がついた。

「えっ、えええ！」

「少しは静かにしろ」

　その下の名前も【九条美咲】に変更されていたので、腰が抜けそうなほど驚いた。

　感動のあまり、穴が開くほど名刺を眺める。

「なにか間違ってたか？」

「いえ。うれしくて」

　素直な胸の内を伝えると、仕事中には珍しく、優しい笑みを向けてくれる。

「前の名刺がなくなるまでに間に合ったな」

　そういえばそうだ。今日この名刺がここにあるということは、もうすでに九条美咲の名前で発注してあったということ。五十嵐美咲の名刺を使いきっていたら、困るところだった。

「なくなってたらどうするつもりだったんですか？」

　喜びで視界がにじんできて、それをごまかすために余計なことを口にする。

「ち密な計算をしてるんだ。ま、お前のことだけは読めないけどね。これからもよろしくな。優秀なパラリーガルの九条さん」

　蒼介さんが手を差し出すので握ると、グイッと強い力で引き寄せられる。

「今日は初夜だな」

　その発言に唖然とし、目をパチクリする。すると彼は、私の左手に収まっている指輪に触れて意味深な笑みを浮かべる。

「会議に行ってくる。お前は書類が片付いたら、先に帰っていいぞ」

「は、はいっ」

「あっ。でも、シャワーは一緒に浴びるか。待ってろよ」

　私の耳に手をかざして小声で囁いた蒼介さんは、いつものポーカーフェイスに戻って出ていった。

「シ、シャワーって……」

　そんなの無理。ぜったーい、無理。

　耳まで熱くてしばらく部屋から出ていけない。それでも、新しい名刺をもう一度見つめると、自然と笑みがこぼれた。

　夕飯、なににしようかな。今日は入籍記念日だし、ちょっと豪華にしちゃおうかな。

「あっ、書類！」

　その前に片付けないといけない仕事があるんだった。もうひと踏ん張りしますか。

　私は胸ポケットに収まる彼からもらった万年筆に触れ、気合を入れなおした。
















第三章










小さな依頼者




　九条美咲となりそろそろ五カ月。入籍はしたものの結婚式を挙げていないので、その話もちらほら出るようになっている。けれども今は仕事が忙しく、もう少し先になる予定だ。

　とある雪の降る寒い日の午後。事務所の玄関に水色のレインコートを着て、ぶるぶる震えている幼稚園児くらいの男の子が立っていた。

　裁判所からの帰り、男の子に気づいた私は声をかけてみることにした。

「こんにちは。ここは弁護士さんのいるところなんだけど、どこに行きたいのかな？」

　お母さんとはぐれてしまったのだろうか。

　とりあえず雪のせいで濡れている彼の顔をハンカチで拭きながら尋ねると、私の腕を驚くような強さでつかんだ。その手は小さく、寒さのせいか真っ赤になっている。

「お姉さん、弁護士？」

「私は違うんだよ。弁護士さんのお仕事を手伝っているの」

　震える彼を見かねて、冷え切った小さな手を両手で包み込む。

「それなら、パパとママのこと助けてくれる？」

「ん？」

　そのとき、この子はここが弁護士事務所だとわかった上でやってきたのだと知った。

「お名前、聞いていい？」

「岩いわ本もと侑ゆう人と」

「何歳？」

「六歳」

　ありがたいことに、泣くことなくすらすらと答えてくれる。

「侑人くんはひとりで来たの？」

「うん。今日はインフルエンザが流行ってるから保育園はお休みだったの。ママはお昼過ぎまで一緒にいたんだけど、会社でトラブルっていうのがあって、僕はお留守番してたんだ」

　インフルエンザが蔓延して急遽登園自粛になり欠勤したものの、会社から呼び出されたのか。だけど、六歳の子がひとりで法律事務所を訪ねてくるなんて、ありえない。

「ひとりでお出かけしたら、お母さん心配するよ。おうちはどこ？」

「帰らないよ！　弁護士さんに助けてもらうんだもん」

　侑人くんは顔を真っ赤にして訴えてくる。

　なにを助けてもらいたいのかわからないが、なかなか頑固そうだ。簡単には家を教えてくれそうにない。

「ここじゃ寒いね。ちょっと中に入る？」

　エレベーターホールは暖房が弱くて侑人くんの震えが止まらない。私は事務所に連れて入ることにした。

「五十嵐……じゃなかった九条。その子は？」

　たまたまフロアにいた青田先生が男の子を見て首を傾げる。

「おじさん、弁護士さん？」

　私が答えるより早く、侑人くんが口を開いた。

「そうだよ」

「よかった！　パパとママを助けて！」

　大切なものを発見したかのように目を輝かせて青田先生の足に飛びついた侑人くんは、離れようとしない。先生のスーツが濡れてしまう。

「どうしたんだ、この子」

「勝手に家を出てきてしまったみたいです。でも、弁護士に会いたくて帰らないと。寒くて震えているので、とりあえず連れてきたのですが……」

　小学生の娘さんがいる青田先生も、少々困り顔だ。

「とりあえず応接室に。なにか温かいものを飲ませてあげよう」

「はい」

　といっても、事務所にはコーヒーと紅茶、それに日本茶しかない。

「自販機行ってきます」

「わかった。松下、ちょっと頼む」

　青田先生が松下さんに助けを求めている間に、休憩コーナーへと走り、コーンポタージュとホットココアを手に入れてきた。

　応接室に向かうと、松下さんが侑人くんのレインコートを脱がせている。

「どっちか飲めるかな？」

「どっちも！」

　身を乗り出して両手を差し出す侑人くんの子供らしい笑顔が見られてホッとした。

「おうちの人に言ってこなかったのね。それはちょっと困るなぁ」

　松下さんが語りかけると、コーンポタージュを飲み始めた彼はうつむいてしまう。

「お母さんの携帯の番号わかる？」

　次に私が尋ねたものの、彼は首を振る。

「参ったな。それじゃあどうして弁護士に会いたかったの？」

　もともと口調が柔らかな青田先生は、いつもよりゆっくり目に聞いた。

「保育園に行くとき、駅の看板に書いてあるから」

「なにが？」

「離婚は弁護士が助けますって！」

　それを聞き、私たち三人は顔を見合わせる。

　それじゃあ、パパとママを助けるって、離婚させないようにしてほしいってこと？

　看板を見て、藁にもすがる思いでやってきたのかもしれない。

「看板、読めたの？」

　青田先生はすぐさま聞き返す。たしかに駅前には朝日法律事務所の【離婚調停はご相談ください】なんて書かれた大きな看板があるが、離婚という漢字を六歳で読めるとは思えない。

「パパとママがいつも〝りこん〟って言ってるから。最近ママは疲れちゃったみたいで僕と遊んでくれなくて、スマホを貸してくれるんだ。それで〝りこん〟って調べたら看板と同じ字だったから」

　なるほど。漢字は読めなくてもスマホで検索できるのがすごいかも。

「あとは保育園の先生に聞いたの。あの看板はどこのですかって。そうしたらこの大きなビルの弁護士さんがいるところだよって。弁護士さんはいろんなことを助けてくれるって」

　この子、賢いかも。いや、それだけ必死なのかな？

「今どきの子はすごいな」

「青田先生だってお子さんいらっしゃいますよね？」

　松下さんが突っ込むと「そうだけど、こんな歳から」なんてため息をついている。

「ママとパパが離婚するってお話してるの？」

　私は確認するように尋ねた。

「そう。それで僕をどっちがもらうかだって。そんなのイヤだよ。僕は三人がいい」

　実に生々しい話だ。

　話し合いの内容は子供に聞かせたくないものだけど、ヒートアップしてケンカになるというのはよくある話で、その結果子供の耳に入ることもある。

　今回もそんなケースなのかな？

「そう、だよね……」

　私にはそれしか言えない。弁護士は調停や訴訟の手伝いはするが、仲を取り持つ仕事をしているわけではないし。

「侑人くん。弁護士は、離婚しますって決まったあとが出番なんだ。ケンカをせずにお別れしてもらえるように、話し合いを――」

「お別れ？」

　青田先生の言葉に敏感に反応した侑人くんは、口をへの字に曲げ目に涙を浮かべる。

「あぁっ、えっとね……」

　弁護士として百戦錬磨の青田先生も、侑人くんを前にオロオロしている。

「なんと言ったらいいかなぁ。弁護士は離婚するかどうかを決められるわけじゃないんだよ。それはパパとママが決めることなんだ。せっかく来てくれたのに、ごめんね」

　青田先生は侑人くんの頭を撫でて言いきかせている。

　そのとき、応接室のドアが開いて青田先生の秘書が顔を出した。

「先生、お電話です」

「今行く。九条、あと頼んだ。ひとりで帰すわけにいかないから、家を聞き出して送っていって」

「えっ、ちょっ……」

　私だって書類が山になっているのに！

「九条さん、ごめん。私も山崎先生について外出するの。よろしくね」

「嘘……」

　先月退職した山崎先生の秘書のあとを引き継いだ松下さんは、顔の前で手を合わせて出ていった。

「どうしよう……」

　コーンポタージュを飲み終わった侑人くんは、体が温まったのか青ざめていた唇の色がピンク色に戻っている。

「もう寒くない？」

「うん！　お姉さん、九条って言うの？」

「そうだよ」

「かっこいい名前だね」

「えへへ。そうでしょ？」

　なんて、五カ月前までは違ったのに、自慢してみたりして。

「九条さん、離婚したことある？」

「ん!?」

　とんでもない質問に、目が飛び出しそうになる。

　一応新婚ほやほやなんだけど。わからないから仕方ないか。

「ないよ」

「そっか。保育園のお友達も何人かはお父さんがいないんだよ。離婚したんだって。離婚したらパパに会えなくなるの？って聞いたら、あんまり会えないよって……」

　侑人くんの目から、ついに涙がポロポロこぼれ出した。

「侑人くん……」

　親権は母親が持つことが圧倒的に多いので、離婚した家庭は、お父さんがいない子が多いのだろう。

　今まで何度も離婚調停や訴訟を経験し、親権や養育費について争ってきた経験はあるけれど、こうして子供と直接向き合ったということはほとんどなく、子供の視点から考えると胸が痛い。

「うーん。お父さんとお母さんはなにをケンカしてるのかな？」

　このままでは帰らないだろうと思った私は、少し話を聞くことにした。

「最初は、ママがご飯を作れなかったことをパパが怒ったの。でもママは風邪をひいていたのにお仕事をしてスーパーに行って、僕を迎えに来てくれたんだよ」

「うんうん」

　旦那さん、亭主関白なのかな？

「それからケンカするようになって、今度はママがパパはなんにもしてくれないって」

　こういう家庭は少なからずある。共働きなのに家事はすべて妻の仕事と譲らない夫。『大変なら仕事を辞めろ』なんて言われる人もいるらしいが、実は妻の稼ぎがないと生活が成り立たない家庭もある。それに、妻だってやりたい仕事があればあきらめる必要なんてないはずなのに。

　もちろん、夫が家事に協力的でうまくやっている家庭もたくさんあるけれど、昔からよくある夫婦間の問題でもある。

「ケンカはいつも？」

「うん、最近は毎日。でも本当は仲良しなんだよ。お休みの日は三人でいつもお出かけしてたし、保育園のお遊戯会にパパもママも来てくれたんだ」

　侑人くんは眉をひそめてうつむいてしまった。

　離婚って本気なのかな？　ケンカが過熱して、つい口をついて出ちゃっただけじゃないのかな？

　そう思いたいのは、思い余って弁護士に会いに来てしまうほど両親を心配している侑人くんがかわいいからだ。

　侑人くんのためにも、やり直せないのかな……。

　そんなことを考えていると、ノックの音がして蒼介さんが入ってきた。

「ここにいたのか」

　探していたのだろうか。彼は顔をしかめたが、侑人くんを見て首を傾げる。

「弁護士さん？」

　沈んでいた侑人くんの表情がパーッと明るくなり立ち上がった。

「そうだけど……」

「ねぇさっきの弁護士さんは無理って言ったけど、おじさんはできる？」

『おじさん』呼ばわりに噴き出しそうになったけれど、蒼介さんくらいの歳のお父さんはいくらでもいるから、しょうがないのかも。

　蒼介さんはその質問に答えることなく、私に『なんなんだ？』という疑問の視線を向けてくる。

「あっ、この子は侑人くんです。ご両親が毎日ケンカをしていて、離婚を止めてほしいと、駅前の看板を見てひとりで訪ねてきたんです」

　簡単に説明すると、蒼介さんは少し呆れたような顔。

　けれども彼は侑人くんに歩み寄り、目の前で腰を折り目線を合わせた。

「それでひとりで来たのか？」

「うん」

　叱られると思ったのか、侑人くんの声が弱々しい。

「よく頑張ったな」

「えっ？」

　侑人くんを褒める蒼介さんに唖然とする。

「だけど、黙って来たんだろ？」

「そう」

　正直答えた侑人くんの頭を蒼介さんは撫でている。

「それじゃあ今日は帰らなくちゃダメだ。お父さんもお母さんも心配で泣いちゃうぞ」

「でも、離婚しちゃイヤだぁ」

　顔をクチャッとゆがめ首を振る侑人くんに、蒼介さんは再び口を開く。

「それはまた考えよう。とにかく今日は帰ること。このお姉さんが送っていってくれるから、住所言える？」

「弁護士さん、助けてくれるの？」

『また考えよう』と言ったからか、侑人くんは食いついている。

「助けるとは言ってないぞ。でも、侑人と一緒に考える約束はしよう。とにかく、今日はダメだ」

　彼はそう諭しながら、内ポケットから名刺を出して侑人くんに握らせる。

「俺は九条という弁護士だ。九条、名刺」

　彼は私にも名刺を要求するので差し出すと、私の名刺の電話番号を大きな丸で囲む。

「勝手に来ても会わないからな。その代わり、どうしても困ったらここに電話してこい。このお姉さんが電話に出てくれる。電話はできる？」

「うん！　でもおじさんも九条さんなの？」

「そう。この人は俺の奥さんだからね」

　こんな小さな子相手なのに『奥さん』と紹介されて頬が赤らむ私って……。

「奥さんなの？　奥さん優しかったよ」

「あはは。そうだろ？」

　ぐりぐりと頭を撫でる蒼介さんは、事務所にいるときには珍しく声を上げて笑っている。子供、好きなのかな？

　だけど『そうだろ？』なんて言われて、ますます顔が熱くなった。

　それから侑人くんは、住所を飛び飛びで教えてくれた。

　幸いマンション名がわかったので検索して特定することができ、送っていくことになった。

「すみません、合意書がまだ出来上がっていなくて……」

「なら、やっておく」

「よろしくお願いします」

　彼がやってくれるなんて珍しい。

「それでは行ってきます」

　侑人くんを連れて応接室を出ようとすると、蒼介さんが私の腕を捕まえて財布から一万円札を取り出す。

「この雪の中、子供の足だと一時間近くかかるぞ。タクシー使え」

「ありがとうございます」

　たしかに、行きも歩いてきたのだろうから、この小さな体には堪えるだろう。素直に受け取り、今度こそ事務所を出た。

　La mer TOKYO前でタクシーを捕まえたあとは、侑人くんといろんな話をした。お友達とするかくれんぼや、好きな粘土遊びのこと。家族で行った遊園地の話。

　そうしているうちに表情がどんどん柔らかくなってきて、ひと安心だ。

　これも、蒼介さんが話を聞くと伝えてくれたからだと思う。あそこで突っぱねたら、帰る気にならなかったかもしれない。

　改めて蒼介さんの対人スキルの高さを思い知った。

　マンションの玄関までついていったが、お母さんはまだいなかった。四時半には絶対に戻ると約束したらしいので、もうそろそろ帰ってくるはずだ。

「侑人くん、危ないからひとりで事務所に来たらダメだからね」

「うん。弁護士さんと約束したからもうしない。九条さんに電話する」

「いい子ね」

　たったひとつすがれる電話番号を与えただけで、こんなに素直になった。

「またね」

「うん！」

　だから私は『バイバイ』ではなく『またね』にした。私たちの関係は終わりじゃないよと安心させてあげたかったのだ。

　それから大急ぎで事務所に引き返したものの、山になっていた書類が半減していたので驚いた。

「九条さんがしてくださったんですか？」

　送り届けたという報告を兼ね彼の部屋に向かうと、私がすべきだった申請書の記入が終わっている。

「こんなのすぐできるだろ」

　かるーい嫌味が混ざっているのは聞かなかったことにして「ありがとうございます」と頭を下げる。

「で、あの子は？」

「はい。元気よく帰宅しました。九条さん、子供の扱い方うまいんですね」

　娘のいる青田先生でもアタフタしていたというのに、彼は数回言葉を交わしただけで住所まで聞き出した。

「特にうまいわけじゃない。なんだ、欲しくなったか？」

「えっ、いやっ、そのっ……」

　思いもよらぬ質問に、しどろもどろになる。

　そりゃあ、彼との子供はいつか欲しい。だけどまだ新婚生活を楽しみたい気もするし、なにより仕事が忙しすぎる。

　そんなことを考えていると、彼は立ち上がり私の隣にやってきた。

「もう少し、ふたりの生活を満喫してもいいけどな」

　そして色気たっぷりの声で耳元で囁き、部屋の出口に向かう。

「会議に行ってくる。書類、残しておいてやったからな」

「が、頑張ります！」

　いつも通りの鬼指令を発令する彼は、振り返って一瞬だけ頬を緩めた。




　もう新しい事件は受けられないほどスケジュールが満タンな中、翌日の午後、早速侑人くんから電話がかかってきた。

『もしもし。岩本侑人です。九条さんの奥さんのほうですか？』

　そんな始まりにプッと噴き出してしまった。『奥さんのほう』って。間違いじゃないけど。

「そうだよ。侑人くん、風邪ひいてない？」

『うん！　元気』

　よかった。震えていたので気になっていたのだ。

「どこからかけてるの？」

『おうちだよ。今日も保育園はお休みで、ママは今、違うお部屋で会社の人と電話してるの』

　そっか。かまってもらえなくてへこんでいるのかな。

「それで、寂しいのかな？」

『昨日もパパとママがケンカして、僕の作った粘土のぞうさんが壊れちゃったんだ』

　そんなことがあったんだ。

　彼は泣いてはいなかったが、悲痛な心の叫びが聞こえてくる。

「つらかったね」

『……うん』

　彼の声が小さくなり、心配だ。

　どうしたらいいんだろう。離婚を止めるのは弁護士の仕事ではないし、正直、関わっている時間もない。でも、侑人くんと仲良くなったので放っておけない。

「あの、ね……。九条さん、侑人くんのお母さんとお話してみたいな。六時くらいなら会いに行けるんだけど、ママお仕事終わるかな？」

　こんな勝手なことを言ったら、蒼介さんに叱られるかもしれないと頭をよぎったけれど、見なかった振りなんてできない。

『ホント？　大丈夫だよ』

「パパはいつ帰ってくる？」

『パパはいつも遅いの。九時くらいかなぁ』

　それならお父さんに知られず、少しだけ話を聞けるかもしれない。

「弁護士の九条さんは行けないと思うんだけど、私だけでもいい？」

　蒼介さんは勉強会が入っているし、弁護士という立場で会いに行き、それがお父さんに知れたら、ますます関係がこじれるかもしれない。

『うん！』

　侑人くんの声が明るくなってきて安堵した。

　それから彼の家の近くにあったカフェの名前を告げると『知ってるよ』と頼もしい返事があり、そこで待っていると約束して電話を終えた。

　約束したので残業はできない。急いで仕事を済ませないと。

　私は書きかけの答弁書に手をつけた。

　四時半になり、このあと勉強会がある蒼介さんの部屋へと向かう。

「書類が整いました。チェックしていただいてよろしければ、帰りに投函します」

「申請書の類は、もうチェックはいらないだろ。できるようになっている」

　うれしい発言に小さくガッツポーズ。間違えてもう一度送りなおすという二度手間を考えていつもチェックしてもらっていたけれど、それも卒業できそうだ。

「ありがとうございます」

「答弁書は明日見ておく。そろそろ行かないと」

「はい。いってらっしゃいませ。あのっ……」

　恐る恐る侑人くんのお母さんに会うことを耳打ちすると、彼は目を見開いている。

「まったく……」

　あー、やっぱり雷が落ちる！と覚悟して肩をすくめたけれど、盛大なため息のあとはなにもない。

「仕方ない。お前のお人好しが発動したら、誰にも止められない」

　あれ、予想外の展開だ。

「いいんですか？」

「いいもなにも、ダメだと言っても行くつもりのくせに」

　間違いありません。

「その代わり、パラリーガルという立場ではなく、侑人くんの友達として会いに行け。今はなにもできない」

「わかりました」

　彼が言うことはもっともだ。ＤＶがあるわけでもなさそうだし、両親から依頼されたわけでもないので、弁護士事務所としてできることはなにひとつない。

「家に帰ったらたっぷり話聞かせろよ」

　彼は私の顔を至近距離で見つめ、ニヤリと笑ってから出ていった。

　気になってるんじゃない。

　私はそれから頼まれていた大量のコピーを全部済ませて、事務所を飛び出した。




　時計の針が六時十分を指した頃、大通り沿いのカフェの窓の外に、侑人くんを発見した。手を振ると、隣にいたお母さんが申し訳なさそうに頭を下げている。ショートカットが似合う、活発そうな人だ。

　店内に入ってきた侑人くんは、困惑気味のお母さんの手をグイグイと力強く引っ張り、私の前まで連れてきた。

「突然お呼びだてして申し訳ありません。私、九条と申します。昨日、侑人くんと友達になりまして」

「いえっ、こちらこそお詫びをしなければ。さっき侑人から話を聞いて驚いたんです。まさか、ひとりであんなに遠くまで……。それに弁護士さんにまでご迷惑をおかけしたそうで。相談料とか必要ですよね？」

　あれ、まさか代金を請求しに来たと思ってる？

「いえ、法律相談をしたわけではありませんし、代金なんてとんでもないです」

　侑人くんはニコニコ顔だけど、お母さんは表情をゆがめた。

「お忙しいでしょうに。侑人、もう電話なんてしちゃいけません。ごめんなさいして」

　お母さんが侑人くんに謝罪を促すので慌てる。

「いえっ、電話は大歓迎ですし、ここに来たのは私の提案です。侑人くんがとっても真剣に悩んでいるので、もしお力になれればなんて……」

　と言ったはいいが、私になにができるのかさっぱりわからない。

「よろしければ、なにか飲み物を」

　そう提案すると、ふたりは私の向かいに座り、お母さんの晴はる子こさんはコーヒーを侑人くんはホットミルクを頼んでいる。

「侑人が私たち夫婦のことをお話ししたとか……」

「はい。簡単にですがお聞きしました。ケンカをされるようになったことや、その……」

「離婚のことですね」

『離婚』という言葉を言い出せないでいると、晴子さんのほうから口にした。

「はい。今日お電話もらったのは、粘土のぞうさんが壊れてしまったとか……」

「あぁ、そうでした。侑人、本当にごめん」

　晴子さんはすぐに侑人くんの肩を抱き寄せ謝っている。

　特に攻撃的でも、短気でもなさそうだ。

「うん。ぞうさんはまた作るからいいんだよ。でもケンカしないで」

　侑人くんの懇願に、晴子さんは眉をひそめて黙り込む。

　一方、運ばれてきたホットミルクに砂糖をたっぷり入れ、フーフーと息を吹きかけている侑人くんは、お母さんが一緒だからか笑みを絶やさない。

　晴子さんは侑人くんを常に気遣っていて、親子関係は良好そうだ。もし親権を争うとしたら、晴子さんが手にできるだろう。

　そんなことをふと考えてしまい、即座に打ち消す。小さなクライアントである侑人くんの願いは離婚させないことなのだから。

　それから晴子さんは旦那さんとの関係について少し話してくれた。どうやら、商社でのフルタイムの仕事を持ちながら、家事もひとりでこなしているらしい。それなのに、旦那さんから完璧を求められて疲れてしまったようだ。

　私は結婚後もよくふたりで外食しているし、近所にあるちょっとおしゃれなレストランからデリバリーを頼むこともある。

　掃除は今まで通りハウスキーパーを雇えばいいと言われたものの私がイヤで断ると、休日に彼も手伝ってくれる。もともと潔癖気味な人なので掃除もうまいのだ。

　洗濯も乾燥まで洗濯機にお任せしている。

　最初の頃はなにもかも頑張っていたけれど、『美咲は家政婦じゃない』と言われ、今のスタイルに落ち着いた。

　子供の世話の必要ない私ですらそんな状態なのに。晴子さんが気の毒になってきた。

「ごめんなさい。愚痴ばかりで……」

「いいんですよ。たまにはガス抜きしないと」

　こうやって吐き出すことで楽になってくれればいいんだけど。

　結局、私はなんの役にも立てない。

　しかし、帰る前にトイレに行くと席を立った侑人くんを遠目に見ながら、これだけは聞いておかなくちゃと口を開く。

「晴子さん。離婚を本当にお望みですか？」

「数カ月前までは、こんなにケンカもしなかったんです。主人が課長に昇進してからなので、きっとストレスがたまっていて当たられているんだと思います。でも、毎日責められるとイライラして、つい言い返してしまって」

　旦那さんも仕事が忙しくて心に余裕がないのかもしれない。

　しかし、仕事で疲れた上に家事もこなしているのに怒鳴られたのでは、そうなる気持ちも理解できる。

「侑人のことを考えれば、また三人で仲良く暮らしていきたいと思うのですが、ケンカばかりの姿を見せるのもいたたまれないし、どうしたらいいのかわからなくて……」

「そう、ですか」

「ママ、ハンカチ！」

　手が濡れたままの侑人くんが戻ってきたので、そこで話を終え、私たちはカフェをあとにした。




　マンションに帰り二十分。ソファで考え事をしていると、蒼介さんが帰ってきた。

「おかえりなさい。ごめんなさい。ご飯……」

「大丈夫だ。買ってきたぞ、美咲の好きなイタリアン」

　実は侑人くんのことで頭がいっぱいでスーパーに寄ってこなかったので、彼にメールをして買ってきてもらえるように頼んだ。文句ひとつ言うことなく【了解】と返してくれる優しい旦那さまを持って幸せだ。

「ダメな妻ですね」

「こんなことくらいで大げさな。牛肉のタリアータ、ちょうど食いたかったんだ」

　この店の牛肉を薄切りにしたタリアータについているローズマリーソルトがおいしくて、彼も私も大好物だ。

「夕飯のこともそうですけど、なんにもできない私を奥さんにしてくれて……」

　晴子さんの話を聞いたので余計にそう思えてしまう。うつむいて伝えると、彼は私に近寄ってきた。

「なにもできない？　してるぞ。美咲は俺を幸せにしてる」

「蒼介さん……」

　彼は私をそっと抱き寄せる。

「いてくれるだけでいいって言ってるだろ？」

「でもっ」

「それじゃあ美咲は、俺が他の女と一緒になったほうがよかったって言うの？」

　それを聞き首を振る。そんなの絶対にイヤだ。

「俺もなんだよ。美咲の夫が他の男なんて、絶対に耐えられない。嫉妬に狂って死んでしまいそうだ」

「そんな……」

　それこそ大げさすぎると思ったものの、私もそうかも。彼が他の女性とキスなんてしたら、きっと気が狂う。

「まだ、わかってないみたいだな」

　彼は私の耳元で艶っぽく囁く。

「なに、が？」

「俺がどれだけ美咲を好きか、その体に教え込んでやろうか？」

　そうつぶやいたあと耳朶を甘噛みされ、体がビクッと震える。

「け、結構です……」

「拒否権はない。あとでな」

　彼は小さく笑い、やっと離れてくれた。しかし、心臓が暴れたままの私はとっさに動けない。

「ワイン飲む？　赤にしようか」

「はい。私やります」

　それなのに彼は平然とした様子だった。

　蒼介さんが買ってきてくれたのは、タリアータのほかに、グリル野菜の盛り合わせや、ポルチーニの入ったクリームパスタ。どれも私の好物ばかりだ。

　乾杯したあと、パスタをひと口。

「おいしい」

「そう、その笑顔。それだけで俺は満足だ」

「はい」

　できないことは仕方ないんだから、彼の優しさに甘えよう。

「それで、収穫あった？」

「お母さん、晴子さんとおっしゃるんですが、とっても疲れていて……。必死に家事をこなしても完璧じゃないと怒鳴られてしまうようで、おつらそうでした」

　そう伝えると、彼はタリアータに手を伸ばしながら小さくうなずいている。

「最近は少なくなってきたけど、女は家に入れというような考え方の男もいるからな」

「それが、最初からそういうわけでもなかったみたいで、旦那さんの健けん二じさんが昇進して責任あるポストに就いてかららしいんです。ストレスのはけ口になっているような……」

　思ったことをそのままに話すと、彼は「なるほど」と深いため息をつく。

「それで、離婚の意志が本当にあるのかとお尋ねしたら、どうしたらいいのかわからないって。ついイライラしてケンカをしてしまうけど、侑人くんのことを考えたら、三人で仲良くできればいいのにとおっしゃっていました」

「ケンカが白熱して〝離婚〟という言葉が飛び交ってしまうけど、今すぐというほど緊急でもなさそうだ。暴力もないんだよな？」

「はい。一度も」

「今は、お互いに忙しさに目を回しているだけかもしれないな。侑人に手がかかるのもずっとというわけではないし、耐えどきなんだろう」

　その発言にはうなずける。健二さんも晴子さんも限界まで頑張っているのに、時間が足りないんだ、きっと。

「俺は離婚を全否定するつもりはない。離婚して新たな出発を選択すべきだと感じる人たちにもたくさん出会ってきたし、離婚してよかったという人もいる。だけど今回の場合は……個人的には乗り越えてほしいな」

「どうしたらいいんでしょう……」

　フォークを置いてすがるように尋ねると、彼は口角を上げる。

「お人好しモードだな」

「だって……」

　たしかに依頼されたわけでもないし、いわば赤の他人の離婚話だ。だけど、知ってしまったからにはどうにかしたいでしょ？

「荒療治、やってみる？」

「荒療治？」

「そう。うまくやらないと大変なことになる。だけど、侑人がいるからな。なんとかなるだろう」

　彼は余裕の笑みを浮かべ、今度は野菜に手を伸ばした。

「なにをするんですか？」

「美咲は俺のスケジュールを空ければいい」

『それが一番大変なんですけど！』と言いそうになり口をつぐんだ。離婚を回避できるなら、やるしかない。

「侑人のいない時間に、両親に会えるように手配して」

「わかり、ました……」

「今回は侑人に免じて無償でいい。その代わり美咲な」

　私に相談料を払えというの？

　首を傾げると、彼は私を熱い視線で捕まえる。もしかして……。

「早く食え。今日はバスルームで濃厚なひとときを過ごそうか」

「バスルームは無理です！」

「それじゃ、ベッドで決まり」

　しまった。完全に誘導された。

「ほら、肉も食え。美咲はすぐにへばるから」

　違うわよ。あなたがすごすぎるの！

　唖然としていると彼がフォークにタリアータを乗せ、私の口の前に差し出してくる。

　食べさせようと？　恥ずかしいでしょ？

　しかし、「はい」と促された私は仕方なく口を開く。

「食べてるときの唇って、色っぽいよな。早くふさぎたい」

「ゴホッ」

　食事くらい落ち着いてさせて！

　口を押さえて咀嚼し始めると、彼はケラケラと声を上げて笑いだした。










お人好しモード発動中




　翌週。なんとか蒼介さんのスケジュールを空け、私たちは岩本夫妻に会いに行った。

「妻が依頼したんですか？　私は、そんなつもりは……」

　蒼介さんが弁護士だと名乗ると、健二さんは動揺を隠そうとしない。

　だけどこの反応。健二さんも本気で離婚と口走っているわけではないのかもしれない。それなら、侑人くんの願いが届くかも。

「奥さまから依頼を受けたわけではありません。私は侑人くんと友達でして、ご両親が離婚を考えているので、助けてほしいと」

「侑人が？」

　事情を知っている晴子さんは、黙って話を聞いている。一方、健二さんは驚愕の表情を浮かべっぱなしだ。

「はい。弁護士の立場からお手伝いできることをお伝えしに参りました」

　蒼介さんは私にチラリと視線を送り「例のファイルを」と促す。出かける直前に渡されて車の中で内容を確認したところ、離婚調停や訴訟に関する資料ばかりで驚いた。

　これは、念のために持ってきたんだとばかり思ったのに、いきなり出すの？　離婚を止めに来たのなら必要ないでしょ？

　そんなことを考えためらっていると、「九条」と促されて仕方なく従った。

「侑人くんのお話では、ケンカをされてばかりで離婚のお話が進まないようですので、協議離婚が難しいと想定しまして、まずは調停についてお話しますね」

「調停って、そんな……」

　今まで冷静だった晴子さんも目を真ん丸にしている。

　それに気づいている蒼介さんがかまわず続けるので、なにかわけがあると感じる。クライアントの気持ちをいつも第一に考える人なのに、こんなに強引なのはおかしい。

「この資料をご覧ください。正式名称を〝夫婦関係調整調停〟と言いまして、家庭裁判所で行われます。調停委員が間に入ってくれるので、ケンカで進まないということがなくります。ここでは、現在の夫婦としての状況や、財産分与、親権、養育費などについてもどう考えているかを聞かれます」

　蒼介さんはいつもの調子で、顔色を変えることなく淡々と進める。

「ちょっと待ってください」

　健二さんが口を挟むが、蒼介さんは取り合おうとせず次のページをめくった。

「あぁ、お気になさらず。最近は三組にひと組は離婚する時代なんて言われていますし、私どもも離婚調停はかなりの数をお受けします。ですから、恥ずかしくもなんともありませんよ」

　蒼介さんは健二さんが恥ずかしいわけでなく、突然調停なんて話が出て戸惑っているのがわかっていて、わざと畳みかけているような気がする。人の心の動きを察知することに長けている人だからだ。

「続けます。調停が不調に終わると、裁判に進むことになります。調停とは異なり、裁判官の判断で離婚の決定がなされますので、従わなければなりません」

　蒼介さんはどんどん説明していく。がっ、これ……嘘はついていないものの、おそらくあえて言っていないことがある。

　裁判で離婚となるには、民法で定められた〝法定離婚事由〟がなくてはならない。ＤＶや不貞行為があるとき、生死が三年以上不明なときなどに限られている。

　本来、この夫婦のような性格の不一致だけでは、離婚理由として認められていないのだ。ただし、性格の不一致でかつこのまま夫婦でいると精神に支障をきたすと認められる場合や、家事育児を一切しないため夫婦生活が破綻している場合など認められるケースもある。

　健二さんは家事はしないが、こうしてふたりで話を聞けるということは、信頼関係の回復が不可能な状態までいっていないので、離婚が認められるかは微妙なラインだ。

　以前依頼された貴代美さんの件は旦那さんのＤＶが認められたので、蒼介さんは調停ののち法的拘束力のある裁判を積極的に勧め、離婚が成立した。

　蒼介さんはそれらすべてをわかったうえで、こんな話をしてわざと動揺を誘っているに違いない。こうして煽り、離婚したいという気持ちが強いのかどうかをふたりに確認させているのだろう。

　しかし、万が一よくないほうに転がると、離婚を焚たきつける要因となりうるので、『うまくやらないと大変なことになる』だったんだとわかった。

「ちなみに、調停前置主義という決まりがありまして、いきなり裁判はできません。調停が必ず先になります。ここで解決できるといいですね」

　優しい笑みを浮かべながら、離婚という決して喜ばしくない話をサラッしてしまう蒼介さん。一見、血が通っていないかのような行為だけど、彼はふたりの絆と侑人くんの願いが届くことを信じているからできるんだ。

「そんな……」

　実際、健二さんは小さく首を振りうなだれているし、晴子さんも頭を抱えている。

　毎日のようにケンカをして離婚という単語を口にしているようだけど、現実味を帯びてきて腰が引けていると思いたい。

「ちなみに、調停も裁判もご依頼は承ります。経験はそれなりにございますのでご安心を。しかし、当然ですが健二さんか晴子さんのどちらかとしか契約できません。もうおひとりは別の弁護士を雇っていただく形になるかと」

　当たり前だけど、ふたりともの応援は不可能だ。

「着手金など、諸経費のお話もしておいたほうがよろしいですか？」

「いえ。結構です。いろいろ勉強になりました。今日はお帰りください」

　真っ青な顔をした健二さんがそう口にしたとき、蒼介さんはうなずきながら軽く笑みを浮かべた。




「なにを言い出すかと、ヒヤヒヤしましたよ！　教えておいてください」

　車に乗り込み抗議する。

「美咲に言ったら反対するだろ。ときには駆け引きも必要だ」

　たしかにふたつ返事はしなかっただろう。だって、大胆すぎるもの。でも、やっぱり駆け引きだったんだ。

「そうですけど……。これで考え直してくれるでしょうか？」

「それを信じてる。ふたりともかなり動揺してたし、本気で離婚したいと思っているわけではなさそうだ。美咲だって裁判まで行く人たちの姿をいつも見てるだろ？　全然違う」

　たしかに。調停が不調に終わり裁判まで行くケースは、不倫があったりＤＶがあったりとかなりドロドロしている。とてもああしてふたり並んで話を聞けるような状態ではないし、裁判で罵声が飛び交うこともある。

「健二さん、お仕事大変なんでしょうけど、もとの家族に戻ってくれるといいなぁ」

「あぁ。侑人が笑っていられるように」

　彼の発言に激しく同意し、大きくうなずく。

「ところで美咲。自覚したか？」

「自覚？」

　ハンドルを巧みに操る彼は、前を向いたまま意味深な笑みを浮かべている。

　なんだろう。

「あぁ。俺たちはもう婚姻という契約を結んだ。民法の例の条件をクリアしない限り、離れられないぞ」

　なんてことを言い出すの？　もちろん、離れるつもりなんてないわよ。

「離れませんてば」

「しかし、いい法律だな。一途に愛していれば、妻を独占してもかまいませんと認められているんだし」

「独占って……」

　そんなことは書かれていないような……。拡大解釈しすぎだ。

「美咲はイヤなの？」

「イヤって？」

「俺に独占されるの。俺は美咲に縛られたいけどな。一生、お前だけに」

　運転中なので視線が絡まることはないけれど、甘い愛の囁きが胸に響き、恥ずかしくて顔を見ていられない。

　私は真っ赤に染まった頬に気づかれたくなくて、窓の方に顔を向けた。

　それからLa mer TOKYOの地下駐車場に着くまで、彼はなにも言わなかった。

　車を停めエンジンを切ったので、後部座席に置いておいたバッグを取ろうと体をひねると、同じようにこちらを向いた蒼介さんと視線がぶつかる。

「美咲。お前は俺だけのものだからな」

　まさか、続き？

　唖然としていると彼が私の肩を引き寄せ、顔を傾け近づいてくる。

　キス、される？

　とっさに目を閉じると、唇ではないものが触れて目を開いた。すると、それは彼の人差し指だった。

「仕事中。我慢だ」

「え！」

　その言い方では、私が誘ったみたいでしょ？

「申請書、たまってるよな。今日中だぞ」

　少しだけ口角を上げた彼は、上司の顔。イジワルなんだから！

「もう、なんなのよ！」

　事務所に戻ったものの怒りが収まらず、ぶつくさつぶやいてしまう。

「どうした？　仕事、大変だった？」

　すると松下さんが心配しているので、きまりが悪い。

「いえ、なんでもありません」

　思わせぶりな態度を取られてからかわれたなんて、口が裂けても言えない。乗っちゃったわけだし。

「電撃結婚で変わるかと思ったら、九条さん相変わらずね」

「ホント、いい加減にしてほしいです」

　申請書類の分類をしながらそう漏らすと、松下さんがプッと笑っている。

「だけどさぁ、最近すごくきれいになったよ。いい恋をしてる証拠だと思うな」

　予想外のことを指摘され手が止まる。すると彼女は続けた。

「あー、思い出しちゃった。結婚を報告したとき、秘書の入れ替えの話が出たじゃない？　あのときの九条さんのセリフが――」

「松下さん、もう勘弁してください」

　弁護士だけの会議で、夫婦ではやりにくいのでは？と、私を蒼介さんの秘書から外す意見が出たとき、彼は『私が最大限の力を発揮できるのは、クライアントへの細かな配慮をしてくれる彼女がいるからです。彼女を外すなら受ける仕事も減らします』と平然とした顔で言い放ったんだとか。

　そのとき別の先生に急ぎの電話が入り、それを伝えに行った松下さんが偶然会議室にいたのでわかったことなんだけど。

『細かな配慮』と言われてもピンとこないが、おそらく彼がいつも『お人好し』と言う部分なのではないかと思っている。

　離婚調停があった次の日には、取り乱したり落ち込んでいないか知るために、クライアントに電話を入れて様子を伺うようにしている。初めて裁判所に行くというクライアントにも、『私たちも一緒ですから大丈夫です』とひと言伝えるために、前日の電話は欠かさない。民事とはいえ、裁判所の敷居は高く緊張するものだと思うから。

　どうやら他の秘書はそこまではしていないらしいが、蒼介さんはそういう配慮をしたい人だと知っているから、秘書としては手を抜けない。

「いいなぁ、愛されてて。なんだかんだ言ったって、すごくいいコンビなんだもん。うらやましい」

　松下さんは好き勝手なことを言ったあと、仕事を始めた。

　だけど、まあ……いいコンビ、なのかな？

　ついさっきからかわれて怒ったばかりだけど、彼の秘書を外されるかもしれないと知ったときはすごく落ち込んだし、私も彼と一緒に働いていたいのかも。

　そんなことを考えてると、蒼介さんがジャケットを羽織りながら部屋から出てきた。

「遺産分割の件でクライアントが会いたいそうだ。今から行くぞ」

「えっ、申請書がまだ……」

　さっき帰ってきたところでしょ？　しかもそんな予定じゃなかったでしょ？

「十分待ってやる。できたらすぐに駐車場。直帰するから郵便物も持って出ろ」

「私も行く必要あります？　ちょっと待ってください。無理――」

　と言った頃には、彼はもう受付の角を曲がって見えなくなった。

「あはは。優秀な旦那さまを持つと大変ね。頑張って」

　松下さんがお腹を抱えて大笑いしている。

　秘書は弁護士の業務にすべてついていくわけではないが、蒼介さんは私の勉強のためによく連れていってくれる。すごくありがたいんだけど、こういうときは困る。

　松下さんに笑われながら、すさまじい勢いで固定資産評価証明書の申請書を書き上げ、郵便物一式を持って駐車場にダッシュした。

「六分遅刻だ」なんて嫌味で突き刺されたものの、怒っているわけではなさそうだった。彼も無理を言っているのがわかっているに違いない。……と、信じたい。

　それからクライアントと話をして、仕事が終わったのが七時半。

　行きつけの洋食屋さんで食事をとりマンションに帰ると、大きく伸びをした。

　今日もよく働いた。脳を使ったのは蒼介さんだけど。

「お疲れ」

　彼は私をソファに誘い腰を抱く。やっぱり家に帰ってくると甘々モードだ。

「お疲れさまでした。岩本さん夫婦、どうしてますかね？」

　ケンカすることなく話し合いをしてくれているといいんだけど。

「どうだろうな。侑人もどうしてるかな？」

　たまたま関わった侑人くんのことが気になって仕方がない。

「蒼介さん、子供好きなんですね。ちょっと意外でした」

　事務所ではクールな仕事人間なので、子供になんて興味なさそうに見えたのに。

「特別好きというわけじゃない。離婚調停や裁判で、子供たちの悲しい顔を見てきたから気になるんだよ」

「そうですね」

「まあ、美咲との子なら大歓迎だけど？」

　私を見つめる蒼介さんは、顔を近づけてくる。息遣いを感じる近い距離に、たちまち鼓動が速まり手をつけられなくなる。

「美咲」

　そして柔らかな声で私の名を呼び、顎に手を添えた。

「目、閉じないの？」

「だって、蒼介さんが！」

　駐車場でからかわれたことを思い出して抗議すると、彼は頬を緩める。

「夫婦だって、恋の駆け引きは必要だぞ。美咲とはずっとドキドキしていたい」

　たしかに、心臓が飛び出しそうなほどドキドキした。しかも、あのときキスしてもらえなかったので、彼のキスが欲しくてたまらない。

「それに、仕事は終わった」

　彼はそうつぶやいたあと、深い口づけを落とした。

　そのまま押し倒されてキスに夢中になっていると、私のバッグの中のスマホが震えだす。

「電話みたい」

「いいから」

　蒼介さんは無視しろと言うけれど、なんとなくピンときて飛び起きた。

「なんだよ。いい雰囲気なのに」

「侑人くんかも」

　不機嫌な蒼介さんを放置して、慌てて電話を取り出す。

「もしもし」

『九条さんの奥さんのほう？』

　やっぱりそうだ。

「うん。こんな時間にどうしたの？」

　侑人くんと話しながら、蒼介さんに目配せする。すると彼も耳を近づけてきた。

『パパとママがケンカして、悲しくなっちゃったからおうち出てきた』

　嘘……。

　時計を見ると、もう午後九時前。こんな時間にひとりで外をうろうろしたら危ない。

「どこから電話してるの？」

『九条さんと一緒に牛乳を飲んだお店の前。ママのスマホ持ってきちゃった』

　蒼介さんにも聞こえたようで、彼は私のスマホを奪い話し始める。

「侑人。そのお店、まだやってる？　――そうか。お店に連絡して入れてもらえるようにするから、俺が行くまでそこにいて」

　一旦電話を切った蒼介さんは、すぐに立ち上がる。

「美咲、その店に連絡して、侑人を中に入れてもらえるようにお願いして。どうやら看板の照明を消したみたいで、そろそろ閉店みたいだから急げ。それと、岩本さんの自宅の電話番号はわかる？」

「はい。晴子さんから聞いてあります」

「俺たちが迎えに行くから心配しないでと電話を入れて。行くぞ」

　仕事のときのようにテキパキ指示を出す彼と一緒に家を飛び出し、車の中で電話をかけ、侑人くんの無事を店の人に確認してもらった。

　ちょっぴりスピードオーバー気味に走った彼の車がカフェの前に到着すると、まずは私が店内に駆け込んだ。

「侑人くん！」

「わーん」

　私の顔を見た瞬間、大粒の涙を流し始めた侑人くんは、しがみついて離れようとしない。暗くて怖かったに違いない。

　その横で、蒼介さんがお店の人に丁寧にお礼を言っていた。

　私たちはひとまず車で話すことにした。私と蒼介さんが後部座席の侑人くんを挟むように座ると、侑人くんは私の膝の上に乗り抱きついてきた。

「侑人くん、パパとママはまたケンカしちゃったの？」

　私が質問すると、侑人くんはうっすらと涙を浮かべる。

「うん。最初は、離婚はしないって言ってたからすごくうれしかったんだよ。だけどママがおうちの仕事を手伝ってほしいって言ったらパパが怒って、コップを投げたんだ」

　一筋縄ではいかないようだ。

　おそらく晴子さんも恐る恐るの提案だったに違いない。

「コップで誰もケガしなかった？」

　蒼介さんが尋ねると、「割れちゃったけど大丈夫」と侑人くんは顔をしかめる。

　小さな子には衝撃的だっただろう。

「侑人。今日は遅いし、お父さんとお母さんも心配してる。とりあえず帰ろうか」

「イヤだよ。ケンカしてるパパとママなんて嫌い！」

　口をへの字に曲げる侑人くんの頭を、蒼介さんが撫でる。

　困ったな。イヤだと言っても、侑人くんの帰る家はあそこしかない。

　蒼介さんと顔を見合わせて考えていると、侑人くんが口を開いた。

「九条さんと一緒にいる」

　なんとかしてあげたいな……。

「蒼介さん！」

「美咲、またよからぬことを考えただろ」

　あれ、もしかして心の中を読まれてる？

「だって、このままじゃ侑人くんがかわいそうです。ちょっと預かったりなんか……」

「反対だ」

　即座に却下されたがあきらめられない。

「でも、このまま帰したって彼の心の傷が増えるだけですよ」

「俺たちは侑人の親じゃない。なんの責任も取れない」

　実に弁護士らしい返答だった。

「承諾書を書いていただけばいいですか？」

　私の提案に彼はあんぐりと口を開けている。

「弁護士の九条さんは、僕のこと嫌いなんだ……」

　会話を聞いていた侑人くんが口を挟むので、蒼介さんは盛大なため息をつく。

「嫌いじゃないぞ」

「嘘だ」

　頬を膨らませる侑人くんに、私は口を開いた。

「九条さんは侑人くんのこと大好きだよ。さっきだってすぐに迎えに行くって九条さんが決めたんだから」

　両親に居場所を連絡するだけでよかったのに、彼は自分が行くと即決した。それは侑人くんの沈んだ気持ちを慮ってのことだろう。

　私が侑人くんに伝えると、彼は大きな目をクリクリさせて蒼介さんを見つめている。

「好きなら、いいよね？」

　侑人くんの切ない訴えに、蒼介さんの目が動いた。

「まったく……。今晩だけだぞ」

　よしっ！

「美咲、ご両親に話をしてくる。侑人くんと待ってて」

「はい！」

　交渉もしてくれるんだ。私が感情的に話すよりずっといい。

　蒼介さんはそれからすぐに岩本家に向かい、私と侑人くんは車の中で待った。

　横たわり、私の膝に頭を乗せて話をしていた侑人くんから返事がなくなったと思ったら、すやすや眠っている。もう遅いし疲れたんだろうな。

　蒼介さんは二十分ほどで戻ってきて、侑人くんの寝顔を覗き込んでいる。

「かわいいな」

　預かることを反対したくせして目尻を下げている彼は、「着替えを預かってきた」とボストンバッグを見せる。さらにはチャイルドシートまで。どこまでも抜かりない。

　きっと私たちに子供ができても、よきパパになるんだろうななんて感じた。

「明日、保育園にも連れていかないといけないけど」

「私が行きます」

「いや。朝、出勤前にふたりで行こう。預かったのは俺だし」

　そういう責任感のあるところは頼もしい。




　マンションに帰り侑人くんをベッドに寝かせたあと、リビングでカモミールティを飲むことにした。

「岩本さん、どうでした？」

「晴子さんは取り乱していて、侑人を預かると伝えたときも涙目だった。それでも最終的には侑人が望むならと」

　晴子さんの気持ちが痛いほど伝わってきて顔をしかめると、カップをテーブルに置いた蒼介さんは、励ますように私の肩を抱く。

「苦渋の決断だと思う。だけど晴子さんは、自分たちの関係が悪化していくところを侑人に見せるべきではないと強く感じているんだろうな。歯を食いしばりながら受け入れてくれた」

「侑人くんがちゃんと愛されていてよかった」

　私の返事に彼はうなずく。

「健二さんもうなだれていたよ。冷静に話さないといけないのはわかっているのに、つい頭に血がのぼってしまったと。それで、離婚はしたくないとはっきりおっしゃった」

「よかった……」

　歩み寄る時間は必要かもしれないけれど、この夫妻はやり直せる。

「この際だからすべて吐き出してゼロから始めてくださいと言ってきた。明日はふたり笑顔でお願いしますって」

　私はうなずいた。

　岩本夫妻は、互いにいろんなことを我慢しすぎて、イライラのコップがあふれてしまったのだろう。

　子供が生まれると自由も少なくなり、自分のことはあと回しになりがちだと聞く。今までは仕事でストレスがたまっても息抜きできていたのに、その時間が取れなくなり爆発したのかもしれない。

　だって、ふたりとも離婚を望んでいるわけではなさそうだし、どこにもぶつけられないもやもやをためすぎたんだわ、きっと。

「私たちもそうやってケンカする日が来るのかな？」

　そういえば、真美さんのことで私が怒ったことはあったけど、それ以外でケンカはない。仕事ではあんなに叱られるのに、プライベートでは一度も。私の失敗も『大丈夫』と受け止めてくれる蒼介さんの包容力を感じている。

「どうかな。俺は美咲になんの不満もないし。いつか子供が生まれてもできる限り育児に参加するつもりだよ」

　彼は私を抱き寄せ、額にキスを落とす。

「いいパパになりますね」

　そして、よき夫だ。

　彼が子供をあやしているところなんて想像できなかったけど、侑人くんへの関わり方を見ていると、結構うまい気がする。

「美咲もいいママになるだろうな。やっぱり欲しくなってきた」

「ち、ちょっ……侑人くんいますから！」

　あっという間に押し倒されて焦って厚い胸板を押し返すと、彼はあからさまに肩を落とす。

「お預け食らったあとは、わかるよな」

　彼は意味深な笑みを浮かべる。

「わ、わかりません！」

「そうか。わからないなら、みっちり体に教え込んでやるから、覚悟しておけ」

　おそらく、『わかりました』と言ってもこういう展開になるよね？

　そんなことを考えながらも、彼が優しく抱き寄せてくれたので、幸せを貪った。

　それからシャワーを浴び、ベッドルームへ。大きなベッドの真ん中で眠っている侑人くんを起こさないように、右側に蒼介さん、左に私と横たわる。俗にいう川の字だ。

「ちょっとこういうの憧れるな」

　彼は侑人くんの顔を見て、優しい笑みを浮かべる。

「そうですね。親子三人で仲良く手をつないで眠ったりして。岩本さんも最初はそうじゃなかったのかな？」

「離婚調停をしていると、男性のほうが〝父〟になりきれなくて、当然のように〝母〟になっていく女性との間に溝ができていることが多い。男性は今まで通りの生活の継続を望み、女性はそれができるわけがないことに早々に気づいていたり」

　それは私も感じている。

　赤ちゃんに積極的に関わるのがどうしても女性のほうなので、男性はその苦労を知らないということも多い。そのうち考え方に差ができてケンカになる。

　離婚に至る理由は様々だけど、日々のちょっとした気遣いで回避できたのにと思うこともよくあるのだ。

「そうですよね。男性のほうが、たまには奥さんをひとりで外出させてあげて丸ごと育児を引き受けるとか、『いつもありがとう』という声かけをするとか、ちょっとした優しさがあれば離婚の件数も減る気がするなぁ」

　しみじみと漏らすと、蒼介さんが手を伸ばしてきて私の頬に触れる。

「外出もさせてやるぞ。けど、俺のいないところで飲みすぎるのは厳禁だ」

「あはは。気をつけます」

　こんな優しい旦那さまなら、不満などたまるわけがない。

「美咲、なんでも言えよ」

「えっ？」

「夫婦と言えど、もとは他人なんだ。気づかないこともあるからな。俺はずっとお前と一緒にいたいんだ」

　その言葉、すごくうれしい。

「はい」

　私が返事をすると、蒼介さんは身を乗り出してきて頬に口づけを落とす。

「蒼介さん！」

　侑人くんいるのに。

　小声で抗議したが「大丈夫、寝てる」と余裕の様子だ。

　悪いことをしたわけではないのに、ドキドキしてしまった。




　翌朝六時前から侑人くんは絶好調。

「奥さん、おはよー」

　まだ眠っていた私と蒼介さんを起こした侑人くんは元気に挨拶をするけれど、その呼び方なんとかならないかしら。

「侑人、美咲は俺の奥さんだから、その呼び方は俺しかダメだ。美咲さんとでも呼んだらどうだ？」

　子供相手の蒼介さんの小さな嫉妬が、うれしいやら面映ゆいやら。

「いいよ、奥さんで」

　侑人くんはキョトンとした様子でそう答える。

「だから！　はーっ」

　肩を落とす蒼介さんが新鮮すぎる。法律を武器にどんな困難も解決していくできる男の面影はどこにもない。

「侑人くん。皆の前で『奥さん』と呼んだら、きっとびっくりされちゃうよ。私のことは美咲さんで、弁護士の九条さんは蒼介さんでどう？」

「しょうがないなぁ」

　侑人くんは納得したのかしていないのか、ベッドの上でぴょんぴょん跳ねている。

「侑人、俺とシャワーするぞ。美咲、朝飯頼める？」

「わかりました」

「えー、美咲さんがいい」

　私の腕を引っ張る侑人くんに、蒼介さんは容赦しない。

「俺だってまだなのに、絶対ダメだ」

　なんてことを言ってるの!?

　卒倒しそうだったが、侑人くんは「なんだぁ」と気にする様子もなく、蒼介さんとバスルームに向かった。




　彼の車で保育園まで送り届けたあと、事務所に向かう。

「侑人くん、今朝は意外に元気でしたね」

　両親と離れて泊まるのは初めてだったらしいのに。

「空から元気かもな。自分で帰りたくないと言った手前、泣けないのかもしれない」

　なるほど。子供だって我慢しているんだ。

「それにしても、朝からどっと疲れた……」

「お疲れさまでした。いいパパぶりでしたよ？」

　シャワーを浴びた侑人くんに蒼介さんが服を着せたものの、朝食のオムレツにつけたケチャップを洋服にこぼし、もう一度着替えなおす羽目になった。それで私がシミ取りをしている間に、蒼介さんが侑人くんに食事を全部食べさせてくれたのだ。

「裁判のほうが楽だなこれは」

「ふふ。でも、どうしましょうか……」

　帰りはお母さんが迎えに来ると侑人くんに話したところ、『離婚しないって決まるまで帰らない！　美咲さんが来て！』と私を離してくれなかった。

「うーん。お母さんの顔を見たら帰りたくなるんじゃないか？　お迎えは六時頃なんだろ？　子供に嘘をつくのもよくないし、美咲も一応顔を出す？」

　どうしても離してもらえず、仕事の時間が迫ってきたので迎えに来ると約束してしまった。

「そうですね。六時なら行けるはずです。あっ、上司が無茶なスケジュールを言い出さなければ！」

　慌てて付け足せば「わかったよ」との返事。

　今日は指示された判例をいくつか検索しなければならないけど、ちょっと昼休憩を短くすればなんとかなるかな。クライアントが尋ねてくるのは三時で、蒼介さんは四時半から若手弁護士のための勉強会で……。

　こうして仕事が始まる前に一日の流れをシミュレーションしておくと、うまく回る。

　と言っても、誰かが予定外のスケジュールを入れないという条件付きだけど。

「計算終わった？」

「あっ、はい」

　どうやら頭の中で時間の流れを確認していたことを気づかれていたらしい。

「時間のやりくりがうまくなったな。奥さんのほうの九条さん」

「蒼介さんまでそんな呼び方やめてください」

「ははっ。さてと、今日も忙しくなるぞ」

　彼がキリリと表情を引き締めるので、私も気合を入れた。




　保育園に駆けつけたのは、六時五分。判例の検索に手間取って、予定より遅くなってしまった。

「美咲さん！」

『奥さん』と呼ぶのをやめてくれた侑人くんは、私の姿を見つけると駆け寄ってくる。

「楽しかった？」

「うん！　見て！」

　彼は一旦私から離れ、一枚の絵を持ってきた。そこには、お父さんとお母さんに挟まれ、手をつないでいる侑人くんが描かれている。

「上手ね。これはパパとママと遊園地に行ったときの絵かな？」

　三人の背後に、ジェットコースターらしき乗り物が描かれていた。

「違うよ。これは、蒼介さんと美咲さんと僕なの」

　そんなはずはないと思っていると、侑人くんの視線が私の背後に向いたまま動かない。振り返ると、晴子さんが立っていた。

　そっか。ケンカするママとパパは嫌いなんて言い放ったから、侑人くんも意地を張っているんだ。

「九条さん、本当にお世話になりました。侑人、お礼は？」

「パパと仲直りした？」

　侑人くんの質問に晴子さんは答えない。いや、答えられないのかもしれない。

　しばらく無言だった彼女は、侑人くんの前にしゃがみ込む。

「あのね、侑人。仲直りはまだなんだけど――」

「帰らないよ！　パパとママが仲直りしないとイヤ！　一緒に遊園地行くの！」

　侑人くんは顔をくしゃくしゃにして泣きだした。

　やっぱりこの絵は、パパとママだ。

「侑人、ごめんね……」

　悲痛の面持ちの晴子さんから離れ、見えないところに引っ込んでしまった侑人くんの泣き声だけが聞こえてきて切ない。

「昨日の話し合いは……」

「はい。お互い、離婚は避けようという話はしました。私も、主人の大変さをわかっていなかったと謝罪しました。でも私も限界に近いので家事を手伝ってほしいと言ったら、『くたくたになって帰ってきてからまだ働かせるのか。お前が仕事を辞めれば解決する』と言い出して」

　くたくたなのは晴子さんも同じなのに。

「そう、なんですか……」

「ずっと携わってきた仕事にやりがいを感じていますので辞めたくないですが、侑人のことを思えば、退職したほうがいいのかと考えました。でも踏ん切りがつかなくて」

　妥協しても、いつかまた不満が爆発して同じ道をたどるだけだ。

「晴子さん、侑人くんは晴子さんだけのお子さんじゃないです。健二さんも父親なんです。晴子さんだけがいろんなことをあきらめるのは変です。侑人くんもママが好きな仕事を辞めたら、責任を感じてしまうんじゃないでしょうか」

　感じたことをそのままに口にすると、晴子さんは困った顔でうなずいている。

「そう、ですよね。このまま辞めたら主人のことを恨んでしまいそうで怖いんです。なんとかふたりで乗り越えられないかと思うのですが、率直な意見をぶつけ合うとケンカになってしまって」

　晴子さんは侑人くんの泣き声のする方に視線を送りため息をつく。

「時間があれば話し合いで解決できそうですか？」

「絶対にとは言えません。ですが、ケンカの種類が変わってきているようには思うんです。九条さんにお会いする前は、互いの欠点を責め合ってばかりでした。でも昨日は、これからどうしようかという相談がこじれたと言いますか……」

　それはよい傾向だ。

「離婚回避にはおふたりとも合意されているんですよね？」

「はい。離婚以外の道を探したいと」

　それを確認したので少し安心だ。今までの意見を変えるのは簡単ではないだろう。もう少しふたりには時間が必要なのかもしれない。

「週末、遊園地に行きませんか？」

「遊園地？」

「はい。パパとママと侑人くんの三人で。この絵のように」

　さっき侑人くんが放り投げていった絵を晴子さんに手渡すと、目頭を押さえている。

「できるでしょうか……」

「侑人くんは土曜までのあと二日、私たちが責任を持ってお預かりします。その間、たくさんケンカをして、皆が幸せになれる道を探してください。この絵は、旦那さんにも見せてあげてください」

　おそらく健二さんも気持ちが揺れている。妥協点を見つけてほしい。

「もちろん、それより早くお迎えに来てくださってもかまいませんよ。いつでもご連絡ください」

「私たち家族のために、そこまでしていただけるなんて……。もうなんと言ったらいいのか。本当にありがとうございます」

　晴子さんは声を震わせた。

「侑人くん、出ておいで。私と帰ろう」

　私が声をかけると、泣き声がピタリと止む。そして、顔を真っ赤にした侑人くんが保育士さんと一緒に顔を出した。

「侑人、ごめんね。土曜日に遊園地に行こう。それまでにパパと仲直りするから、少しだけ待ってて」

　晴子さんがそう伝えると、侑人くんはタタタッと走ってきて、彼女に飛びつく。

「ホントに？」

「うん」

「約束だよ！」

「うん、約束」

　晴子さんが涙を浮かべているので、切なさに胸が痛む。だけど、これは前に進むためのほんのわずかなお別れなんだと自分に言い聞かせた。

　晴子さんと別れ、侑人くんと一緒に電車に揺られてマンションに着いたあとは、夕食の準備に取りかかる。

「侑人くん、嫌いな物ある？」

「うーんと、野菜」

「野菜の中のなに？」

「全部」

　子供って、予想外の返事が平気で返ってくるからびっくりだ。

「全部って……。ママの作ってくれるもので一番好きなのは？」

「カレー」

「カレーにも野菜入ってるよね？」

「カレーは特別なの」

　彼は晴子さんが着替えの荷物に忍ばせておいてくれた、大好きなヒーローものの変身ベルトで変身して、見えない敵と戦いながら気のない返事。

　それじゃあ、カレーにするか。晴子さんも野菜を食べさせようと四苦八苦しているのかもしれない。

「ただいま」

　ニンジンを切り始めたとき、蒼介さんが帰ってきた。

「あっ、蒼介さんだ！」

　私より先に反応した侑人くんが、変身ベルトを腰に巻いたまま玄関にすっ飛んでいく。

「あれ、侑人？」

　いるはずのない侑人くんに驚いた様子の彼は、あとから追いかけた私に目で『どうして？』と聞いてくる。

「侑人くん、土曜にパパとママと遊園地に行くんだよね。それまでに仲直りしてくれるって言ってたもんね」

　侑人くんに話しかけながら蒼介さんに事情を伝えると、彼は頭を抱えながらも「お人好し」と私にボソッとつぶやく。

　けれども、「それ、かっこいいじゃないか」と侑人くんを抱き上げ、リビングに向かったので、イヤがっているわけでもなさそうだ。

「蒼介さん、戦おうよ」

「ちょっと待て。着替えの時間をくれ」

「隙あり！」

　蒼介さんがネクタイを外そうとしたところに、侑人くんが突っ込んでいく。

「侑人、勘弁……」

　育児って大変だな。子供はパワーが有り余っているし、大人の都合なんてまるでおかまいなしだ。しかし、蒼介さんは意外にも楽しそうで、笑顔が弾けている。

　蒼介さんは調理を始めた私に気を使ったのか、着替えついでに侑人くんをベッドルームに連れていき、しばらく遊んでくれた。

「ご飯ですよー」

　なんだか本当の家族みたいだ。彼との子ができたら、こんな生活を送るんだろうな。なんて考えて頬を赤らめていると、ふたりがやってきた。

「カレーだ！　いただきます！」

　満面の笑みを浮かべる侑人くんは、一旦は蒼介さんの隣の席に座った。だけど、私が蒼介さんの向かいの席に座ると、私の隣に移動してくる。

「なんでそっち行くんだよ」

「美咲さんがいいもん！」

　この歳では、まだ女性のほうがなつきやすいか。本当は晴子さんがいいんだろうな。

「美咲は俺の奥さんだからな」

「えー。美咲さん、大きくなったら僕と結婚する？」

　あら、プロポーズされちゃった？

「侑人、話を聞いてるか？　美咲は俺の奥さんだから、無理だ」

「どうしたら美咲さんと結婚できるの？　あっ、離婚か」

　触れないようにしていたキーワードが飛び出して、心臓がドクンと跳ねる。蒼介さんも、ハッとしたような顔をしている。

「それならあきらめようかな。蒼介さんと美咲さんがケンカをするのはイヤだもん」

「侑人くん……」

　おそらく、何度も聞いた〝離婚〟という言葉と大切なパパとママのケンカが彼の中ではワンセットとなっていて、深い傷になっているのだろう。

「侑人。誰だってケンカをすることもある。だけどな、離婚は簡単にするものじゃないんだ。パパとママは、侑人と三人で楽しく暮らしたいから、今はケンカをしてるんだぞ」

　蒼介さんが諭すように語りかけると、侑人くんは首を傾げている。

「楽しくないよ？」

「うん。ケンカは楽しくない。でもケンカしてお互いの思っていることがわかったら、どうやって優しくしてあげようか考えられるだろ？　パパとママは、それをやってる」

　ケンカのつらい残像が、少しでも和らいでほしい。

「なんだぁ。優しくするためなのかぁ」

「ケンカしなくてもわかればいいんだぞ。侑人も友達とケンカをすると苦しいだろ？」

　蒼介さんが尋ねると、侑人くんはうなずいている。

「だからしないほうがいい。けど、もしケンカしてしまっても仲直りできる。相手の思っていることを知ったら、前より仲良くなることもある」

　普段は難しい法律用語ばかりを駆使している蒼介さんだけど、侑人くんにもわかりやすいように話せる適応力がすごい。

「そうだね。僕も誠せい也やと仲良くなったし」

　ん？　この流れだと、その誠也くんとケンカをしたということ？

「あはは、誠也って子とケンカしたのか？」

「うん。ヒーローごっこしてたらケンカになっちゃって、先生に叱られた」

　悪びれもせず話す彼は、誠也くんとの間にもうなんのわだかまりもないのだろう。岩本夫婦もそうなってくれるといいな。

「ほどほどにしておけよ」

　蒼介さんはパクパク食べ進む侑人くんを見ながら、目を弓なりに細めた。




　お風呂も蒼介さんが入れてくれて、大活躍だ。

　侑人くんは、寝る直前まで私の膝の上に座り、保育園の話をしてくれた。隣に座る蒼介さんにも一生懸命話しかけていて、相槌を打たれるたびにんまり笑っている。

「で、誠也はみずほちゃんが好きなんだよ。蒼介さんは美咲さんのことが好きなんでしょ？」

　突拍子もない質問に、私の顔が引きつる。

「好きだよ」

「どれくらい？」

「世界で一番だ」

　ためらうことなく言い放つ蒼介さんに唖然とする。

「美咲さんは？」

「えっ、私？　私はいいって……」

　蒼介さんみたいにストレートに愛を囁くのはハードルが高すぎる。しかも、侑人くんの前なんて！

「ダメだよ。さっきお風呂で蒼介さんが、美咲さんは恥ずかしがり屋さんだから、なかなか好きって言ってくれないんだよってしょんぼりしてたもん」

「侑人、余計なことは言うな！」

　蒼介さんが侑人くんを抱き上げて自分の膝に移し「内緒だって言っただろ」と耳元でつぶやいている。

「忘れてた！」

　あっけらかんとしている侑人くんがおかしくて、笑ってしまった。

　こうしていると、子供のいる生活もいいかもなんて思いを馳せる。きっと岩本夫妻が苦しんでいるように大変なことだらけだとは思う。だけどやっぱりいいなぁ。

　侑人くんは蒼介さんともすっかり打ち解けていて、膝の上で身振り手振りをつけながら話をしていたものの、いつしかふらふらしてきて眠りに落ちていった。

「蒼介さん、お疲れさまでした。ワイン飲みます？」

「うん。ありがと」

　侑人くんをベッドまで運んでくれた蒼介さんがリビングに戻ってきたので、甘めの白ワインを用意する。私も好きな銘柄だ。

「侑人はパワフルだな」

「ごめんなさい。勝手に預かると決めてしまって……」

「お人好しモードが発動したら止められないのが美咲だもんな。でも、俺はそんな美咲が好きだよ」

　彼はさりげなく私の肩を抱く。

「晴子さんが、ケンカはするけど今までのような罵り合いではなく、これからどうしようというところで意見が食い違うんだっておっしゃっていて」

「一歩前進してる」

　彼も私と同じように感じているようでホッとした。

「はい。土曜に笑顔で迎えに来てくれると信じてます」

「あぁ。そうしたら俺たちもデートしよう。侑人に独占されて美咲不足」

　彼は私のこめかみに唇を押し付けてくる。

「蒼介さんだって遊んでたじゃないですか」

　食事のときは私の隣に来たがった侑人くんだけど、彼と楽しそうだった。

「それじゃあ、美咲も俺不足？」

「え！」

　思いがけない問いかけに目が点になる。

「なぁ、さっきの返事聞いてないけど？」

『さっきの返事』って侑人くんが聞いた、アレのこと？

「えっと……」

「たまには聞きたいな、美咲の気持ち」

　彼は私の耳元で、艶やかにつぶやく。

「も、もちろん好きです。宇宙一、好き……」

　あぁ、乗せられて言ってしまった。恥かしさに顔が沸騰する。

「世界を上回ってきたぞ。うれしいな」

　少しワインの香りが漂う彼に抱き寄せられ、つかの間の夫婦水入らずの時間を過ごした。










雨降って地固まる




　土曜は快晴。まさに遊園地日和だ。

　昨日は、晴子さんからの連絡がなく少し心配していたものの、朝食を食べ始めた頃になって電話が鳴った。

　この電話を待ちわびていた私は、スマホを持ってソファに移動した。

『岩本です。このたびは本当にお世話になりました』

　晴子さんの声が明るいので、よい結果が出たはずだと期待する。

「いえ。侑人くん、とってもいい子でしたよ。あの、それで……」

『主人と夜通し話しました。やはり侑人はかわいい。侑人のためにやり直そうと』

「よかった……」

　目頭が熱くなり、思わず押さえる。

『土曜までという期限がありましたので、ケンカをしている場合ではないと。それからは互いにどこで妥協できるかの話し合いでした。主人も侑人がいないことを寂しいと思ってくれて、必ず迎えに行くと言っていて』

　よかったね、侑人くん。たっぷり愛されているよ。

　様子を伺っている蒼介さんを見つめうなずくと、ホッとしたような顔をしている。

『今後は、できない家事は土日にまとめてやってもかまわないと。主人は家事が苦手なので、その間は侑人の相手をしてくれるそうです。私が今まで通り働くことも理解してくれました』

「雪解けですね」

『はい。今まで小さな不満を呑み込んだまま我慢してきて最悪の状況になってしまいましたので、今後はその都度話し合おうと決めました。こんなことを決めるなんて、子供みたいですけど』

　電話口の彼女の声がかすれている。泣いているのかもしれない。

「そんなことはありません。おふたりの決断が、本当にうれしいです」

『ありがとうございます。お弁当を作ったので、侑人を迎えに行ってもいいですか？』

「私たちも出かけますので駅までお送りします。ちょっと、待ってくださいね」

　私はそこで朝食の途中だった侑人くんにスマホを差し出す。

「侑人くん、ママからだよ！」

「ママ！」

　牛乳の白いひげをつけたままの侑人くんは、鼻を膨らませて喜びを表している。

「もしもし、ママ！　――うん、うん。わかった！」

　短い会話のあと弾けんばかりの笑顔で私にスマホを返す彼は、席を立ちリビングをグルグルと走り始める。余程うれしかったんだろう。

「遊園地行くんだよ。パパとママと一緒に！」

「それじゃ、急いで用意しなくちゃ。目玉焼き食べちゃおう」

　それから侑人くんは終始ご機嫌。苦手なサラダまでしっかり食べて、ひとりでさっさと着替えも済ませる。そして私たちの前に立ち、ペコリと頭を下げた。

「パパとママを助けてくれてありがとう」

　やめてよ。健気な姿に、涙が出てきちゃうじゃない。

「俺たちが助けたんじゃないぞ。侑人が一生懸命願ったからだ」

「僕が？」

　蒼介さんがしゃがみ込みそう口にすると、侑人くんはまっすぐに彼を見つめている。

「そうだぞ。少しの間だったけど、俺も美咲も侑人のことがかわいくてたまらなかった。侑人のためならなんだってしたいと思った。パパとママも同じ。またケンカをすることもあるかもしれないけど、侑人が必死に願えばきっと仲直りしてくれる」

　侑人くんのいない数日で、彼の存在の大切さを知ってくれたと思う。おそらくもう同じ轍は踏まない。

「うん！」

「でも、どうしても困ったらまた電話してこい。勝手に家を飛び出すなよ」

「わかった！」

　真剣な顔で話を聞いていた侑人くんの頭を蒼介さんが撫でる。

「それじゃ、行くか」

　蒼介さんの声に合わせて私が侑人くんに手を差し出すと、ごく自然に握る。そして反対の手は蒼介さんと。本当の家族のような光景に胸が熱くなった。




　待ち合わせの駅前でパパとママの姿を見つけた侑人くんは、大きな瞳をウルウルさせて走りだす。

「会いたかったんだな」

「まだ六歳だもの。当然ですよ」

　そのうしろ姿を見つめながらそんな話をしていると、侑人くんは再び私のところに戻ってきて「ねぇねぇ」と手招きするので、しゃがんだ。

「僕がいなくなったら好きって言えるよね。恥ずかしくないよ」

「え……」

「蒼介さん、言ってほしいって」

　もう口にしたなんてとても言い出せない。すると蒼介さんがクスクス笑っている。

　その間に岩本夫妻もやってきて、健二さんが口を開く。

「このたびは本当にありがとうございました。おふたりのおかけで間違った道を選択せずに済みました。お世話になった弁護士料をお支払いしたいと――」

「弁護士の仕事はしておりません」

　健二さんの発言を遮る蒼介さんは、にっこり微笑む。

「ですが……」

「私は、たまたま知っていた調停と裁判の違いをご説明しただけで、法律を使っておふたりをフォローしたこともなければ、依頼を受けたわけでもありませんよ」

「本当によろしいのですか？」

　晴子さんも心配げに尋ねる。

「えぇ。私たちも侑人くんと一緒に楽しい時間を過ごさせていただきました。いつか子供ができたときの予行練習と言いますか……。な？」

「はい。子育ては大変だと思う一方で、かわいくてたまらないという気持ちも湧いてきました。きっと、おふたりもそうですよね？」

　蒼介さんが私に振るのでそう言うと、健二さんが大きくうなずいている。

「疲れているときに騒がしくされるとイライラしていました。でも晴子は毎日それに付き合っていたんですね。しかも、侑人に『遊んで』とせがまれない夜は寂しくて」

「僕、もう遊んでなんて言わないよ！」

　聞いていた侑人くんが慌てて口を挟めば、健二さんが抱き上げ首を振る。

「我慢しなくていいんだよ。お仕事が大変なときはパパからちゃんと言うから。たくさん遊ぼうな」

　健二さんにしがみつきうれしさを隠しきれない侑人くんが、とてもかわいらしい。

　それから荷物の引き渡しをしていると、もう最後だと自覚してちょっぴり感傷的になる。だけど、侑人くんが笑顔でいられるのがなによりだ。

「もう行ってください。侑人くん、遊園地が楽しみすぎて、車の中でずっと遊園地の歌を歌っていたんですよ」

「また適当に作ったんでしょ？　侑人、得意だもんね」

　私が話すと、晴子さんが肩を震わせている。

「ママにも歌ってあげるよ。蒼介さん、美咲さん、またね！」

「うん。またな」

　私たちが手を振ると、侑人くんは健二さんと晴子さんと手をつなぎ早速歌いだした。

「遊園地は楽しみだ。乗り物乗ってお弁当食べて、また乗ってー。でもたくさん並ぶの疲れちゃうー」

「はははっ、面白すぎ」

　三人の姿を見送りながら、蒼介さんが盛大に笑う。その隣で私もお腹を抱えていた。

「さてと」

　彼は私に手のひらを見せる。握れということだろう。私も手を差し出すと、彼は指を絡めて握り満足そうな顔をした。

　それから久々に助手席に座る。侑人くんが乗るときは、私も後部座席だったからだ。

「これからは俺たちの時間。今しかできないことを思う存分しておこう」

「今しかできない？」

「そう。近い将来、俺たちにも子供ができるかもしれないだろ？」

　そういう意味か。

「蒼介さん、子供欲しくなっちゃいました？」

「前から欲しいよ」

　さらりと返され、目を見張る。

「だけど、式もまだだし、もう少しパラリーガルの成長も見たいからな」

　ウエディングドレスも着たいけれど、やっとパラリーガルの肩書をもらえた私が、まだまだ彼の隣で働きたいとわかっているのかもしれない。もちろん産休や育休は取れるが、復帰したあとまた蒼介さんの秘書になれるかどうかは別なのだ。

「杉尾さんの事件も、きちんと終わらせないといけない」

「はい。あっ、そういえば、月曜のアポイント――」

　そう言いかけると、彼は私の唇を指で制した。

「それは月曜でいいだろ？　今は俺の奥さんの美咲なんだ」

　蒼介さんは甘い囁きのあと、そっと唇を重ねる。

　下唇を甘噛みして離れていった彼は、目をパチクリしている私を見てニヤリと笑う。

「侑人に独占されてた分は取り戻すから覚悟して」

　なんの覚悟？

「まずはホテルにでも行くか」

「えっ？　デートでしょ？」

「なるほどな。もっと焦らして激しいのをご希望ってことか」

　どんな解釈してるの？

　侑人くんと一緒にいるときは隠していたドＳっぷりが再び顔を出した。

「希望してませんよ？」

「夫婦間で隠しごとはよくないぞ。夜は決定したとして……美咲、スケートできる？」

　どこまでもマイペースに会話を続ける彼だけど、私が頬を赤らめていることに絶対に気づいている。

「行ったことないです」

　学生時代にスノボは何回か経験があるが、スケートはない。

「それじゃあ、俺が初めての男か」

「言い方がおかしいですって！」

　指摘すると、彼は白い歯を見せる。

「いいじゃないか。これから美咲がなにかを初めて経験するときは、必ず俺が隣にいたい。もうずっと一緒に歩いていくんだからな」

　そんなふうに言われたら、うなずくしかないでしょ？

「お願い、します」

　恥ずかしかったけれど、温かな言葉が胸に響いたのでそう返すと、彼は結婚指輪の収まった左手で私の頬にそっと触れ、優しく微笑んだ。




　民法第七五二条にはこうある。

【夫婦は同居し、互いに協力し扶助しなければならない】

　私たちは法律を扱う職業人だもの、きちんと守らなくちゃ。蒼介さんとなら、簡単にできてしまうけど。

　走り始めた車の中からふと空を見上げると、太陽の光が燦燦と降り注いでいる。まるで、私たちの未来を表しているような、温かな光が――。


【ＥＮＤ】







〈参考文献〉

　・『日本弁護士連合会』ウェブサイト（ＵＲＬ……https://www.nichibenren.or.jp／「心にとめておきたい４つのこと」より）

　・『裁判所』ウェブサイト（ＵＲＬ……http://www.courts.go.jp／「控訴 申立ての手続」より）












あとがき




　仕事中は〝鬼〟の弁護士蒼介と、彼に叱咤激励されながら成長していく秘書美咲の恋物語でした。お楽しみいただけましたでしょうか。蒼介はプライベートでは甘々でしたが、なかなかのドＳでしたね。ドＳヒーローは久々に書きましたので楽しかったです。




　実はこのお話、構想だけはずいぶん前に練ってありまして、でも書かずにいました。理由はただひとつ。面倒だから。私たちの生活を守ってくれている法律ですが、お恥ずかしいことにその知識なんてまったくありません。ですから、いちから調べることに。しかもどれだけ勉強しても文章の意味すらわからず、放り出すこともしばしば。つまり、どういうことなの？と首を傾げてばかりで、法律を駆使する方々の聡明さを思い知らされました。弁護士は当然として、パラリーガルにも弁護士事務所の事務員にも絶対になれそうにありません。ただ、借金をするときの借用書の書き方や、自己破産と個人再生の違い、離婚調停や裁判の進み方などは勉強になりました。役に立つのも切ないですが。

　さて、このお話は恋愛小説ですのでそちらの部分も触れなければ。負けず嫌いで高いハードルを与えられれば与えられるほど奮起する美咲の性格をわかっていて、あえて無理難題をふっかける蒼介。なかなかの策士、そして転がし上手でした。でもそのおかげで美咲も成長しましたね。仕事で厳しい分、プライベートでは甘やかしまくりますが、いいバランスが取れていたのかな？　美咲はどっちも甘くして！と叫んでいましたが、ドＳな蒼介は彼女のアタフタぶりを楽しんでいたので無理でしょう。それにしても蒼介は、いつになったら美咲と一緒に入浴できるでしょうか。そのお話はまた機会があれば。




　最後になりましたが、たまたまスケジュールが密になってしまい涙目だった私を全力でサポートしてくださいました担当の福島さま。佐々木さま。この作品の出版に力を貸してくださいました皆さま。そしてお手に取ってくださいました皆さま。本当にありがとうございました。





佐さ倉くら伊い織おり


















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。




本作は２０１８年９月に小社よりマカロン文庫版『エリート弁護士は独占欲を隠さない１』『エリート弁護士は独占欲を隠さない２』として刊行されたものに一部加筆・修正したものです。第三章は本書のために書き下ろされたものです。
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